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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１







　着慣れないスーツを身に着けて、河かわ村むら享あきらは鏡の前に立つと小さく嘆たん息そくした。


　ビジネススーツではないこれは、今日のために作られたものだ。グレイなのか紫むらさきなのかわからない微び妙みような色合いの生き地じはわずかに光こう沢たくを放っていて、中に着たシャツも、今まで着たことがない色のものだった。すべては享の意思ではなく、この家から一方的に与えられたもの、要するにお仕着せというやつだ。


　鏡に映る顔は、少し強こわばっているようだ。しかし親しい相手でなければわからない程度で、これならば会場にいても不自然さはないだろう。


（こんな格好をしていれば、少しは令息らしく見えるのかな……）


　ふとそう考え、くだらないことだと苦く笑しようする。見えようが見えまいが、同じことだ。享は正式に──つまり戸こ籍せき上ではこの笹ささ本もと家の人間ではないし、これからも笹本家の人間として人前へ出るつもりもない。


「はぁ……」


　正直なところ、気は乗らなかった。そもそも人が多い場所は好きではないし、代議士の主しゆ催さいするパーティなど、場ば違ちがいも甚はなはだしいのはわかっているからだ。


　ことの起こりは二週間ほど前。この家の正式な息むす子こである笹本和かず希きが、どうしてもパーティに出席しなくてはいけなくなったことに端たんを発していた。本来ならば家長が出るはずのものだが、どこが悪いのか不明の体調不良を理由にし、和希に代理を申しつけたらしい。もちろん反発はしたようだが、相手が悪かった。結局、諦あきらめをもって了りよう承しようした和希は、一人では寂さびしいからと、享に頼たのみ込んできたのだ。


　人選ミスだと思った。それは享だけの見解ではないはずだが、いろいろな事情があって、結局は享が同行することになった。特に役目はなく、ただ和希と一いつ緒しよにいればいいだけだと言われ、こちらも諦めと共に納なつ得とくしたのだ。


　軽いノックのあとで、ドアが開いた。


「用意は出来ましたか？」


　いつものように涼すずしげな顔をして入ってきたのは、予想に違たがわぬ人物だった。


　高たか城ぎ直なお征ゆき。彼を人に紹しよう介かいするときは、執しつ事じのようなものだという他ほかはない。まだ三十歳ほどだが、文句の付けようもない優ゆう秀しゆうさと、実の伴ともなわない慇いん懃ぎんさで、この家の中でも特別なポジションを築いている男だ。


「ああ、よくお似合いです」


　高城はまっすぐに近づいてくるが、享は鏡の前で突つっ立ったまま、彼を直接見ようともしなかった。そうしなくても、鏡を介かいして嫌いやというほど彼のことは見えていた。


　真後ろに立った高城が、鏡の中の享を見つめながら、身体からだに腕うでをまわしてくる。背中から抱だきしめられる形になったが、そこには相変わらず感情らしきものは込こめられていない。すべては錯さつ覚かくなのではないかと思えてしまうほどだ。


「なんて顔をするんです？」


「え……？」


　くすり、と笑って、高城は眼め鏡がねのレンズ越ごしに目を細める。


　こちらの考えなどお見通しだと言わんばかりの態度だが、享は表情を変えなかったはずだ。それはこの目で見ていたのだから間違いない。


「強く抱きしめないのは、スーツに皺しわを作りたくないからですよ」


「っ……」


　鎌かまを掛かけられたのだと気づいて享は今度こそ表情を変えた。鏡の中で享を抱きしめている男は、そんな享の反応自体が楽しいのだと言わんばかりだ。


　冷たいくらいに冴さえた容よう貌ぼうは、隙すきのなさも手伝って、ひどく近づきがたい印象だ。そのうえ口調や視線までもが温度を感じさせず、感情というものが欠落しているのではないかと思えることもあった。


　そうでないことはわかったが、いまだに何を考えているのかはよくわからない。ときには底の知れない恐おそろしさすら感じさせることさえある。なのに、この男に向かう気持ちを止めることが出来ないのだ。


　怖こわいのに惹ひかれてしまう自分への諦めと、思いがけず応こたえてもらえた喜びが、少し前から享の中に混在している。


　幸福かと尋たずねられたら、享は迷わずイエスと答えるだろう。


　前に回った手は享の顎あごを摑つかみ、高城は意味のある視線をまっすぐに向けてくる。ひんやりとした中に、確かに熱を感じる視線だ。


　まるで視線で犯おかされているような気がした。


「高、城……さん……」


「やはり綺き麗れいですね。本当によくお似合いだ。見立て甲が斐いがあるというものですよ」


「これ、高城さんが？」


「そうですよ。他に誰だれが用意すると思うんです」


　当然だろうと言外に告げ、高城は満足そうに顎を引く。その気になれば感情など跡あと形かたもなく綺麗に隠かくしてしまう男だから、これは故意に表したのだ。


　享は礼を言おうとして、やめた。きっと口にしたら、仕事だからと素っ気なく返されるのが落ちだ。


　沈ちん黙もくは何かと余計なことを考えさせがちだ。何かしゃべらなくてはと思っていた矢先に、高城が口を開いた。


「全体的なバランスもいいですし、ストイックそうなのにそこはかとなく色気があるのも、そそります」


「高……」


　唇くちびるに指先を当てられて、享は言葉を呑のみ込まされた。


　本気でそんなことを思っているのかと、享は素す直なおに言葉を受け取れないながらも、強く戸と惑まどっていた。本気の色は薄うすいのだが、冗じよう談だんで享を褒ほめる理由がないのも確かで、もし本心だったとしたら、ずいぶんと恥はずかしいことだと思った。


「今日の会場に享さんより美しい方は、そういないと思いますよ」


「そんなこと……」


「いい加減に自覚なさってはいかがです？」


　高城は、鏡に向かってまっすぐになるように、享の顎を持つ手に力を加えた。


　映り込む顔は亡なくなった母親によく似ているが、女性ではない分、柔やわらかみが乏とぼしい。


　子供の頃ころから、享は容姿を褒められることが多かった。小さな頃は可愛かわいいと言われ、ある程度の年ねん齢れいになってからは綺麗だと言われた。男に向かってそれを言うのに躊ちゆう躇ちよする者もいるにはいたが、大たい抵ていは遠えん慮りよもなくそう口にしたものだった。人によっては美人だなどと、女性に対して使う形容を、感かん嘆たんと共に、あるいは冷やかしと共に言う者もいた。


　二十三歳になった今でも、男らしさとは縁えんのない顔と身体つき。そのせいか、異性よりも同性のほうが、享には興味を持つらしい。


　だから自覚くらいはあるつもりだ。ただ理解出来ないというだけで。


「少なくとも今日の会とは関係ないでしょう？」


「ありますよ」


　そんなこともわからないのか。口調と視線が、そう言っている気がした。


「僕は和希のお供にすぎないし、積極的に人と話す気もありません」


「だからといって人の目を遮さえぎることも出来ませんよ。あなたは立っているだけで目立つ方です。声を掛けられて、おかしなところに連れ込まれないように注意したほうがよろしいかと」


　最後の言葉は首筋に声が触ふれた。高城はそのまま首──耳の斜ななめ下あたりにキスをして、すぐに顔を上げた。


「何言ってるんですか。会場でそんなことがあるわけないじゃないですか」


「場所はあると思いますよ。なんと言っても、野の点だてですからね。木の陰かげやちょっとした茂しげみには近づかないほうがいい」


　本気なのか揶や揄ゆなのか、高城の態度からそれを量ることは出来ない。はっきりしているのは、いちいち反応しては疲つかれるだけだということだ。


　享は嘆たん息そくするだけで返事をしなかったが、最初から期待していなかったのか、高城はそのままの格好で、さらに言った。


「とりあえず、男のあしらい方でも教えておきましょうか」


「どうして男って決めつけるんですか」


「享さんに声を掛けられる女性は、よほど自分に自信があるか、何か明確な目的があるか……ですよ。どちらにしても、付け焼き刃ばでは手に負えません。その点、下心のある男は扱あつかいやすいものですから」


　にっこりと笑って言いながら、当の本人は下心など微み塵じんも感じさせない。まるで蜘蛛くもが蝶ちようを捕とるための罠わなを張り巡めぐらせるかのように享を搦からめ捕とり、狂くるおしいまでの快楽に落としたりもするくせに、こうしている限りは、すべてが夢だったかのようだ。


　そうでないことは、この身と時間の経過が自然に教えてくれたのだが、高城に関してはまだわからない部分が多すぎる。


　この家──笹本家の家長に雇やとわれているのかと思っていたら、そうでなかったし、後こう継けい者しやの補ほ佐さとして立つに充じゆう分ぶんな能力を有していながら、あくまで裏方に回ろうとする。そのあたりは彼の出生に関かかわりがあるのではないか、と享は考えているが、確証はなく、高城に直接尋たずねることもためらわれ、そのままになっている。高城が話そうとしないものを突っ込んで訊きくことは避さけたかったからだ。


　尋ねたいことはたくさんある。好きな相手のことを、まして恋こい人びとになった男のことを知りたいと思うのは当然のことだ。だがそれを口にして、鬱うつ陶とうしいと思われたくないだけだった。


　だが遠回しならば、どうだろう。触れるか触れないか程度に言って、高城が気を悪くする気配を察したら、引けばいいのではないか。


「なんです？　何か言いたそうですよ」


　まるでこちらの考えを読んだかのように、高城が問いかけてきた。


　これは一つの切っ掛けだ。そう自分に発破を掛けて、享は口を開いた。


「あの……高城さんは一いつ緒しよに行かないんですか？」


「とんでもない」


「会いたくない人がいるんですか？」


「単に面めん倒どうなだけですよ」


　一いつ笑しように付され、享は不満と安あん堵どを同時に覚えた。いつになったら、この男は自分に本心を明かしてくれるのか。あるいは、明かす気などないのだろうか。


　恋人だからといって、互たがいの価値観が同じだとは限らず、たとえば享にとっての恋人と高城にとっての恋人が違ちがっていても不思議ではないのだ。


　スタンスがよくわからない。どこまで自分を晒さらしていいのかもわからない。そして面と向かって尋ねる勇気もない。


　成じよう就じゆしたからといって、すべてが幸福という色で塗ぬり替かえられるわけではないのだと、享はここ何ヶ月かで思い知った。


　ふいにドアがノックされる。何を考えているのかわからない男は、その音を聞いても享を放そうとしなかった。


「高城さん」


「どうせ和希さんですよ」


　彼はどうやらノックの仕方で相手が誰なのかを判別出来るらしい。


　そして、この家の正式な息むす子こに対しても、彼の態度はこの調子だ。いや、むしろ和希への態度こそが最も悪く、慇いん懃ぎん無礼を絵に描かいたようだと言ってもいいが、それはそれで好意が込こめられているらしいので、和希以外は何も言わないのが実情だ。享から見ても、それなりに楽しそうに見える。


　ノックを無視していると、さらにもう一度、音が聞こえた。遮しや音おん性の高いドアなので、中から返事をしたところで聞こえるとも思えず、かといって高城が腕うでを解ほどく素そ振ぶりも見せないので、享は小さく嘆息した。


「ドアを開けに行きたいんです」


「放ほうっておけば、開けて入ってきますよ」


「それはそうですけど……」


　施せ錠じようしない場合は、ノックのあとで開けてもいい。それはこの家での暗あん黙もくの了りよう解かいだが、享はなかなかそれが出来ないでいた。緊きん急きゆう事態は別だが、基本的には中から人が開けてくれるのを待つのが常だった。


　やがて、カチャリとノブが回る音がすると同時に、高城は享から離はなれていく。


「享さん……？」


　ほんの二、三センチだけ開けたドアの隙すき間まから、控ひかえめな和希の声が聞こえてきた。この家のルールに馴な染じんでいるように見える和希だが、彼は他人のプライバシーに踏ふみ込むことをタブー視する、まともな神経の持ち主でもある。彼が躊躇せずに入っていく部屋は、彼の恋人のところだけだった。


「どうぞ」


　答えようとした享より早く高城が言った。


「あ、あれ……？」


　入室してきた和希は、高城の姿を見て露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。そういう反応を示すから高城が面おも白しろがるのだろうが、和希の態度が改まることはなく、またそれが和希らしくて可愛いところでもあった。


「何してんの」


「支し度たくのお手伝いを」


「ふぅん。もしかしてネクタイ？」


「うん、まぁ……」


　そういうことにしておかないと、説明が難しくなる。だいたいスーツを身に着けるのに手伝いも何もあったものか。現に和希は一人で済ませたのだし、もっとマシな言い訳はなかったものかと思った。


（いや、わざとだ……）


　高城に限ってぬかりがあるはずがない。これはもしかすると、和希に疑問の種を植え付けようとしているのかもしれない。


　ちらりと高城の顔を見ると、彼は相変わらず涼すずしい顔をして和希と対たい峙じしていた。


「ああ、和希さんもそれなりにお似合いですよ。七五三みたいで」


「し……七……」


　和希は口をぱくぱくと動かして、高城の顔を見ている。まさか大学二年生にもなってそんなことを言われるとは思ってもみなかったのだろう。さすがに言い過ぎだとは思うが、彼が実じつ年ねん齢れいより子供っぽく見えることは確かだった。


　整った顔立ちは、大きな目が印象的で、甘く可愛かわいらしいものだ。感情のままによく変わる表情も、嫌いや味みのないまっすぐな性格も、享にとっては眩まぶしいほどだし、和希といるだけで柔やわらかな気持ちになれる。


　高城が同じように思っている、ということはないだろうが、何かしら和希に対して感ずるものがあるのは確からしい。だからこそ、彼の言葉にはことさら容よう赦しやがないのだ。


「馬子にも衣い装しようという言葉もありますしね」


　なんて楽しそうなんだと、享は少し離れたところから二人を見ていた。


　和希は自分たちの関係を知らない。別段これといった理由があって隠かくしているわけではないのだが、今となっては改めて切り出すこともためらわれて、そのままになっていた。もっともそれは享の一方的な気持ちであり、高城はどうでもいいようだ。だからきっと、自然に和希に気づかせようとするのは、享を気き遣づかってのことなのだろう。いささか好意的すぎる解かい釈しやくかもしれないし、人によっては機き関かん銃じゆうのような勢いで反論するだろうが、享はそう考えている。


　そして享には、本当に知られたくない相手が一人だけいた。


「うるさいな、もう！　高城さんはもういいよ。享さん、用意出来たら、一緒にお父さんとこに見せに行こう」


「え？」


「ああ、そうして差し上げるといいですよ。旦だん那な様もきっと楽しみにしておいででしょうからね。それこそ仮け病びようが治るかもしれません」


「仮病っ？」


　目を剝むいて反応したのは和希だった。


　近ちか頃ごろ、体調が優すぐれない。人混みだと悪化する。確かこんなことを言って、和希にその役目を押しつけたはずだった。あるいは、と疑っていた部分があったことは事実だった。外出しなくなっていたのは確かだが、体調が優れないという割にはよく食べるし、肌はだつやもすこぶるよかったからだ。


「まぁ、あっさり騙だまされるあたりが和希さんですよね。大変素す直なおで可愛らしい」


「それってマジ？」


「ご自分で確かく認にんなさったらどうです？」


「行ってくる……！」


　和希は享を同行させるのも忘れて部屋を飛び出していった。完全に閉まりきらないドアの隙間から、バタバタと慌あわただしい足音が階段を駆かけ下りていくのが聞こえた。


　享は嘆たん息そくし、視線で高城に真しん偽ぎを問うた。


「本当ですよ。まさか、頭から信じていたわけじゃないでしょう？」


「それは、多少は……」


「いろいろと前例がありますからね」


　まったくその通りで、溜ため息しか出てこない。嫌なこと、あるいは面倒なことがあると、すぐにその場をごまかすのは父──笹本武たけ志しの悪い癖くせだ。いい年なのだし、社会的にも高い地位にある男なのだから、もっと責任を持って欲しいと切に願っているのだが、相変わらず丸投げの癖は直っていないらしい。もちろん仕事はきちんとしてきたようだから、問題があるのはプライベートだけだ。しかしながら、あの年になって今さら直すことは難しいのかもしれない、とも思った。


「困った人だな」


「一番の被ひ害がい者しやは、享さんと将しよう吾ごさんでしょうね」


「……そうかもしれない」


　何しろ二十二歳になるまで、享は父親が誰だれなのかを知らずに生きてきたのだ。異母兄の槇まき将吾に至っては、二十五歳になるまで、その事実を知らされなかった。武志は二人の女性に婚こん外がい子しを産ませておきながら、それをひた隠しにしてきた挙げ句、いざ呼び寄せる段になったら、自分は三ヶ月に及およぶ長期の旅行に出てしまった。残った家人に対応させ、丸く収まった頃に帰ってこようという算段だったのだ。


　最初から父親には、よいところより悪いところのほうを見せつけられた。実際に会ったときに悪感情が湧わかなかったのは、「思ったよりマシ」という気持ちが働いたせいかもしれないが、何より武志が彼なりに、会ったことのない息子に愛情を持ってくれていた、という理由が大きかった。


　だから高城との関係は、武志には知られたくなかった。大だい丈じよう夫ぶかもしれないと思いはするが、確信ではなかった。


「多少のことでは、おつりが来ますよ。これまでの経けい緯いを考えたら、旦那様に口出しする権利があるとは思えません」


「正直に話せってことですか？」


「そんなことは言ってませんよ。ただ、旦那様は和希さんたちのことも黙もく認にんしていますし、問題はないと言っているんです」


「実の息むす子こでも？」


「ええ。そんなことは関係ないでしょう。そもそも旦那様が、享さんたちと和希さんに差をつけていると思いますか？」


「いえ……」


　和希は武志の実子ではなく、亡なくなった最愛の妻の連れ子だったのだ。だから戸こ籍せき上では正式な息子だが血の繫つながりはなく、一方で享たちはまぎれもなく実の子でありながら、まだ認知されていないために戸籍上では赤の他人なのだった。


　そして武志は、和希に同性の恋こい人びとがいるのを知っている。


　考え込んだ享の背中に、高城はそっと手を添そえてきた。


「さて、そろそろ行かないと道が混みそうですよ。和希さんを旦那様の部屋から摘つまみ出して、さっさと車に放ほうり込んでしまいましょう」


　相変わらずひどいもの言いだ。とても勤め先のご令息に対するものとは思えないが、もう慣れてしまった。


　高城は宣言した通りに武志の部屋に入っていき、和希の襟えりを摘んで出てきた。


　首の後ろを持たれた猫ねこみたいな和希は、自分への扱あつかいを大いに不満に思ってか、ひっきりなしに悪態をついている。思えば和希も、ずいぶん地が出てきたと思う。享がここに来た当初は、まだ猫を被かぶっていたのだ。


　そのままメイドが開けた玄げん関かん扉とびらから外へ出ると、車寄せには和希専用の車が停とまっていた。もちろん運転手付きだ。


「放せってば……っ」


「会場に着いたら、ご令息らしく振ふる舞まうんですよ。和希さんは旦那様の名代なんですから、自覚を持って振る舞ってください」


「なんか、妙みようにまともなこと言ってて気味悪い」


　言わなければいいのに、和希は黙だまっていられないらしい。敵かなわないとわかっていても、挑いどまずにいられないあたりが、彼の可愛らしいところでもある。


「では、もう少し嚙かみ砕くだいて申し上げましょうか。そのお可愛らしい顔で、うっかり男を釣つらないように注意しなさい」


「そんなもの釣るわけないだろっ」


　むきになって言い返しながら、和希は後部シートに乗り込んでいく。その隣となりに享は座り、高城に対して憤ふん慨がいしている横顔を見やった。


　ぷんぷん怒おこっていても、やはりどこか甘さが漂ただようのが和希という人間だ。


　令息らしく、と高城は言ったが、和希にはわざわざそんな注意など必要ない。彼は生まれつきのご令息だし、意識せずそういった雰ふん囲い気きを醸かもし出している。笹本和希という名前になる前から、和希は当たり前のように使用人がいる生活を送っていたらしいから、享がいちいち驚おどろくようなことでも平然と受け止められる。


　きっと自分は会場では浮ういてしまうのだろう。享はそう思い、小さく嘆息した。




２







　都心から少し離はなれた場所にある広大な屋や敷しきは、元代議士の門かど真ま幸こう三ぞうのもので、建物だけでなく庭も大層立派なものだった。


　門真家は華か族ぞく議員の頃から代々政治家を輩はい出しゆつして、今は幸三の娘むすめ婿むこの恒つね行ゆきが与よ党とう最大派は閥ばつの一員として、国政に携たずさわっている。幸三に息子が一人もいなかったためと、彼に女性を永田町へ送り込むという考えがなかったせいだった。


　政治に強い関心がない享ですら、門真恒行の名前と顔は知っていた。政治問題などの討論番組でも、よく見かけるからだ。しっかりとした地じ盤ばんがあり、愛妻家としても有名で、特に婦人層からの支持が高いと聞いている。


　享は庭の片かた隅すみで、別世界だな、と呟つぶやいた。


　錦にしき鯉ごいが泳ぐ池に築つき山やま、枝えだ振ぶりのいい木などが、計算し尽つくされて一つの景色を創つくり上げている。東あずま屋やまであるのを見ると、本当にこれが個人の所有物なのかと疑いたくもなる。


「入園料が取れそうだ」


「だよね。手入れとか大変そう」


　かく言う笹本家も、誰がどう見ても大だい豪ごう邸ていだ。都内にありながら車ごと門をくぐり、使用人が何人もいて、息子専任の運転手までいる。趣おもむきのある大きな洋館は、誰の趣しゆ味みなのか靴くつを履はいたまま上がる西洋式で、この点は享がいまだに馴な染じめないところでもあった。


　笹本武志は、国内有数の酒造メーカーの社長なのだ。酒だけでなく、今は清せい涼りよう飲料水も主力商品になっていて、その他ほかにも製薬会社やコンサートホール、美術館などといった施し設せつも持っている。必要がない、といって上場はしていないので、社内における武志の力は絶大だった。


　血の繫つながらない息子に仮け病びようを責められていた男の姿からは、考えられなかったが。


「ときどき、お父さんが凄すごい人なんだってことを忘れそうになる」


「家では全然凄くないから、それでいいんじゃないのかなぁ。最近、いろいろ緩ゆるんでるみたいだから、こういうとこに顔出すのも面めん倒どうなんだよ、きっと」


「和希は、こっちの人に会ったことがあるのか？」


「ないよ。お父さんだって、ちょっと顔合わせたりしてる程度だよ。でも、そういうのはよくあることだからさ」


　笹本家の令息として何年も生きてきた和希は、享などよりも様々なことを理解している。声を掛かけてきた者に挨あい拶さつする際にも、実に自然で堂々と振る舞った。いや、和希の容姿が容姿なので、一見したところ堂々としているようには見えないのだが、臆おくしたところが少しもないのは確かだった。


　享のことは、母方の遠とお縁えんの者だと説明していた。これはあらかじめ決めておいた通りだ。


　点たててもらった茶を、付け焼き刃ばの作法でいただいたあと、享たちは木こ陰かげに用意された縁えん台だいに腰こしかけた。


　和希はふうと息をついた。しきりに時間を気にしているが、それはすでに到とう着ちやくしているべき者がまだ姿を見せていないからだ。


「遅おそいなぁ……」


「連れん絡らくはないんだろ？」


「うん」


「だったら、それほど遅くはならないってことだよ」


　享の言葉に納なつ得とくしたように、和希は表情を和やわらげた。和希が笑うと、ふわりと空気まで和なごむような気がする。


　しげしげと享を見ていた和希は、やがて満足そうに顎あごを引いた。


「やっぱ享さん、すごい綺き麗れい」


　いきなりの言葉に、享は目を瞠みはった。出がけに高城にも同じようなことを言われたが、口にする人が違ちがうと、まったく違うことを言われたような気がするから不思議だ。和希の言葉には、まったく裏を感じない。


「落ち着いてるし、品もいいしさ。あと、黙ってても賢かしこいってわかるよね」


「そんなことないよ。さっきから場違いだなって思ってたくらいだし、落ち着けなくて困ってる。和希は凄いな。ずっと感心して見てた。僕の場合は、育ちがね」


「ええー、それはないよ。ちゃんとご令息って感じするし。そういう意味では、全然浮いてないよ？　人が見るのは、綺麗だからしょうがないけどさ」


「和希だって目立つじゃないか」


「なんか……お互たがいに褒ほめあってるみたいで変だよね。やめやめ。って……まただ」


　なるべく隅すみにいるというのに、頻ひん繁ぱんに人がやってくるのには閉口してしまう。和希を見かけると、彼を知っている者は例外なくやってくるのだ。そのたびに愛あい嬌きようを振りまく和希は、確実に享より社交的であると言っていい。


「こちらは？」


　近づいてきた四十代とおぼしき男は、挨拶を交かわしたあとで享に目を向けた。どうやら武志の知り合いらしく、それなりに面識があるようだ。


「亡なくなった母の、従兄弟いとこの息むす子こさんなんです。受験のときに家庭教師をしてもらっていて、今日は無理言って付き合ってもらいました」


「初めてお見かけするね。あまりこういった場所には出られないのかな」


　手を差し出され、享はなるべく表情を和らげながら握あく手しゆに応じる。握手を求めてくる相手はそう多くないのだが、差し出された名めい刺しは結構な枚数になっていた。


「はじめまして」


「いやぁ、和希くんのお母さんのところは、美形の家系なんだねぇ。君は大学生？」


「いえ、大学は春に卒業しました」


「どこに勤めて……」


「あの、お話し中に申し訳ありません。もうすぐ、門真のお爺じい様に呼ばれた時間なんです」


　和希はいかにもすまなそうに言い、すぐににっこりと笑えみを浮かべた。


「あ、ああ……そうか、そうだね。じゃあ……また」


　名残なごり惜おしそうな男に一礼して、享たちはその場を離れた。ほっとしながらも、門真幸三に呼ばれているなど初耳だと、享は和希の横顔を見やった。


　視線に気づいた和希は、ぺろりと舌を出した。


「あれ、うそ。門真の爺さんになんて呼ばれてないよ」


「そうなのか？」


　新たな発見だ。和希は絶対にうそが下手だと決めつけてしまっていたが、意外や意外、享ですら騙だませるほど上手だ。要するに自分の感情が絡からまなければ、それなりに仮面を被かぶることも出来るのだろう。


　とりあえず人目に付きにくい場所を探し、竹が密集している小さな場所に落ち着いた。和希はすぐに携けい帯たい電話を取り出し、居場所を知らせるためにメールを打つ。


　送信ボタンを押した頃ころ、近くから人の話し声が聞こえてきた。


「年寄りばっかりだな」


「仕方ないだろ。普ふ通つうは学生なんかこんなところには来ないんだよ」


「さっきいたじゃないか。高校生みたいなの」


　享はとっさに、ちらりと和希の顔を見た。


　それが和希のことである可能性は高い。すべての客を見たわけではないが、そのくらいに見える客は、他には一人だけしか見かけなかった。だが二十歳はたちから二十代半ばといった、享と同じような年頃ならば、数人はいたはずだ。いずれもどこかのご子息なのだろう。


　和希も同じことを考えていたのか、複雑そうな表情を浮うかべていた。


「ここの孫の一人だろ。今日は手伝ってるみたいだし」


「いや、それとは別に」


「じゃ、ササモトの社長令息だ」


「って例の連れ子？」


「へぇ、連れ子なんだ？　凄いね。本当の息子じゃないのに、あそこの全財産をもらえちゃうわけ？」


　話しているのは三人で、全員が若そうだ。あくまで噂うわさ話ばなしを楽しんでいるだけで、他に意味はなさそうだった。


「ところが、ちょっと面おも白しろいことになってるらしいぜ」


「何？」


「笹本社長には隠かくし子がいるって噂だ。それが義理の息子より年上が二人も」


「うわ、ドロドロの遺産争いとか？」


　ぎょっとして、享は和希と視線を合わせた。


　そんな話が出回っていることなど聞いていない。この手のことを高城や、和希の恋こい人びとたる男──長は谷せ部べ達たつ郎ろうが摑つかんでいないはずはないから、これはあえて隠していたということだ。


　それにしても、まるで週刊誌かワイドショーネタだと、享は小さく溜ため息をつく。こちらに人がいることには気づいていまいが、これでは出て行くに行けない。そこにいる三人が移動してくれるまで、このままでいなければならないのかと思うと、げんなりした。


「もしかして、さっき一いつ緒しよにいたのがそうだったりして」


「ああ、やたら綺麗なのがいたよな。連れ子も、可愛かわいかったけどさ」


「俺はそっちが好みだな」


「えー、俺は美人系のほう」


　勝手に盛り上がっているのを聞きながら、享と和希はいたたまれない気分を抱かかえながら、何度か視線を合わせた。


　しかし、若いながらこんな場所にいるにしては、話す内容には品がない。そこらの繁はん華か街がいでたむろしている少年や青年と、頭の中身は変わらないということか。


　だったら自分がこの場にいても許されるような気がして、享は少しだけ気分を軽くした。


「どっちにしても、争うのは個人資産のほうだけだよ。会社は、後こう継けい者しやが決まってるしな」


「考えてみれば凄すごいことだよな。隠し子がいなかったとしたら、会社も個人資産も、赤の他人に渡わたってたってことだろ」


「後継者っていえば、ここんちも面めん倒どうくさそうじゃん」


「子供いないんだっけ」


「親おや父じから聞いた話なんだけどさ、爺さんは嫁よめに出した娘むすめの子供を、恒行氏んとこの養子にして、跡あとを継つがせようとしてるとかなんとか」


「まずは秘書に置いて、みたいな？」


　話の矛ほこ先さきが変わったことに、享も和希もほっと安あん堵どの息をついた。


「あ、ほら、確かあれだよ。東あずま屋やの左側」


　興味はなくても、具体的に指し示されてしまうと目が向いてしまう。享たちのいる場所からも見える場所だったから、なおさらだった。


　示された場所には、二十代後半くらいの青年が立っている。一緒にいるのは、どう見てもかなり年とし嵩かさの男性と、まだ高校生くらいの少年なので、真ん中にいる青年のことだろう。


　やがておしゃべりな青年たちは、話を弾はずませながらこの場を離はなれていった。気配が遠のくと、自然に溜め息がこぼれた。


「噂になっちゃってるんだね」


「らしいね」


「あとで達郎さんが来たら聞いてみよう。ま、噂好きな人たちみたいだから、気にすることないだろうけど」


「恒行氏に子供がいないのは知らなかったな」


「なんか、こういう家の婿むこ養よう子しって、肩かた身み狭せまそうだよね。あっ、達郎さん！」


　途と端たんに和希の可愛らしい顔が笑み崩くずれ、現れた長身の男に抱だきついていった。


　長谷部達郎。ササモトの後継者にして和希の恋人である男だ。実業家にしておくのが惜おしいほどの容姿の持ち主は、庭園の中にあっても鮮あざやかな存在感が損そこなわれることはなかった。表おもて舞ぶ台たいに立つ男はこうも華はなやかかと、嫉しつ妬とを通り越こして感心してしまうほどだ。


　高城がもし表に出ていたら、こんなふうになっていたのだろうか。無む駄だな考えであることは承知しているが、思うことはやめられなかった。


「遅おそくなって悪かった。享くんも、すまなかったね」


「いえ」


「もう少し和希を頼たのむよ。俺は挨あい拶さつに行ってくる。移動するなら、さっきみたいに場所をメールしてくれ」


「うん、行ってらっしゃい」


　先ほどまでけっして高いとは言えなかった和希のテンションが、あからさまに跳はね上がっている。好意も喜びも、すべてがストレートで、見ていて羨うらやましいほどだった。


　享にとって、感情をあけすけにすることはとても難しいのに──。


「今日はやたら人が見るなーって思ってたんだけど、噂のせいだったんだな。やたら声かけられたし」


「探さぐり入れてきてたってことか？」


「それもあると思うけど、単に興味があったんじゃないかなぁ」


「毛色が違ちがうしね」


「そんなことないってば。どこのご令息かって思うんだよ。享さんは自分で変なふうに思ってるみたいだけど、どこに出しても恥はずかしくないってば。達郎さんが戻ってきたら訊きいてみなよ。絶対、同じこと言うから」


　熱の入った調子で言われ、享は苦く笑しようを浮かべるしかなかった。











　ゆっくり話したいから、という理由で、達郎は和希の質問──享たちの噂について、具体的なことを言ってくれなかった。


　帰宅してリビングに落ち着き、メイドが茶を出して下がっていくと、それを合図にしたように口火を切った。


「少し前から、どこからか話は出ていたんだ」


「隠し子がいる……って？」


　和希はちらりと享を見て、すぐに達郎に視線を戻もどした。


「そうだ」


「出所はわからないの？」


「ああ。メイドでもないらしいからな」


　達郎は皆かい目もく見当もつかない、といった様子で小さくかぶりを振ふった。


「うちの人たちは、そんなことしないよね」


「ま、大した問題じゃないから、本格的に調べて突つき止める意味もないだろう。ただ、そのおかげで社長がいよいよ決心したようだよ」


　言いながら達郎は享の顔を見た。社長──すなわち武志が決心したことと言えば、一つしか思い当たらない。享と将吾の認にん知ちの件だった。


　享は問うように達郎の顔を見た。


「将吾くんが帰ってきたら、話をすることになるだろうな。心の準備をしておくといい。それまでは、とりあえず素知らぬ顔を決めておいてやってくれ」


「よかったね……！」


　和希は自分のことのように喜んで、享のほうへと身を乗り出してくる。思えば誰だれよりも早く認知を訴うつたえてきたのは和希だった。人によっては、遺産の取り分が減るのに気が知れないと言うかもしれないが、そんなことは和希にとって意味のないことなのだ。


　将吾が帰ってくるのは、確か明日だ。彼は今、福ふく岡おかにいる。バーテンダーの友人が入院してしまい、その椅い子すを温めておくために二週間ほど家を空けているのだった。


　あと一日──。


「享さん？」


「え、あ……ちょっと、驚おどろいて……。もうずっとこのままかと思ってたから」


　それは本当のことだったが、心情のすべてではなかった。今の享には、素す直なおに認知を受けたくないという気持ちが確かにあるのだ。


　現状に不満はなかった。むしろ、今の状態が、享にとってはベストなのではないかとさえ思えた。


「オレは、享さんがちゃんとお兄さんになってくれたら嬉うれしいよ。もちろん将吾さんも」


「和希……」


「享さんと将吾さんも仲良くなったし、兄弟になるのは嫌いやじゃないよね？」


「ああ」


　気にしているのは、その部分ではなかった。出会った頃ころからは考えられないほど、将吾との関係はよくなっていたし、和希とは最初から上手うまくいっていた。もちろん父親の武志のことも好きだし、父と呼ぶことにはためらいはない。ササモトという大きな企き業ぎよう、そして笹本家という資産がある家に表立って関係することは、最初こそ享に強い抵てい抗こう感を覚えさせたし、今でも大いに気にする部分ではあるのだが、それを理由に拒きよ否ひしようとは思っていない。


「正式に笹本家の息むす子こっていうのは、少し荷が重い気がするんだ。確か和希も、前にそういうことを言ってただろ？　その意味が、よくわかる」


「うん。今でもちょっと思ってる。けどさ、オレも入れたら三人だから」


「そうだね」


　和希に本当のことは言いづらく、ついその場をごまかしてしまう。自信がないのは事実だが、本当はとうにその覚かく悟ごは出来ていた。


「悪いが、高城を呼んできてくれるか？」


「え……う、うん……」


　和希は気乗りしない態度も露あらわだった。はっきり嫌だとは言わず、ちらちらと達郎の顔を見ていたが、やがて諦あきらめてリビングルームを出ていった。


　おそらくこれは、故意に和希を外へ出したのだ。その意図は、享に発言の機会を与あたえるためか、それとも達郎のほうに何か言いたいことがあるのか。


　身がまえていると、ふと笑う気配がした。


「そう警けい戒かいしなくてもいい。何か言いたいことがありそうだったからな」


「……じゃあ、言います。本当は、どこから話が出たかわかってるんじゃないですか？」


「どうしてそう思うんだ？」


　否定も肯こう定ていもせず、表情にも声こわ音ねにも判断させるような色を滲にじませず、達郎は視線だけを享に向けて逆に問いかけてきた。質問に質問で返すのはずるいと思ったが、ここは文句を付けても仕方ないから、先に答えてしまうことにした。


「あなたと高城さんのことだから、摑つかんでるんじゃないかと思っただけです。それに、メイドから話が漏もれたわけじゃないとなれば、僕たちのことを知っている人間は限られてくるし、和希にうそをついたなら、もっと限られてくる」


「なるほど。なかなか鋭するどいな」


「和希と違って、僕はあなたの言葉を鵜う呑のみにしませんから」


　これがもし達郎の言葉でなかったなら、和希だって同じ結論に達したはずだ。暗にそう告げながら、享も負けじと相手を見み据すえた。


　くすりと笑って余よ裕ゆうを見せ、達郎は鷹おう揚ように頷うなずいた。


「君が思っている通りだ。もちろん、意図があって流したわけじゃないだろうな。あの人なりに、和希のことが心配だったんだろう」


　やはり考えは当たっていた。和希の実父である山やま根ねは、かつて将吾との関かかわりの中で、隠かくし子の事実を知ったのだ。


「つまり、隠し子の僕たちが認知されることで、和希の立場が不安定になるんじゃないか……ってことですか？」


「だろうね。まったく……悪気はないんだろうが、困った人だな」


「きっと誰かに相談したんじゃないですか」


「そうかもしれないな。で、相手の口が軽かったというわけか」


　困っている様子ではないから、これは単に呆あきれているのだろう。それもそのはずで、噂うわさが流れたからといって達郎が困ることは何もないのだ。この程度のことで会社に影えい響きようが出ることはないし、個人的にはむしろ歓かん迎げいしたい話らしい。彼の世界は和希を中心に回っているから、その和希の気分がよくなる話を賛成しないわけがないのだ。


　それにしても和希は遅おそい。高城の部屋はすぐ近くだから、本当ならばすでに戻ってきていてもおかしくないのに、またからかわれているのだろうか。


　享がドアの向こうを気にしていると、また笑う気配がした。


「気になるか？」


「いえ、そういうわけじゃ……」


「どうせまた高城が何か言って、和希が嚙かみついてるんだろう。目が届かないところで、楽しそうにやりとりされるのは面おも白しろくない……か？」


「っ……」


　カッと頰ほおが熱くなりそうだった。実際はあまり変わっていないのだろうが、達郎に図星を指されたことは間ま違ちがいなかった。


　その通りだ。達郎一筋の和希なのだから、心配しているわけではないのだが、遠えん慮りよなくものを言い合う二人を羨うらやましいと思っていたことは確かだ。もちろん恋れん愛あいが絡からまないからこそだということも、理解しているつもりだった。


　自分の気持ちが思い通りにならないことは、特にここ最近多くなってきている。この家に来てから、特に高城と深く関わるようになってからだという自覚はあった。


「認知の件で引っかかっているのも、本当は高城のことなんだろ？」


「長谷部さん」


「そう睨にらむな。和希に言うつもりはないよ。それに俺ですら気づくようなことが、高城にわからないはずないだろう。おそらく将吾くんも承知だな」


　まるで周り中に自分の考えが流れ出しているみたいで、正直いい気持ちはしなかった。和希のことを、わかりやすいだなんだと微ほほ笑えましく見ている場合じゃない。そして享の中には、もう一つ気がかりなことが出来てしまっていた。


「あの、お父さんは高城さんと僕のことで、何か気づいているんでしょうか？　長谷部さんから見て、どう思いますか？」


「あの人は、そこまで鈍にぶくはない」


「じゃあ……」


「可能性は高いというだけだ。息子可愛かわいさに目が曇くもって、何も気づいていないということも考えられるからな」


　ただしそちらの可能性は低いと、達郎は淡たん々たんと告げる。その彼がふと視線をドアのほうへ向けたとき、開け放してあったドアの向こうに和希と高城の姿が見えた。


　和希は達郎と目が合うと、親を見つけた子供さながらに小走りでやって来て、元のように隣となりに座った。わずかに口を尖とがらせているのが、高城に遊ばれていた証しよう拠こだろう。ちらりと高城を見る目も睨みつけるようだった。


　ゆっくりと入ってきた高城は、座ることなく傍かたわらに立った。享と目があったものの、表情はまったく変わらなかった。


　享の気持ちに気づいていて、何も言わない男──。


「何か？」


　向けられた問いかけさえ、享に対するものではない。もちろん呼びに行った和希は、「達郎が呼んでいる」と言ったのだろうから当然なのだ。


　享は内に湧わき起こった感情を鎮しずめるために、密ひそかに息を吐はき出さねばならなかった。


「将吾くんに連れん絡らくを取ってくれ。用件はわかってるな？」


「わかりました。別にわざわざ私を呼び出すほどのことじゃないと思いますけどね」


　相変わらず余計な一言を口にしてから、高城はあっさりと下がっていった。


　享は無意識にそれを目で追っていた。











「そろそろ一年が経たつね」


　いかにもといった咳せき払ばらいのあと、武志はそう切り出した。


　リビングルームには、享と将吾の他ほかに、達郎と和希、そして高城も顔を揃そろえている。夕食後のことだった。


　食事に集まっていたときから、全員がこのことを承知していたので、なんとなく不自然な空気が流れていた。享はいつにも増して言葉数が少なかったし、将吾も珍めずらしくあまりしゃべらなかった。そして和希に至っては、そわそわと落ち着かない態度だったのだ。


　そんな中、達郎と武志は一見したところ普ふ段だんとまったく変わりがなかったし、珍しく同席した高城も同様だった。


　半分が緊きん張ちようし、半分が普段通りという中、武志は言葉を続けた。


「認にん知ちをして、正式に君たちを笹本家に迎むかえたい。二人とも、もう抵てい抗こうはないだろうと思っているんだが……」


「なんかさぁ、それじゃまるで俺たちを待ってたみたいじゃねぇか」


「そうだよ」


　武志はあっさりと顎あごを縦に振ふった。けろりとしたものだ。おそらく皮肉のつもりで言ったであろう将吾も、二の句が継つげなくなっている。


　以前よりは色が濃こくなった将吾の髪かみだが、明るい茶ちや髪ぱつなことには変わりがない。このままスーツを着ても、とても会社員には見えないだろう。この異母兄弟は顔立ちに享との共通点はないし、第一印象は最悪に近かったが、享は一年の間に彼の長所をたくさん知った。定職に就ついていないのは相変わらずで、そこはどうかと思わないでもないが、今ではそれも些さ細さいなことだと思えた。


　大きな溜ため息をついたあと、将吾はしかめ面つらを作った。


「今さらって気もするけどな」


「嫌いやなのか？」


「そんなこと言ってねぇだろ」


　思えば最初の頃ころから、将吾は武志にくってかかっていた。二十五年も金銭的なこと以外で放ほうっておかれたので反発があったのだが、今ではどうやらコミュニケーションの一いつ環かんになっているようだ。


　そして二人の視線が、まるで示し合わせたかのように、同時に享に向けられた。


　変なところで、親子を感じさせた。


「享はどうなんだね？」


「僕は……」


　無意識に高城を見ようとして、享は慌あわてて視線を武志に固定する。


　自分が笹本家の人間になることは、高城との関係において、障害にならないのだろうか。享はずっとそれを考えてきた。どんな立場になろうと享の気持ちは変わらないが、高城までそうだという自信はない。高城は、笹本家の次男という立場を、面めん倒どうだとは感じないだろうか。


　だからといって、武志の気持ちも無視したくないのだ。彼が自分たち兄弟を望んでくれていることは、よくわかっている。


「あまり考えすぎないことですよ」


　ふいに聞こえてきた言葉に、享は大きく目を瞠みはった。恐おそる恐おそる視線をやると、高城はいつも通りの読めない顔をして、こちらを見ていた。


「笹本家の息むす子こなんて、和希さんでも務まるんですから」


「なっ……」


　和希は思わずといった様子で立ち上がった。何か言い返そうとしている気き概がいは見えるものの、空回りして言葉が出ず、高城を見つめるばかりだった。


　さすがに享も啞あ然ぜんとしてしまう。だが今に始まったことではないせいか、特に驚おどろいている者はいなかった。和希を溺でき愛あいしている達郎と、かなり可愛がっている武志ですら、やれやれという程度の反応しか示さない。


　達郎は和希を座らせ、むくれる和希の頭を撫なでた。すっかり空気が変わってしまったことに享は気がついた。


　そんな中、高城は平然と続けた。


「ま、よかったじゃないですか」


　向けられる笑えみの意味がわからない。今の言葉が本心なのかそうでないのかすら、享には判断出来なかった。


　高城は気にしていないということなのだろうか。それとも──。


「あー……ちょっと待ってくんない？」


　頭を搔かきながら唸うなる将吾に、全員の意識が向かった。


「何か問題があるのか？」


「いや、ねぇけどさ、ここでハイよろしくってのも、なんかな……。てことで、とりあえず今日はこんなとこで」


　早口で捲まくし立て、将吾は逃にげるようにしてリビングを出ていってしまった。実際、彼もかなり戸と惑まどっていて、どう振る舞まったらいいのかわからないのだろう。だがそのおかげで、享の反応もさほど特別なものではなくなった。


　享は小さく嘆たん息そくし、武志に言った。


「ちょっと話してきます」


　将吾を口実にこの場を離はなれ、享は足早に階段を上がっていく。階段を上りきって右手に行くと、隣となり合った享たちの部屋がある。以前は和希と達郎が使っていた部屋だが、彼らが離れを建てたので、こちらを改装して享たちは客間から移ってきたのだ。客間ではなく、自分たちの部屋を造ってくれたくらいだから、今日のことは充じゆう分ぶんに予想できたと言える。


　享ですらそうなのだから、将吾はもっとすんなり受け止められるはずだと思っていた。だから、確かめたかった。


　ノックをすると、すぐに中からドアが開いた。


「おう……」


　将吾は何故なぜか廊ろう下かへと目を走らせてから、享を部屋に入れた。享が来ることは予想していたといった態度だったし、おそらくこちらが言いたいことも察しているだろう。


　余計な言葉は必要なかった。


「将吾があんな反応するとは思わなかった」


「言っとくけど、別にガキみたいに反発してるわけじゃねぇからな」


「わかってる」


「それよりお前は、どうなんだ？　いいのか？　お前、高城のことで引っかかってんだろ？」


　高い位置から見つめてくる目に、茶化すような色合いは皆かい無むだった。達郎も言っていた通り、将吾もわかっているようだ。


　ふう、と息を吐いて、享は自じ嘲ちようした。


「高城さんは、まったくどうでもいいみたいだけどね」


「あれは……」


　続くはずの言葉は、すぐに引っ込んだ。おそらく考えていることは同じだろう。高城はあの場を曖あい昧まいなまま終わらせようとしたのかもしれないと思う一方で、単に彼にとって大きな意味を持たないだけじゃないかとも考えてしまう。結局、高城の考えていることなんて、享や将吾にはわからないのだ。


「関係ねぇって思ってそうだけどな、あれは。だいたいこの家の誰だれに対しても遠えん慮りよしてねぇやつが、お前の立場を気にするとは思えない」


「それは僕も思ったけど」


「だろ？　上辺だけの丁てい寧ねいさが余計にムカツクんだよ！　バカにされてるような……っていうか、してるよな、絶対」


　将吾はブツブツと高城に対する文句を口にした。これも今に始まったことではないし、悪態というよりは事実なので、いくら恋こい人びとのことだろうと仕方ないと思えた。そもそも将吾は高城に好意的ではないのだ。達郎に対しても似たような意識はあるらしいが、恋人への態度という点において彼はポイントが高いらしい。達郎は部分的に問題はあるものの、何よりも和希を大事にしているし、彼のすべてを和希に捧ささげているといっていい。そして和希も全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている。


　だが将吾は相変わらず高城の本気を疑っているのだった。


「いくら雇やとってるのが長谷部だからって……ああ、でも親おや父じには一応、多少の遠慮はあるのか。面と向かって毒どく舌ぜつ吐はいたりはしねぇよな」


「聞いたことはないな」


「俺としちゃ、お前が早く目を覚ましてくれないかと思ってんだけどさ。そしたら、オールクリアだろ？　高城のこと、親父にはまだ内ない緒しよなんだよな？」


「ああ……長谷部さんは、気づいてるかもしれないって言ってたけど」


「俺もそう思う」


　即そく答とうだった。


「やっぱりそうなのか」


「和希と長谷部のことだって、あっさり認めたオッサンだぞ。まぁ、あれは仕方ないっていうか、長谷部から和希を取り上げたら何するかわかんねぇっていう、ヤバさがあるせいだろうけどさ」


「お父さんの考えてることも、よくわからないな」


「そんなもん、一番わかんねぇよ。高城よりわかんねぇ」


　うんざりとした調子で言いながらも、そこには確かに武志に対する親しみが込こめられている。おそらく将吾は、享よりもずっと父親に拘こだわり、それだけに愛情も深いのだろう。本人は否定するに違ちがいないが。


　反はん抗こう期の子供さながらだった最初の頃とは少し違っているが、将吾たちの親子関係は相変わらず面おも白しろい。


「なんだよ。何、笑ってんだ？」


「別に」


「とか言って、笑うなよ」


　将吾は腕うでを伸のばして享にヘッドロックを掛かけようとしたが、すんでのところではたと思いとどまった。高城とのことを知って以来、過か剰じようなスキンシップは取るまいと心がけているらしい。


　ふう、と息をついて、将吾は気を取り直したように言った。


「ま、とりあえず保留にしておこうぜ。どうせなら、すっきりしてからのほうがいいし、俺も自分だけってのはパスだし」


「将吾……」


　つまりは享待ち、ということだ。


　溜ため息をつく享の肩かたを軽く叩たたいてから、将吾は部屋に置いてあるもので簡単なカクテルを作ってくれた。




３







　そう頻ひん繁ぱんにあるわけではない残業を終えて会社を出ると、時間は午後八時より少し前だった。


　同どう僚りようと肩を並べて最寄りの地下鉄駅まで歩き、改札をくぐってすぐに、それぞれのホームに分かれる。会社、といっても、研究職なので、享は普ふ段だんスーツを身に着けないし、職場の者もほとんどがそうだった。


　少し迷って、享はいつもとは逆方向の電車に乗った。


　まっすぐ家に向かわなかったのは、昨晩の話が頭の隅すみにあったからだ。なんとなく武志とは顔を合わせづらかった。


　結局、昨晩はあれから高城が部屋を訪ねてくることもなく、享からも出向かなかった。そもそも、部屋に訪ねてくるのは常に高城のほうなのだ。茶を運んできたり、何か適当な用事を見み繕つくろったりしないと、自分たちの個人的な接せつ触しよくは人の目に不自然に映るからだ。だからよほどのことがない限り、享が一階にある高城の部屋に行くことはない。


　電車と徒歩で少し時間をかけて、享は将吾が働いている店にやって来た。何度か足を運んだことがあるので、雑居ビルの一角にあるバーに入るのに抵てい抗こうはなかった。ここで時間を潰つぶし、夜が早い武志が眠ねむったあとで帰ろうと思っていた。すでに残業で食事は要いらないとメールで高城に連れん絡らくを入れてあるので、少し遅おそくなっても問題はない。


　カフェバーと銘めい打うたれた店内は、照明が抑おさえられていて、今日はジャズが流れていた。テーブル席は半分程度が埋うまり、十人ほどが座れるカウンター席には、今日は二人しか客がいなかった。将吾はその二人と、カウンター越ごしに笑いながら話していた。いずれも若い──享よりも年若い二人だ。


　一人は真面まじ目めそうな大学生といった風ふ情ぜいだが、もう一人などは高校生くらいにしか見えない。この店ではかなり浮ういていた。


「お……」


　将吾が享に気づいて、軽く手を挙げた。その視線と仕草につられ、二人の客も享に目を向けてくる。やはり、一人はどう見ても高校生くらいの幼い顔立ちだ。少し目め尻じりが上がった大きい目のせいか、子こ猫ねこのような印象があった。初対面なのにどこかで会ったような気持ちにさせるのは、テレビタレントで似たような顔を見たことがあるせいかもしれない。具体的に誰か、と言われると、名前など出てこないのだが。


「お前が来んの、久しぶりじゃん」


「福岡に行ってたくせに」


　指し示されるまま、享はスツールに掛けた。高校生みたいな顔をした客とは、一つ席を空けた場所だった。


「将吾さんの友達？」


「それがなんと、弟なんだよ。言っとくけど、変な意味じゃねぇからな。正真正しよう銘めい、父親が同じ弟」


　かつて別の意味の「兄貴」なんじゃないかと客に突つっ込まれたせいか、言われる前に将吾は血けつ縁えん関係を宣言した。驚おどろいたようにこちらを見ているのは大学生ふうの客で、高校生ふうのほうは、好こう奇き心しんを露あらわにして享を見つめてきた。


　ますます猫みたいだと、密ひそかに思う。


「父親が、ってことは、母親は別ってこと？」


「正解者の侑ゆう登とくんに、氷を一つ差し上げまーす」


　将吾がグラスにロックアイスを一つ落とすと、侑登と呼ばれた客は「あっ」と嫌いやそうな声を出し、慌あわててグラスを引き寄せた。


「薄うすくなっちゃうじゃん！」


　氷に反応して発はつ泡ぽうした黒い液体は、一見したところコーラにしか見えなかった。


「うるせぇ。ただで飲んでるくせに文句言うな」


「たかがコーラで偉えらそうに言うな」


「普ふ通つうは金出して飲むんだよ。いくら、たかがコーラでもな」


　ぽんぽんと言葉を投げながらも将吾の手が止まることはなく、間もなくして享の前に微び発泡性の軽いカクテルが置かれた。


「俺もそれが欲しい」


「黙だまれ、高校生」


「え？」


　本当にそうだったのかと、享がまじまじと侑登を見つめると、同じように相手もこちらを見つめてきた。挑ちよう発はつ的な意味はなさそうだが、ただ見ているというふうでもない。目に力がある子だなと思った。


「あんたは大学生？」


「いや、春から社会人だけど」


「ふーん。あんまりそう見えないな。スーツ着なくていいとこなんだ？　なんか、将吾さんと違って、お育ちがよさそうじゃん」


「なんだと」


　すかさず将吾が口を挟はさんでくるが、本気じゃないのは見ればわかるし、言った侑登もまったく気にしていなさそうだった。そして侑登の隣となりにいる男は、黙ったまま笑えみを浮かべて二人のやりとりを見ていた。おとなしいとか寡か黙もくといった感じではなく、単に傍ぼう観かんしているだけのような気がした。


　その彼は、ちらりと享を見たあとで、すぐに将吾に視線を向けた。


「で、ちゃんと紹しよう介かいしてくれないのか？　弟さんは、名前なんていうんだ？」


「河村享。製薬会社で、なんか研究してるらしいぜ。で、こいつらは矢や島じま総そうと若わか木ぎ侑登。総が前に、俺がいた店でバイトしてたんだよな」


「まだしてるよ。たまにだけどな」


　なるほどそういう繫つながりかと、享は軽く顎あごを引いた。では侑登とはどう繫がるのだろうかと思っていると、まるで心の声が聞こえていたかのようなタイミングで将吾が続けた。


「侑登は、総の生徒なんだよな。こいつ、カテキョもやってんだよ」


「今は課外授業中ってわけ」


「なーにが課外授業だ」


　将吾はコーラのグラスにまた氷を放ほうり込もうとしたが、いち早く察した侑登は手のひらで蓋ふたをして難を逃のがれた。


「でも、いいのか？　高校生がこんなところに来て」


「酒飲んでるわけじゃないし」


「それはそうなんだけど……」


　けろりとしたものだった。二十歳はたちをとっくに過ぎた社会人の享ですら、初めてここを訪ねたときには緊きん張ちようしたというのに、侑登にはまったくその気配がない。同行者がいるとはいえ、高校生という立場なら、物もの怖おじするとか周囲の目を気にするとかいう様子があってもいいだろうに、実に堂々としたものだった。


　これが普通なのだろうか。だとしたら、享はきっと普通の学生ではなかったのだ。


「真面目なんだ？　こないだまで大学生だったわりに、堅かたいこと言うよな」


「そう、こいつは真面目なの。あ、そういやこの時間ってことは残業か？　メシ食ってきたのか？」


「会社でサンドイッチをね。結構な量があって、もてあましてた」


　だから食べ物はいらないと暗に告げると、将吾はふーんと鼻を鳴らした。


「引けるまで待ってるか？」


「そうしようかな」


　どうせ帰る家は同じだし、早く帰宅したところですることもない。むしろ高城と顔を合わせなくていい分、ここにいたほうが気持ちは楽だ。会えば享は真意を問わずにいられないだろうし、そこで安あん堵ど出来る答えをもらえるという自信はない。


　そう思いながらグラスを手に取ると、将吾は侑登を見て言った。


「お前は九時までな。総、連れて帰れよ」


「はいはい」


　返事をしたのは総という青年だけで、侑登は大いに不満そうに口を尖とがらせるだけだった。帰りたくない、あるいは帰る気はないと、全身で訴うつたえている。


「おい、お前ちゃんと立場わかってんのか？」


「やっぱり将吾って面めん倒どう見みがいいんだな」


　ふと思ったことを口にすると、享に視線が集まった。言われた本人は、うーんと小さく唸うなっただけで、肯こう定ていも否定もしなかった。


　代わりに侑登が、享のほうへと身を乗り出してくる。


「この人、いい兄貴なんだ？」


「ああ」


「うわ、即そく答とうしたよ。なんか俺が恥はずかしくなってきた……！」


　ほんのりと頰ほおを赤らめる侑登に、享は微ほほ笑えましい気分になって笑みを浮かべた。和希もそうだが、こんなふうに自分の感情に素す直なおな人間は好きだった。


　なのにどうして対極にあるかのような高城に惹ひかれてしまったのだろう。


　考えてもわかるはずもない疑問を改めて抱いだいていると、侑登が人なつこく話しかけてきた。どんな仕事をしているのか、普ふ段だんの将吾はどんなふうなのか、そしてどういう暮らしぶりなのかを、好奇心に満ちあふれた目で積極的に尋たずねてくる。


「もしかして、一いつ緒しよに暮らしてんの？」


「あ……まぁ、同居はしてるけど」


　ただし二人だけでないことは伏ふせておくことにした。笹本家の事情は特とく殊しゆなので、説明がいろいろと大変だからだ。


「やっぱ家事とか分担してんの？」


「そろそろ九時だぞ」


　いきなり口を挟んできた将吾は、黙って自分の腕うで時ど計けいを指さした。このタイミングは、おそらく助け船だ。


「まだ十分以上あるじゃん」


「いいからもう帰れ」


「もう少しいる。だってまだ享さんと、あんまり話してないし」


「お前な」


「あっ、ほらお客さんだよ」


　侑登は享のほうへと顔を向けていたために、ドアのほうがよく見えたようだ。客が入ってきたのを理由に将吾の意識を逸そらそうとしているらしい。


「いらっしゃ……」


　接客のために笑顔を客に向けた将吾は、そのまま目を瞠みはって固まった。


　一体何ごとかと振ふり返ろうとした享は、上から降ってきた声に今度は自分が目を瞠ることになった。


「やはり、こちらでしたか」


「高……」


　見上げた先には、柔やわらかな笑えみを浮うかべた高城の顔がある。彼は当然のように享の隣のスツールを引いた。


　啞あ然ぜんとしていた将吾が、探さぐるような目で高城を見た。


「何しに来たんだよ」


「享さんのお迎むかえに」


「はぁ？」


「近くまで用事があったものですから。車なので、せっかくなんですが甘くないソフトドリンクをいただけますか」


「……畏かしこまりました」


　とりあえず接客する立場だということを思い出したらしく、将吾は丁てい寧ねいにそう言って、ウーロン茶のグラスを用意した。将吾はいち早く衝しよう撃げきから立ち直ったようだが、享のほうはそうもいかない。いきなり現れて隣に座った男の意図が読めず、緊張を漲みなぎらせながらグラスに手を伸のばした。


　言葉が出てこなかった。


　一つ席を置いた場所からは、侑登が強い視線を高城に当てていた。新たにやって来た高城のことがかなり気になっているようだ。


　この子は本当に好こう奇き心しんが強いらしいと、享は密ひそかに苦く笑しようした。


「どういう関係の人？　なんで年上なのに、敬語？」


　いきなりの質問は、どちらも返答に困るものだった。将吾も笹本の名前は一いつ切さい、出していないようだし、出来ればこのまま黙だまっていたい。高城の出現は、そんな享たちの希望を大いにあやうくさせるものだ。


　高城は平然と、感情の籠こもらない声で答えた。


「私の雇こ用よう者しやの、身内の方々ですので」


「ふーん……」


　鼻を鳴らす侑登が納なつ得とくしたのかどうかは知らないが、けっしてうそではない。だが、かなりごまかしているのも確かだった。


　結局、高城はほとんどグラスに口を付けず、享が自分のグラスを空にするのを待って立ち上がった。


「行きましょうか」


「でも……」


　ちらりと将吾を見ると、軽く指先を振られた。先に帰れ、ということだった。


　ほっとして享は立ち上がる。本当は勝手に来た高城に従ういわれなどないのだが、断るほどの理由も気き概がいもないし、それに嬉うれしいと思うのも事実なのだ。


　相変わらず侑登はじっと高城を見ているし、高城が視線に気づかないはずはないのに、どちらも何も言わなかった。


「では、お先に」


　高城は将吾にそう言い残し、支し払はらいを済ませて享と共に店を出た。


　ドアで遮しや断だんするまで、享は侑登の視線を感じていた。いや、それは正しい言い方ではないかもしれない。見られていたのは高城であり、享はそれを察していただけだ。


　気にするほどのことではないはずだった。侑登はやたらと好奇心旺おう盛せいな少年だ。現に享に対しては、もっといろいろなことを尋ねてきた。もし時間があり、彼が高城にさらなる質問が出来たならば、やがて気が済んで視線は離はなれていった可能性はある。


　だが、不快だ。これはもう、自分ではどうにもならない感情だった。


「どうしました？」


「……いえ」


「何か気になることでも？　そんな顔ですよ」


「どうして高城さんが来たのか、考えていただけです」


　侑登の名を出すことはためらわれた。くだらない考えだと、高城に笑われたくはなかったからだ。


　もっと素直に言えればいいのにと思う。気持ちをストレートに告げることが出来たなら、高城のことを知ることが出来るかもしれないのに、高城からどう思われるかを考えてばかりいて、上手うまく言葉が出てこない。


「用事があったから、では不満ですか？」


「僕がここにいることを知ってたんですか？」


「知らなかったら、来ませんよ。まぁ、知っていたというよりは、ここ以外にないだろうなと思っただけですがね」


　ビルを出て一分ほど歩いただけの場所に、コイン式のパーキングがあった。この界かい隈わいも解体したビルの跡あと地ちが次々とパーキングになっているらしく、意識して見てみれば、同じようなものがいくつもあった。


　料金を払はらって車に乗り込むと、高城は車を出しながら続けた。


　享は高城の横顔を見つめるが、外からの明かりは乏とぼしく、表情はまったく見えなかった。もっとも見えたところで、どうせいつもの読めない顔をしているのだろう。


「昨日の今日ですから、まっすぐ帰らないだろうと思ったんですよ」


「な……」


　顔に血が上ってくるのを感じる。何もかも見み透すかされているようで、恥はずかしさと悔くやしさが、享の中でないまぜになっていた。


「相変わらず、甘える相手は将吾さんというわけですか」


「他ほかに時間を潰つぶす場所を知らないだけです」


「なるほど」


　納なつ得とくしたはずもないが、高城はそれきり何も言わなくなった。


　彼は家ではない方向へと走っていた。見えてきた景色で、目的地は知れる。道を覚えるくらい、行き慣れた場所だ。


　今日はもう戻もどれないことを、享は覚かく悟ごした。


　やがて車は超ちよう高層マンションの地下ガレージに入っていった。入り口で暗証番号を入力するタイプだ。


　そこからエレベータで三十八階まで上がり、普ふ段だんは住む人もいない部屋へと足を踏ふみ入れた。


　モデルルームのようにセンス良く纏まとめられながら、生活感の欠片かけらもない部屋。かつては達郎が和希を閉じこめて身体からだを重ねるために使い、今は自分たちが隠れて会ってセックスをするために使っている場所。


　例外は一度もなかった。


　リビングのソファにぼんやりしながら座っていると、高城がオープンキッチンの中で紅茶を淹いれて運んで来た。


「アルコールは、店で召めし上がっていたようでしたからね」


「……ありがとうございます」


　皮肉なのかそうでないのか、よくわからない。目の前に置かれた紅茶に口を付ける気にはなれなかった。


　高城は断りもなく享の隣となりに座った。


「一つ、教えて差し上げます」


「え？」


「時間を潰す場所ですよ。鍵かぎをお持ちなんですから、ここへ来ればいい。連れん絡らくをくだされば、私が参りますしね。少なくとも、あのようなところで子供の話し相手になっているよりは、ずっと有意義だと思いますよ」


「別に話し相手になってたわけじゃありませんけど」


「いきなりあんなふうに関係を訊きいてくるような子なんですから、かなりうるさかったんじゃないですか？」


　うるさいとは思わなかったが、その人ひと懐なつこさに驚おどろいたのは確かだ。だが何よりも、高城を興味深げに見ていたことが、享にとっては特別視するに値した。


「高城さんのことも、じっと見てましたね」


「ああ、そのようですね。興味はありませんが」


　本当にどうでもいいように吐はかれた言葉に、享はいくらかほっとした。それでも、侑登のあの目が、脳のう裏りに浮うかんで仕方なかった。


「私の興味は、享さんにありますからね」


　顎あごを取られて、頰ほおに唇くちびるを感じた。撫なでるようなキスが頰を滑すべり、首に落ちる。


　高城の言葉がうそでないことはわかっているつもりだし、本気を疑ってもいない。ただ彼との温度差を感じて、ときどき落ち込むだけだ。


「知りたいことがあれば、訊くことです。黙っていても、答えは得られませんよ」


　自分から言ってくれるわけでもないし、訊けと迫せまってくるわけでもない。


　高城はたったいま口にしたことなど忘れてしまったかのように、享をソファにそっと倒たおし、くつろげた胸むな元もとや肩かたにキスをしてくる。


　その感覚に陶とう然ぜんとなりながら、享は高城の真意を問うた。


「高城さんは……僕が認にん知ちされることに、何も思うところはないんですか？」


「別にありませんよ」


　考える様子もなく即そく答とうされた。本当に大したことではないと思っているらしく、愛あい撫ぶの手が止まることもない。


　ボタンとファスナーを外したところから手を差し入れられ、身体が勝手にびくっと跳はね上がった。


「何が変わると言うんです？」


「な……に、って……ぁ、あ……！」


　手の中で弄もてあそばれて、濡ぬれた声がこぼれる。乱暴ではないのに容よう赦しやがない愛撫は、たちまち享から余よ裕ゆうを忘れさせ、冷静に考える力を奪うばっていく。なのに当の高城は、尚なおも淡たん々たんとした調子で言った。


「とっくにあなた方は笹本家の人間だったということですよ。たかが紙一枚の問題だ。こちらの意識は何も変わらない。自分で望まない限り、笹本武志の息むす子ことして特別な場に出ていくこともないでしょうし、財産の問題も、嫌いやなら放ほう棄きしてしまえばいいだけです」


「それだけ……ですか……？」


「旦だん那な様の意向でしたら、私にはもっと関係ありませんよ。言ったでしょう。私の雇やとい主は長谷部なんです」


　それがあの態度の理由だと高城は言った。享の考えすぎだったことは確かだが、こちらが気にしているのを知っていて、今まで何も言わなかったのは人が悪い。それでもこうやって、質問を仕向けてくれただけ、親切だと思うべきなのかもしれないとも思った。それがこの男の好意なのだろう。


　鈍にぶり始めた頭では、そこまで考えるのがやっとだった。


「ぅ……く、ぁあ……」


　胸の突とつ起きをしゃぶられて、同時に下腹部を煽あおられる。慣れた行こう為いのはずなのに、快感に慣れることは出来なくて、享はソファの上でびくびくと震ふるえながら、甘いばかりの声を上げて仰のけ反った。


　肌はだが汗あせばみ、熱が体内に渦うず巻まく。手の中で擦こすられ、指先で翻ほん弄ろうされている享のものは、すっかり形を変えて解放のときを待っていた。


　先せん端たんから滲にじむ滴しずくを塗ぬり込めるように、指先が表面を撫でる。高城はこちらの動きよりも、今は胸を刺し激げきすることに熱心だった。


「は、ぁ……あぁ……」


　尖とがった胸の粒つぶに舌が絡からめられ、歯を立てられる。ぞくぞくと這はい上がってくるのは溶とけるような快感だった。


　うっすらと目を開けると、高城は眼め鏡がねを外してテーブルに置き、締しめていたネクタイを緩ゆるめていた。


　だがそれだけだった。享はもう喘あえぐような呼吸になっているのに、高城は息一つ乱さず、相変わらずの涼すずしい顔だ。


「あっ……！」


　カリ、と乳首を嚙かまれて、享は切せつ羽ぱ詰つまったような、あるいはうろたえたような声を出してしまう。電流を当てられたように感じ、熱がさらに下腹部へと集まったような気がした。その熱が、どんどん身体の中に溜たまっていく。


　もう限界が近かった。


　強く胸を吸われながら、指先で張りつめたものの先端を抉えぐるように押された。


「……っ！」


　享が喉のどを引っかくような悲鳴を上げると同時に、高城の手の中で欲望が弾はじけた。


　耳のすぐ横で心臓が鳴っているかと思うほど、享の鼓こ動どうは速くなっている。他の音は何も聞こえなかった。


　高城は少しずつ手で享が穿はいていたものを引き下ろし、シャツ一枚という姿にしてしまってから、脚あしの間に指先を忍しのばせてくる。


　奥に触ふれられることを予感して、享は自然と脚を開いていた。


「ん……っ……」


　最さい奥おうに塗りつけられたのは、享が自ら放ったものだ。その滑ぬめりを借りて、長い指が中へとゆっくり入り込んでくる。


　慣れてしまった異物感。指が自分の中で動き回る感覚は、けっして気持ちがいいものではないはずなのに、享の身体はもうそれを快感以外に認知しなくなっている。触さわって欲しいと、無意識に腰こしが揺ゆれてしまう。


「先ほどの話の続きですがね」


　いきなり言われて、とっさになんのことかわからなかった。それくらいに、享は高城の愛撫に夢中になっていたのだ。


「つ……づき……？」


「ええ。何が変わるかという話です。一番大きく変わるとしたら、外の人間の目だということを、知っておいたほうがいいと思いましてね。相続権が出来ることによって、多少は面めん倒どうなこともあるかもしれません」


「面倒、って……？」


　享は鸚おう鵡む返しに言葉を口にすることしか出来ない。何か言われても、その意味を理解するのに時間が掛かかるし、疑問に思っても、もっと効果的な言葉で問うことが出来なかった。


　だが高城は気にした様子もなく、後ろを指で弄いじりながら顔を近づけてきて、唇が触れるか触れないかの近さで言う。


「よくあることですよ。親しん戚せきや友人が、急に増えるんです。金と名声は、誘ゆう蛾が灯とうのようなものですからね」


　涼しい顔で冷静な声を発しながら、高城は享の中で指を前後に動かした。


「はっ……」


「今まで以上に気を付けたほうがいい。あなたは人に甘いですからね。親しくなろうとする相手のことは、ひとまず疑って掛かってください」


「そん、な……」


「警けい戒かいしすぎるくらいで、ちょうどいいんですよ。仮に親しい人間の知り合いだとしても、注意すべきだ」


　ふと侑登の顔が脳裏に浮かび、享は苦く笑しようしたくなった。


　あれは好こう奇き心しんが強いだけだ。現に享だけでなく、高城にもかなりの興味を示していたではないか。


　だが一度頭をよぎると、なかなか払ふつ拭しよくすることが出来なくなる。疑っているのではなく、高城をあんなにも熱心に見ていたことが、また気になり出してしまった。


　今にして思えば、興味の強さは享より高城のほうが上だったのではないか。問いを向ける目が、享に対するものよりも、ずっと熱心だったように思えるのは、錯さつ覚かくだろうか。


「何を考えているんですか？」


「何も……」


「うそはいけませんよ。まぁ、考えられないようにすればいいだけですがね」


　うっすらと口元に笑えみを浮かべたまま、高城は唇を重ねてくる。舌が絡み、互たがいの唾だ液えきが混じりあうキスをしながら、身体からだの中に潜もぐり込んでいた指が淫いん猥わいな音を立てて動かされる。


「ん……は……ぁ、んんっ……！」


　弱いところを内側から弄られ、享の悲鳴はキスに呑のみ込まれた。じっとしていられず、無意識に腰を捩よじって逃にげようとすると、高城はそれを力で押さえつけ、尚も指先で同じところを突つき上げてきた。


　強きよう烈れつな射精感は、快感と言うには強すぎる。


　ソファに爪つめを立ててかぶりを振ふると、結び合っていた唇くちびるが自然に解ほどけ、享は泣き声が混じったような悲鳴を上げていた。


　仰のけ反ぞった喉に、嚙みつくようなキスをされる。


「あ、ああっ……や…いやぁ……っ！」


「本当に？」


　耳元で囁ささやく声は、冷たくて甘い。それでも、普ふ段だんよりはずっと掠かすれて聞こえることに気づいて、享は満足する。この男は自分に欲情してくれているのだ。


　ソファから離はなした手で高城の腕うでを摑つかみ、享はまぶたを持ち上げる。


　濡れて霞かすんだ視界の中に、うっすらと微ほほ笑えむ男の顔が見えた。笑みを浮うかべながら、彼は指で突き上げる動きをやめなかった。


「ひっ、ぁ、ああっ……！」


「こんなに喜んでいるじゃないですか。このまま指で、最後までしましょうか」


「い……や、だ……」


　泣きながらかぶりを振っているのに、高城は指を小刻みに動かすだけだった。まるで陸にあげられた魚みたいに、身体が跳はね上がった。


「では、このままでもいいですか？」


「い、いい……からっ……」


　服のままだろうがなんだろうが、かまわなかった。それに尋たずねた高城だって、脱ぬぐつもりはないだろう。少なくとも、ここではそのはずだ。


「では、俯うつぶせに」


　言われるままソファに膝ひざと手を突くと、腰まで覆おおっていたシャツの裾すそが捲まくられて、腰を摑まれた。


　後ろからゆっくりと高城が侵しん入にゆうしてきた。


「は……っ……」


　息を吐はき出し、身体の力を抜ぬいた。それが一番自分も楽だし、高城にも面倒を掛けずに済むと身体が覚えた。


　じりじりと開かされていくこの感覚が、享にとっての充じゆう足そくになったのは、つい最近のことだ。そしてこの身体が、性の喜びを知ったのも。


　どうしてなのか、享は自分でもわからないが、この男でなくてはだめなのだ。温かくも甘くもないこの男でなければ、享の心は満たされない。


　享は自分から誘さそうように身体を揺すった。するとすぐに高城は腰を打ち付けてきた。


「あっ、ぁ……！」


　内側から擦こすられる感かん触しよくに、声が抑えられない。抱だかれれば抱かれるだけ、感じるようになっている気がした。


　室内に響ひびくのは、かすかな空調の唸うなりと享の喘あえぐ声、そして互いの粘ねん膜まくと肌はだが生み出す音だけだった。


　享は涙なみだでぼやける目で、カーテンを開けたままの窓の外を見た。


　地上とは切り離されたこの場所は、いつも空ばかりを見せつけてくる。少なくともソファでこんな格好をしている限り、窓から見えるのは星もない空だけだった。


「ぁ、うっ……」


　いきなり前をきつく握にぎられて、享は息を詰つめるようにして身体を強こわばらせた。


「私のこと以外を考えてはだめだと言ったでしょう」


　出来の悪い子供に言い聞かせるような、優やさしげな声だった。耳に寄せられた唇が、軽く耳じ朶だを嚙んで、囁きを残していく。


「それとも、わざと妬やかせようとしているんですか？」


　ぞくぞくと、身体の芯しんが痺しびれた。


　高城は同じ手で胸の突とつ起きを弄りながら、耳の中に舌先を入れてきた。


「ひぁ……っ、ん……あっ」


「溶とけそうですよ」


　掠れた官能的な声こわ音ねは、享にとっては愛あい撫ぶの一つだった。同時にいくつもの快感を与あたえられて、考える力がどんどん失われていく。


　本能だけに支配されるときは、もうそこまで来ていた。


　高城は一度身体を離し、享を仰あお向むけにしてから再び貫つらぬいてきた。


　あとのことはもうよく覚えていない。快楽だけを追って腰を振り、甘い声を上げて、両手で夢中になって高城にしがみついた。


「ぁあっ……い、い……」


「私もですよ」


　顎あごの先にキスをされ、それに促うながされるように享は甘い悲鳴を上げた。


　ぐちゃぐちゃにかき回され、深く穿うがたれて、ぎりぎりまで追いつめられていた身体が、限界を迎むかえる。


「あぁっ──！」


　頭を抱かかえられるような形で、引き寄せられるままに突き上げられて、享はびくんと身体を強ばらせながら、イッてしまった。


　頭の中が白い光に似たものに支配される。自らの腹に精をまき散らしながら、身体の中にも高城の出したものを感じ、陶とう然ぜんとなった。


　一度目よりも強い絶頂感は、享の思考力を少しの間、奪うばった。


　最初に正気付いたのは、高城の唇をこめかみや頰ほおに感じたときだった。


　うっすらと目を開くと、まつげの先にもキスをされる。甘いその行こう為いが高城には似合わないものに思えて、享はかすかに笑えみを浮かべた。その意味までは、さすがの高城にもわからないだろう。


「シャワーを浴びますか？」


　問いかけの意味は、要するにここでやめるか否いなか、ということだ。


　享がかぶりを振ると、高城はしたり顔で唇に軽くキスを落とし、それからゆっくりと離れていった。


「今度は服を脱ぎますよ」


　高城は享の手を取り、まるでエスコートでもするように寝しん室しつへと連れて行く。リビングと繫つながるドアは開け放しにし、寝室の照明はつけなかった。


　ベッドの脇わきでシャツを落とされ、きちんとメイクされたベッドの、ひんやりとしたシーツの感触に、享はほっと息をついた。


　手を伸のばして高城のネクタイを解ほどき、シャツのボタンを外していく。


「本当は、迎えに行ったわけじゃないんですよ」


「え……？」


　ボタンを外していた手を摑み、高城はその指先に舌を這はわせた。


　ざわりとしたこの感覚は、まぎれもなく快感だ。指先に絡からむ舌から、どうしても目が離せなかった。


「将吾さんからあなたを取り返しに行ったんです」


「取り返すって……」


「油断すると、すぐにあなたは将吾さんのところに逃げ込みますからね。恋こい人びととしては寂さびしいですよ」


　驚おどろいて言葉も出ず、享は高城の顔を凝ぎよう視しした。その顔には薄うすく笑みが浮うかんでいたが、うそや冗じよう談だんではないことはわかっている。


　たまらなく気き恥はずかしくなり、享は顔を背そむけた。


「ああ、どうしました？　耳まで赤くなってますよ。そんなに恥ずかしいことを言った覚えはないんですけどね」


　故意に言ったくせに、と思ったが、口には出さなかった。たとえそうでも、高城の言葉が作ったものでないことを享は知っているからだ。将吾との仲があくまで兄弟だということは、高城も知っているが、それでも享の信用を最も得ている将吾に対して、高城はいろいろと思うところがあるらしいのだ。


　確かく認にんするたびに安あん堵どし、嬉うれしいと思うのは、人として仕方ないことだろう。


「そういう顔も、可愛かわいらしくていいですね」


　横を向いたままだった享の頰に、唇くちびるが寄せられる。そのままベッドに押し倒たおされて、高城の重みを受け止めた。


　肌の上に落ちるキスと、這い回る指先に、服はどうしたのかと問おうとしたが、結局はやめてしまった。どうあろうと、もうかまわなかった。


　享は目を閉じ、再び内側から燃えさかってくる炎ほのおに、身を焦こがしていった。




４







　武志の部屋から見える庭は、この家の中で最もいい眺ながめだった。


　だが享は何気なく窓の外へと目をやり、この時間では奥のほうまでは見えなかったと気づいて、すぐに目の前にいる父親に視線を戻もどした。


　夕食後の一時間ほどを、たまにこうして武志と過ごすことがある。出会ってまだ一年ほどにしかならない親子だからと、武志が享を呼ぶのだ。将吾は照れくさいのか応じないらしく、たまに理由を付けて釣つりに付き合わせているようだ。


「最近、よく将吾の店に行くそうだな」


「よく……ではないですけど、たまに……」


「今度、行ってみるかな。将吾が嫌いやがりそうだが」


「それは、そうかも」


　思わずくすりと笑みをこぼしてしまった。きっと迷めい惑わくだと思う気持ちが半分、嬉しい気持ちが半分だろう。そして文句を言いながら素っ気なく接客し、そのくせ意識はずっと武志に向けているに違ちがいない。


　目に見えるようだった。


「考えようによっては、将吾の仕事はそれほどうちの業務内容から遠くないな」


「そうですね」


「店を持たせてみるのも悪くないか」


　武志の呟つぶやきはほとんど独り言で、視線の遠さや瞳ひとみの真しん剣けんさから、何か頭の中で計画が練られていることが窺うかがい知れた。


　だがそれを具体的に聞かされる前に、武志の元に電話が掛かかってきた。携けい帯たい電話の液えき晶しよう画面を見て、彼は嘆たん息そくした。


「すまんな。少し長引きそうだ」


「いえ。じゃあ僕はこれで。あ、ここから庭へ出てもいいですか？」


　武志は笑いながら頷うなずき、通話ボタンを押した。どうやらプライベートな電話ではなく、しかも相手は目上の人間らしく、あまり聞いたことがない畏かしこまった武志の口調が聞こえてきた。


　会話の邪じや魔まをしないように、享はガラス戸をそっと開けて庭へ出た。こういうときだけは、靴くつを履はいていてよかったと思う。


　今日の空は、昨日と打って変わって雲一つない。だからといって星がたくさん見えるほど東京の空は綺き麗れいではないが、新月なのか月は見あたらず、いつもよりは星の数も多く見えるようだった。


　あのマンションは、ここよりずっと空に近いのに、きっと星はここほど見えないのだろう。光の弱い星は、人工の明かりに搔かき消されてしまうだろうから。


（高城さんは星なんて見そうもないな）


　そう考えて、享は笑みをこぼした。少し想像しただけでも、あまりの似合わなさに笑えてきてしまった。


　だが、試ためしに誘さそってみようか。


　ふとした思いつきはかなりの妙みよう案あんに思えて、享は屋や敷しきをぐるりと反対側に回り込んでいく。武志の部屋とは逆サイドに、高城の部屋はあるのだった。


　だが屋敷の脇を通って、玄げん関かん側へと出ようとした矢先、思いがけず聞こえてきた声に足を止めてしまった。


　いや、その前に、ガラス戸を叩たたく小さな音と、その戸が開く音は聞こえていたのだ。


「おかえりなさい。どうしたんです、いきなりこちらからお出ましとは」


「ちょっと話があってさ。つか、頼たのまれごとなんだけどな」


「誰だれに何を頼まれたんです？」


「昨日、店にいたガキ」


　瞬しゆん間かん、息を呑のまずにいられたのが不思議なくらいだった。享は口を手で押さえ、息をひそめてその場に立ち尽つくした。


　ここから離はなれるべきだということはわかっている。立ち聞きなんて真似まねは、したくない。なのに足が動かなかった。


「享は？」


「旦だん那な様の部屋ですよ」


「そっか。いや、それでさ、そのガキ……若木侑登ってのが、あんたと話がしたいから連れん絡らく先を教えろって言うんだよな」


「へぇ……なんでまた」


　高城の口調に意外そうな響ひびきは感じられなかった。むしろ面おも白しろがっているような、あるいは呆あきれているような印象だった。


　そして将吾のほうには、困こん惑わくが強くあるようだ。


「好みなんだとさ。まぁ、本気で言ってるとは思えねぇけど。理由言わないと取り次がないって言ったから、とりあえずそう言ったって感じだな」


「なるほど」


「ま、突とつ拍ぴよう子しもねぇ話だし、伝えるだけは伝えたから、拒きよ否ひってくれれば」


「かまいませんよ。ただし携帯の番号のみで」


「へ……？」


　間の抜ぬけた声になってしまうのは仕方ないと思った。将吾は当然のように断るものだと考えていたのだ。


　もちろん享だってそうだった。


　同様の思いを抱いだいた兄弟のうち、実際にぶつかっていったのは将吾だった。


「何考えてんだよ」


「相手の真意を知りたいだけですよ」


「どうして、あんたがそんな興味持つんだよ。どうでもいい相手だろ？　らしくねぇじゃないかよ」


「まぁ、どうでもいいと言えばいいんですが、とりあえず話だけでも聞いて差し上げようかと思いまして。話して気が済むのでしたら、それに越こしたことはありませんしね。拒否をして、ムキになっていろいろ探さぐられると、鬱うつ陶とうしいじゃないですか」


　とって付けたような理由だと思ったのは、おそらく享だけではないだろう。どう取り繕つくろったところで、この男が許可を出す以上、そこには何かの意図があるはずだった。


「今度は何を企たくらんでんだ？」


「今のところは、何も」


「信用出来るかよ」


「だったら最初から訊きかないでくださいよ。それから、享さんには余計なことを言わないでもらいます。疚やましい気持ちからではないですよ。余計なことで滅め入いらせたくないんです」


「それは俺もだけどさ」


「では、意見の一いつ致ちを見たということで……ああ、どうなさいました、和希さん」


　高城は少し声を張り、少し離れたところにいるらしい和希に声を掛けた。こんな時間に珍めずらしく外へ出ていたようだ。


「どうしたんだよ」


「ちょっと……」


「あ、わかった。長谷部の野や郎ろうとケンカして、離れを飛び出してきたんだろ。実家に帰らせていただきます、ってさ」


「ケンカじゃないよ……！　ちょっと、意見が行き違っちゃっただけだし」


「犬も食わないと言うやつですね」


　和希に注意が向けられているうちに、享はその場から離れた。来た通りに戻り、武志の部屋のガラス戸の前に立った。どうしようかと思っていると、まだ電話をしていた武志が中から開けてくれた。


　秋のこの時季にしては寒くなかったが、身体からだは冷えてしまっていた。なんとか表情だけでも取り繕えば、顔色は冷えたからだとごまかせるだろう。


　話をしながらも、武志は気き遣づかわしげに見つめてくる。大だい丈じよう夫ぶだと笑えみを浮うかべ、享は小さくおやすみと言って廊ろう下かへ出た。


　自室に入るまで、誰にも会うことはなかった。高城たち三人は、きっとまだ話をしているのだろう。


　閉めたドアを背にして、思わず嘆息した。


　興味がないと言ったのは、うそだったのだろうか。接せつ触しよくを持とうという理由は口にしていたが、高城ならば会わずに済ませる方法など、いくらでも考えつくはずだ。笹本家に近づけたくないだけだとしても、何か個人的に思うところがなければ、自らが動くことはない。高城はそういう男のはずだ。


　侑登に対して特別な感情があるとは思ってなかった。ただ、享にうそをついたのだろうかと思うと、腹立たしい。


（僕にはうそをつくなと言うくせに）


　もともと高城はそうなのだと理解しているつもりだが、やはり釈しやく然ぜんとしない。


　今からでも呼んで、説明を求めようか。


　だが考えたそばから享はかぶりを振ふった。今はどうにも冷静になれず、考えも上手うまく纏まとまっていない。尋たずねるにしても、もう少し整理をつけてからでなくては、感情のままに支し離り滅めつ裂れつなことを言ってしまいそうだ。聞くべきことではなかったことを聞いてしまった、という引け目も、享の中でかなり強かった。


　それに高城から何か言ってくれるなら、それに越したことはない。


　少し待ってみようと思った。あまり感情的になったところは見られたくない。見苦しいと思われるのは嫌いやだった。


（あんなふうには、なれないな……）


　物もの怖おじしない侑登ならば、きっとこういうときでもストレートにぶつかっていくのだろう。


　羨うらやましいと思う。だからこそ、こんなにもあの存在が気がかりなのかもしれないと、享はどこか他人ひとごとのように考えていた。











「享さん」


　高城の声に呼び止められ、二日ぶりに出勤しようとしていた享はぴたりと足を止めた。


　振り返った先に、恋こい人びとの姿があった。


　この数日間、高城との間に特別な変化はない。毎日こうして顔を合わせてはいるが、恋人として接触を持つことは、もともとそう頻ひん繁ぱんにあるわけではなく、今も高城は執しつ事じとして享の前にいた。


「少しよろしいですか」


「はい」


「実は、享さんの親しん戚せきを名乗る方から、二度ほどお電話がありました」


　告げられた言葉は、予想もしていなかったものだった。


「親戚？」


　享は思わず眉まゆをひそめた。そう呼べる存在は、少なくとも享の中にはいない。もちろんどこかにいることは知っているが、母親の葬そう儀ぎにも現れなかった者を、親戚だと思うことは出来なかった。


「一昨日おとといと昨日、それぞれ一回ずつです。おそらく今日もあるでしょう。先日、私が言ったことを覚えていますか？」


「ええ……」


「第一号、というわけですね。以前あなた方がこちらにいらっしゃったときに、あらかた調べましたので、可能な限り血けつ縁えん関係者のデータも取りました。まぁ、犯罪歴と戸こ籍せきに載のっている程度のことですがね。で、結論から申しますと、どうやらカタリではないようです。亡なくなったお母様の、従兄弟いとこに当たる方ですね。田た浦うら光みつ晴はるさんとおっしゃるんですが、お会いしたことは？」


「ありません。名前を聞いても、ピンときません」


「そうですか」


　最初からわかっていた、と言わんばかりに、高城は頷うなずいた。すぐに取り次がなかったのは、親しい相手ではないことがわかっていたからだろう。


「どこかで噂うわさを聞いたんでしょう。ただ具体的にあなたの名前は出ていないはずなので、どこで知ったのかが非常に気になります」


「訊いてみたんですか？」


「ええ。ですが、享さんに会ったときに話す。その一点張りです。会社にそういった連れん絡らくはないですか？」


「はい」


「では、そちらはまだ知られていないわけですね。不ふ愉ゆ快かいな思いをするのはわかりきっていますので、私としては会わせたくはないんですが、どうして知ったのかは知りたい、というのも正直な気持ちです」


　高城の言葉に、享は黙だまって頷いた。まったく同じ気持ちだった。享だってそんな親類になど会いたくはないが、今後のためにも、どこから情報を手に入れたのかは知りたい。


　そして、これは侑登のことも同じではないかと思えてきた。だから高城は連絡を許可したのではないか。そう思うことにしたら、少し気が楽になった。今、考えることではないだろうが、思うことは止められなかった。


「とりあえず、田浦氏を少し調べてみましょう。借金か事業の穴あな埋うめか、融ゆう資しといったところだと思いますがね」


　いずれも金が目的だと暗に高城は言う。こちらも同見解だった。


「僕がここにいることは認めたんですよね？」


「もちろん。そこでうそをついても、意味はありませんからね。調べればすぐにわかることですし、かえって痛くもない腹を探さぐられかねません」


「わかりました」


「では、気を付けて」


　恭うやうやしく享を送り出す態度は、執事以外の何ものでもない。彼の態度から自分たちの関係を察するのは不可能じゃないかと思う。


　高城が玄げん関かん扉とびらを開けてくれたので、享は礼を言ってそれをくぐった。和希は通学に車を使っているが、享は徒歩と電車で通勤する。車で送ろうかという話も出たのだが、これは丁てい重ちように断った。享には、通勤に運転手付きの車を使うという感覚はなかった。


　玄げん関かんから門までの間には、人の気配もない。この家で、誰だれよりも早く出かけるのは享なのだ。そして使用人たちは、まだ屋や敷しきの中でそれぞれの仕事をしている。


「ああ、そうだ」


「は？」


　声に反応して振り向くと、いきなり高城の顔が迫せまってきた。何を、と言うもなく唇くちびるを塞ふさがれ、キスをされたと知ったときには、もう離はなれていた。


　半ば啞あ然ぜんとし、享は高城を見上げた。


「な……」


「行ってらっしゃいませ」


　涼すずしい笑え顔がおで、わざとらしいほど恭しく礼を取る男を、享は啞然としたまま見つめていたが、やがて気を取り直して踵きびすを返した。


　いつものように家を出て、駅までの道を歩き、乗り慣れた電車を使って会社へ向かった。


　仕事は製薬会社の開発部だ。とはいえ享は薬品ではなく、医薬部外品の栄養ドリンクや食品扱あつかいのサプリメントなどを扱っている。職場には同じ大学出身の先せん輩ぱい──といっても、同じ時期に大学にいたことはない──もいて、何かと配はい慮りよしてくれるし、全体の雰ふん囲い気きもよくて居心地がいいところだった。


「おはようございます」


「おー……おはよ」


　挨あい拶さつを交かわした瞬しゆん間かんに、享は違い和わ感を覚えた。


　何がどう、というわけではない。笑顔で挨拶をしてくれたし、深刻な雰囲気が流れているわけでもない。だがどこか、ぎこちないような気がしたのだ。


　だが享の戸と惑まどいをよそに、上司はすぐに仕事の話をしてきた。


「でな、リポ酸よりもカルニチンを多目にしたほうがいいんじゃないかって、娘むすめが言うんだよ。いや、人から聞いてきたらしいんだけど」


「はぁ……どうしてですか？」


「運動しないタイプにはカルニチンだって、エステの姉ちゃんに言われたらしい。ただ根こん拠きよがあるのかどうかわからなくてな」


「ちょっと調べてみますね」


「頼たのむ」


　享はパソコンに向かい、いくつかそれらしいデータを拾い上げた。あとはこの結果を基もとにして、専門家の意見を聞けばいい。


　作業をしているうちに視線を強く感じるようになった。それは上司に限ったことではなく、あとから次々とやって来た同どう僚りように関しても同じことが言えた。つまりあからさまに見たりはしないが、何か思うところがあるらしいという感じだ。


　享が休んでいた昨日、何かあったのだろうか。享はここで働くようになって初めて、居心地の悪さを感じた。


「おはよーっす」


　時間をずらして出勤してきた社員に、皆みなが口々に挨拶する。もちろん享もそうすると、目が合った途と端たん、彼は目を輝かがやかせ、享の隣となりの席に座った。もともとそれが彼の定位置なのだが、いつもよりキャスター付きの椅い子すが、こちらに寄っていた。


「単刀直入に訊きいていい？」


「はぁ」


　怪け訝げんそうな顔の享に構うことなく、一いつ拍ぱく置いてから彼は言った。


「笹本社長の隠かくし子って噂、マジ？」


「っ……」


　あまりにもストレートにぶつけられて、ごまかしようのない反応を示してしまった。大きく目を瞠みはって息を呑のみ、言葉が出てこないなんて、認めてしまったも同然だ。


　先輩社員は、ふーんと鼻を鳴らした。


「やっぱそうなんだ？」


「あ、あの……」


「違ちがうなら、違うって言って」


　享は返事の代わりに、溜ため息で答えた。


「だそうです。皆さん」


　その声を聞いて、享はこの場にいた全員がこちらに注目していたことに気がついた。あの雰囲気の理由は、これだったのだ。


「単なる事実確かく認にんだから。もともと遠とお縁えんてことで入ってきたわけだし、単に隠し子のほうがインパクトあるってだけでさ」


　どうやら彼に限っては、本当にそれだけのことらしい。享を見る目もただの興味だったようだし、態度も普ふ段だん通りだ。だが他ほかの社員は、やはりどこか身がまえたところがある。何がそんなに違うのか、享にはよくわからなかった。


　言いつけられた仕事を再開させながら、享は言った。


「どこからそんな話が出たんですか？」


「さぁ？　誰が言い出したのかは知らないけど、社長に隠し子がいるらしいってのは、ちょっと前からあったらしいよ。で、君の現住所が社長んちだから、そうなったみたい。だからまぁ、ほんとに憶おく測そくなんだよ」


「そうなんですか……」


　まさか子会社にまで話が回っているとは思っていなかった。ああいうパーティの席での、暇ひまに飽あかせた噂うわさ話ばなしにすぎないと思いこんでいた。


「俺たちは、もう少し確信に近かったけどね。君の話を聞いていると、遠縁にしちゃ待たい遇ぐうよくないかなと思って。こんなことでもなかったら、ずっと黙ってるつもりだった？」


「……はい」


「まぁ、そうだろうな」


「すみません」


「謝ることじゃないだろ。普ふ通つう、隠すよな。ていうか、吹ふい聴ちようして回るようなやつとは、やっていけない。ま、突つっ込んで訊くつもりはないから、安心しな」


　ぽんと享の肩かたを叩たたくと、彼は白衣を着て仕事に就ついた。言うだけ言ったら、あとはもう意識もしていないといった感じだ。


　彼は享を助けてくれたのだろう。あのまま彼が尋たずねなかったら、ぎこちない空気のまま、皆がこの話題には触ふれまいとしたはずだ。話すことによって、すっきりした部分はあるはずだし、隠すのが普通だと言い切られたら、今まで黙だまっていたことにも感情的に納なつ得とくせざるをえない。突っ込んで訊く、という点でもそうだ。


　まだ少し空気は不自然だが、これは時間が解決してくれるだろう。とにかく享はするべき仕事をすればいいだけだ。どんな背景があるにせよ、享がここで一番下したっ端ぱなのは変わりないのだから。


　それからは、仕事のことだけを考えるようにして動いた。下調べしたことを手に、電話を掛かけて詳くわしい話を聞く。サプリメントの類たぐいは成分の配合によって、吸収率や効果の表れ方に違いが出てくるので、こういったことも慣れたものだった。


　そう、要は慣れだ。雰囲気がおかしいのも、皆が慣れるまでだ。


　この程度のことは覚かく悟ごのうちだと言い聞かせ、享は電話中に取ったメモを文書に起こしていった。











　普段通りに一日を過ごそうとして、享は結局、朝からそのための努力をしなければいけなかった。故意に普通に振ふる舞まおうとすることは、実はとても疲つかれるものだということを、今日という一日で思い知った。


　何度も溜め息をつきそうになり、同じ数だけ呑み込んだ。一日がこんなに長いと思ったのは、ここへ来てから初めてだった。


　帰り支じ度たくをして、ずっと鞄かばんの中にしまい込んでいた携けい帯たい電話を取り出す。すると、メールの着信があったことを知らせるライトが点てん滅めつしていた。


「お疲れ。お先に」


「あ、はいお疲れさまでした」


　反射的に挨拶をしながら、メールを開く。高城からのメッセージは、会社を出たら駅とは逆方向の路上で待っている、というものだった。


　何かあったのだろうか。訝いぶかりながら会社を出て、言われた通りに反対方向へと歩き出す。注意して探すほどのこともなく、高城の車が見えていた。


　助手席側は歩道で、前のスペースにワンボックスカーが停とまっているために、会社の出入り口からは死角になっている。偶ぐう然ぜんなのか、わざわざ高城がそうしたのかは不明だが、とにかく享は素す早ばやく車に乗り込んだ。


「何かあったんですか？」


　開口一番に尋ねると、高城は素っ気なく返してきた。


「何もありませんよ。ただ、お疲れではないかと思いまして」


「どうしてそれ……」


　まるで今日一日を見ていたかのようだ。まさか、の考えが頭をよぎり、どうやらそれは露ろ骨こつに表情に出てしまっていたらしい。


　高城は苦く笑しようをして見せた。


「言っておきますが、あなたの職場に見張りを置いているわけではないし、盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけたわけでもありませんよ」


「そ……そこまでは考えてません」


　だが前者は考えたので、強気には出られなかった。


「営業部に知り合いがいましてね。社内で、あなたのことが噂うわさになっていると聞いたものですから」


「それだけで……？」


「充じゆう分ぶんですよ」


　なんでもお見通しだと言わんばかりだった。ここでムッとするほど子供ではないつもりだが、聞き流せるほど気持ちに余よ裕ゆうもない。なんでもわかるのならば、自分のこの気持ちも察しろと、口に出せないような無茶なことまで考えた。


「さて、どうしましょうか。食事は断っておきましたから、どこかへ行きましょう。お好きな店へお連れしますよ。それとも何かテイクアウト出来るものを買ってマンションがいいかな。将吾さんの店以外でしたら、お望みのままに」


「食欲はないんです」


「では、軽く何か買って行きましょう。今日は早めに眠ねむるといいですよ。着き替がえもありますし、泊とまってもいいんじゃないですか」


　もちろん明日は会社の近くまで送っていく。そんなふうに言って高城は彼なりの気き遣づかいを見せる。


「一つ確かめたいんですけど」


「どうぞ」


「高城さんも泊まるんですか？」


「お嫌いやでなければ」


「嫌なはず、ないじゃないですか」


　拗すねたような言い方になってしまうのが、なんとなく悔くやしい。どうして和希のように、素直に嬉うれしいと言えないのだろう。


　小さくついた溜ため息は、エンジン音に搔かき消された。


　いくつ目かの信号で止まったとき、高城は急に問いかけてきた。


「ところで、私からも確かく認にんなんですが」


「はい？」


「食欲はないそうですが、性欲のほうは？」


　こんなことを言うときでも、高城は表情や声の調子を変えない。だから享は出来る限り、平然として見せることにしていた。


　そして出来る限り、享は自分の気持ちをごまかさないと決めている。素直に表現出来ないから、せめてうそはつくまいと思っていた。


「少しなら」


「では、満たして差し上げますよ」


　高城は薄うすく笑えみを浮うかべた唇くちびるでそう囁ささやいて、静かに車をスタートさせた。




５







　窓から見える庭の木も、一部が色づき始めている。ほとんどが常緑樹なので青々としてはいるのだが、赤く色づいた葉もところどころに見え、ここのところ感じられるようになった寒さと共に、秋が深くなったことを強く実感させてくれた。


（そういえば、紅葉もみじの木もあったな……）


　享の部屋からは見えないが、将吾の部屋からならばぎりぎり見えるはずだった。去年の葉は、住み込みのコックによって、料理の彩いろどりになったこともあった。


　享は開いたままだった本を閉じて、窓辺に立った。日が短くなってきているから、とっくに日も傾かたむいている。一時間もしないうちに空は真っ暗になってしまうだろう。


　久しぶりにのんびり出来た日曜日が終わってしまう。今週は連休もないし、明日からはまた、フルで五日間会社へ行かねばならない。働くのは嫌ではないが、月曜日が好きかと言われたら頷うなずけなかった。


　それにまだ少し社内には違い和わ感がある。毎日顔を合わせている開発部の連中は、さすがにもう慣れて元の雰ふん囲い気きに戻もどっているが、他ほかはなかなかそうもいかない。享が相手を知っていようといまいと、向こうは享のことを知っていて、意味ありげな目を向けてくるのだ。これが例の隠かくし子かと呟つぶやく声が聞こえるようだった。


　将吾と話をしたくて店に行こうとしたことも何度かあったが、そのたびに、高城の言葉を思い出して思いとどまっていた。恋れん愛あい関係としての心配をしていなくても、妬やいているというのは本気なのだろうし、わざわざ恋こい人びとに不快な思いをさせることはない。それに将吾とは、店でなくても話は出来るのだ。


　ぼんやりともの思いに耽ふけっていた享は、忙せわしなく叩たたかれるノックの音に、はっと我に返った。


　落ち着かない叩き方だが、音自体はとても小さい。こんなふうに叩くのは誰だれなんだろうと考えながら、享はそっとドアを開けた。


「大変大変……！」


　いきなりそう言って、和希は部屋に入ってきた。その際に、ちらりと廊ろう下かへ目を走らせたのが、彼にしては意外な行動だといえた。


「和希？」


　後ろ手にドアを閉めると同時に、溜めていた勢いを放った。


「第一号が来ちゃったよ！」


「は？」


　一いつ瞬しゆん、意味がわからなくて啞あ然ぜんとしてしまったが、どこかで最近この単語を聞いたことがあったと思った。


　そして答えは、すぐに出た。


「もしかして、僕の親しん戚せきって人か？」


「そう、お母さんの従兄弟いとこって人。最初は電話だけだったみたいだけど、取り次いでもらえないからって、直接」


　アポなしだ、と続けて、和希はそわそわと落ち着かない様子を見せた。食事のとき以外は離はなれにいることが多い和希だが、たまたまこちらにいたようだった。


「門もん前ぜん払ばらいとかして、あとで面めん倒どうがあったらマズいからって、達郎さんが下で話を聞いてる。高城さん、ちょっと達郎さんに頼たのまれた仕事してて、いないんだ。呼び出したから、もうすぐ帰ってくるとは思うけど、って」


「ああ……」


「享さんは出かけてるってことになってるから。もし会うつもりあるなら、もうちょっとしてから、帰ってきたって形で応接室に行く感じ」


「わかった」


「達郎さんは、向こうが言い出すまで、息むす子こだってこと黙だまっておくつもりみたい。たぶん言い出すだろうって言ってたけど」


「わかった。お父さんは？」


「連れん絡らくしといた。帰ってくるとは言ってたけど、まだ当分無理っぽい。だってさっき船から下りたとこだったもん」


　今日も釣つりに出かけていた武志は、今いま頃ごろはまだ葉は山やまだろうが、予定では泊まることになっていたから、切り上げて戻ってくると聞いて少なからず驚おどろいた。享たちが来るときに逃にげた前科があるので、どうせ今回も丸投げだと思っていたのだ。


　同じような感想を和希も抱いだいたらしかった。


「なんだかんだ言って、愛されてるよね。お父さんにしては、頑がん張ばってると思わない？」


「思う」


「ちなみに享さんの親戚って人は、四十歳ちょっとくらい。享さんとは、ひとっつも全然似てないよ」


「そうか……。何を話してるか、ちょっと気になるな」


　応接室のドアを開け放しているはずはないから、会話が漏もれ聞こえてくるということはないだろうし、のこのここの部屋から出ていき、何かの拍ひよう子しに田浦と鉢はち合あわせでもしてしまったら、居留守が知られて面倒なことになりかねない。


「じゃ、ちょっと覗のぞこうよ」


「和希？」


「そっちの窓、バルコニーあるし、そこから隣となりのバルコニーに渡わたれば、木に移れるから。こっちの庭は、応接室から見えないじゃん」


　けろりとしたものだ。この様子だと、単なる思いつきではなく、実際にやったことがありそうだった。


　和希は南側の窓──ガラス戸を開けてバルコニーへ出ると、ちょいちょいと享を手招きした。


「もし落ちても、下は土だし」


　そう言ってためらいもなくバルコニーの手すりに上り、隣の手すりまでの一メートルほどの距きよ離りを、ひょいっと飛び移る。思っていたよりも身が軽そうだ。そしてどう考えても、やり慣れている。思えばこの部屋は、もともと和希が使っていたのだった。


　和希に倣ならって隣のバルコニーへ移ると、和希はすぐに木の枝に足をかけ、幹にしがみついた。


「慣れてるな」


「うん。たまに、やってたから。あ、枝の先のほうに足かけると折れるかもしれないから、なるべく根元のほうね。上の枝を摑つかんでいけば、平気」


　言いながら和希はすでに、もっと下のほうの枝へと移っていた。それから枝にぶら下がるようにして、地面に着地した。


　どうやら和希に対する認識を改めなければならないらしい。


　同じように、だが余よ裕ゆうなど欠片かけらもなく木へ移り、なんとか地面に下り立つと、和希はいたずらっ子のような顔をして目を輝かがやかせていた。


「享さん、普ふ通つうにやってたね」


「一応ね。和希こそ、お坊ぼつちゃんなのにこんなことするんだな」


「猫ねこ被かぶってたときはね。ちょっとしたストレス発散」


「落ちたことないのか？」


「あったら、きっとあの木は切られてたよ。ていうか、ベランダ撤てつ去きよされて、窓も改装されていたかもね」


「ありうる……」


　話して納なつ得とくさせればいい、という一いつ般ぱん的な意見は、あの達郎には通用しない。あれは和希のためならば、限度を知らずになんでもする男だ。


「それに、前のオレはこういうことしないことになってたから。今のほうが、ずっと楽。これは達郎さんにも言ってなかったけどね」


　人差し指を唇くちびるに当てて、和希は笑う。このことは、内ない緒しよだということらしい。


　自然と享も微ほほ笑えんで、歩き出した和希のあとに続く。住み始めてまだ一年の享と違ちがい、和希はもうこの家のことを隅すみ々ずみまで知っているのだ。


「どうしてそんなところをウロウロしているんですか」


「わっ……」


　呆あきれたような声の主は、もちろん高城だ。どうやら戻もどってきて、ガレージに車を入れたところだったらしい。


「話し声がするから見てみれば……部屋から出ないようにと言っておいたでしょう。享さんまで何をやっているんです」


「あ、いえ……その、すみません」


「それより、第一号だよ」


「和希さんに言われるまでもありませんよ。まぁ、ちょうどいい。私と一いつ緒しよに帰宅したことにしましょう。享さんから言ったほうがいいかもしれません。少なくとも私や長谷部が言ったところで、あなたに会わせろと言うだけです」


　過去の電話でも、とにかくそればかりだったという。


「会って、何かそれらしい話をされたら、きっぱり断ればいいんですよね」


「断るというより、無理だと言ってください。旦だん那な様との親子関係を出されたら、そちらは肯こう定ていしてかまいませんが、認にん知ちされていないし、今後されたとしても、相続は放ほう棄きすることになっていると言えばいい」


「はい」


「その前に、どうやって享さんがここにいることを知ったのか、お母様とはどの程度の交流があったのか、きちんと聞いてくださいよ。葬そう儀ぎに現れなかったことも、さり気なく突つきつけるといいかもしれませんね。まぁ、言い訳くらいは用意しているでしょうが、反応を見たいですから」


　図はからずもこんな場所で打ち合わせをすることになったが、この場で最も神しん妙みような顔をしているのは、実は和希だった。


「あなたは関係ないんですから、部屋でおとなしくしてなさい」


「えー」


「窓から出入りしていたことを長谷部に言いますよ。今さら知ったところで、お姫ひめ様のお転てん婆ばぶりに呆れるくらいでしょうがね」


「お……お姫……」


「さて、行きましょう。享さん」


　高城は和希を見事に無視すると、享の肩かたに手を置いて玄げん関かんのドアをくぐった。出で迎むかえに現れた二人のメイドは享と和希の姿を見て不思議そうな顔をしたが、日ひ頃ごろ、高城が徹てつ底てい的に教育している彼女たちが疑問を口にすることはなかった。


　応接室のドアを叩たたくと、達郎が内からドアを開けた。


「ああ……おかえり」


「遅おそくなりました。どうぞ、享さん」


　食い入るように享を見ている男と、一いつ瞬しゆんだけ目を合わせ、すぐに視線を外して会え釈しやくした。やはり顔を見ても、わからない。おそらく子供の頃に一度くらいは会ったことがあるのかもしれないが、記き憶おくに残っているわけじゃなかった。


　促うながされるまま、享は達郎の隣に座った。それが今は自然な位置だ。武志がいない今は、達郎がその代理というわけだった。


「享くん、こちらが田浦光晴さんだ。話は聞いているね？」


「はい」


「それから、田浦さんとは何度か電話で話されたと思うんですが、当家のことを任せております、高城です。電話では少々失礼があったようで、お詫わびいたします。よく知り合いを名乗る人間から電話があるものですから、こちらもつい過か剰じように反応してしまうんですよ。脅きよう迫はくや誘ゆう拐かいがあっては困りますから」


　達郎の説明を聞いている様子もなく、田浦の視線は享に向けられていた。


「享くん、大きくなったな……ああ、真ま由ゆ美みちゃんにそっくりだ」


　やはり「初めまして」ではないらしい。とはいえ一方的なものだし、田浦が親しげに母のことを呼ぶほど、生前に付き合いがなかったのは事実だった。もちろん享が知らない、彼らの子供時代には、何かしらの交流があったのかもしれないが。


　享は、ふうと息をついた。


「すみません。よく覚えていないんです」


「あ、いや……それは無理もないな。君がまだ幼よう稚ち園えんにも行っていない頃に、何度か会ったきりだから」


「母とも？」


「え？　あ、いや……真由美ちゃんとは、たまに電話でやりとりをね」


「そうなんですか。ちょっと意外です。まったく親しん戚せきの話を聞いたことがなかったので、てっきり、つきあいはないと思ってました」


　生前の母親が、一いつ切さいの親戚づきあいをしていなかったのは確かだった。彼女は未み婚こんの母になったことで、実家から勘かん当どうされている。享にとって祖父母に当たる人間たちは十年以上も前に亡なくなっていたし、母親は両親の死も知らされず、葬儀にも出ていなかった。彼女は両親の死を、親類ではなく中学の同級生から聞いたと言っていたから、この従兄弟いとこと付き合いがあったとは到とう底てい思えない。


　親戚や友達が増える、といった意味を、享はようやく実感していた。


「母の葬儀のときも、誰だれにお知らせしたらいいのかわからなくて。いろいろ探してみたんですが、住所も何もなかったんです。一応、弁護士さんが調べてくださって、母親の叔お母ばに当たる方に、連れん絡らくしてくださったんですけど」


　高城から言われた通りに言葉を突きつけると、明らかに田浦の挙動が不自然になった。視線が落ち着かず、先ほどよりも汗あせをよくかいているようだった。母親の叔母というのは、つまり田浦の母親なのだ。


「あ、いや……私もその、あまり実家とは連絡を取り合っていなくてね。真由美ちゃんのことを知ったのも、ついこの間で」


「どうして、ここがわかったんですか？　つい先日まで、現住所はここじゃなかったはずなんですけど」


　しかも転居届は出していないのだ。もともと知り合いはそう多くなかったし、必要な相手には自ら連絡したので、むしろこういった手合いを振ふり切るのにいいだろうと、高城とも話し合って決めたことだった。


「真由美ちゃんの墓がある寺にね」


　なるほど、腑ふに落ちた。確かに寺には言ってあるし、葬儀は催さい事じ場じようを使わずにその寺でしたから、田浦は実家でその知らせを見たのだろう。


　しかし一体何をしに来たのか、田浦はいつまで経たっても核かく心しんに触ふれようとはしなかった。単に言い出しにくいのか、それとも高城と達郎の存在にプレッシャーを感じているのか、だらだらと時間ばかりが過ぎていく。


　高城は口を挟はさむ気はないらしく、代わりに達郎へと目で合図を送っていた。もちろん田浦からは見えないようにだ。


　それを受けて、達郎はにこやかな笑えみを浮うかべた。


「ところで、何か享くんにご用があったのでは？」


「あ、ああ……。実は、その……いきなりで申し訳ないんだが、少しばかり用立てを頼たのみたいんだよ。五百万ほどなんだが」


　予想通りの言葉に、溜ため息も出ない。嫌けん悪お感が表に出てしまったのか、田浦は慌あわてて言い訳を始めた。


「一時的なものなんだ。もちろん確実に返す。必ずだ」


「でも僕はまだ、大学を卒業したばかりなんです」


「それはそうだが、享くんのお父さんは笹本さんなんだろう？」


「母は誰にも僕の父が誰であるか言っていなかったはずなんですが」


「だが現にこうして一緒に住んでいるじゃないか。当然、そう考えるよ。まさか下宿してるってわけじゃないだろう」


　それだけのことかと、いささか拍ひよう子し抜ぬけしながら高城の顔を見た。彼は小さく目で頷うなずき、もういいと告げてきた。


　享は田浦に目を戻すと、一呼吸置いて言う。


「確かに、母が亡くなったあとで、こちらに呼んでもらいました。でも僕は認知されているわけじゃないんです。だから正式には子供じゃないし、相続権もない。もちろん自由になる金も、そうあるわけじゃありません。それに将来的に認知されたとしても、相続権は放ほう棄きすることになると思います」


「なんだって……？」


「お力になれなくてすみません。僕は田浦さんが思ってらっしゃるような立場にはないんです」


　享が頭を下げると、待っていたように達郎が口を開いた。


「せっかく足を運んでくださったのに、申し訳ないですね。私も社長に雇やとわれている身ですし、こういうことは、なかなか……」


　本当にすまなそうに言う達郎に、享は半ば呆あきれ、そして半ば感心してしまった。高城は表情が乏とぼしくて何を考えているかわからず、享は戸と惑まどわされることが多いのだが、達郎のように顔と腹がまったく違ちがっていたりするほうが、もっと始末に負えない。こういう男が恋こい人びとだったら、享は今よりもずっと相手の真意について悩なやむ羽目になるはずだ。


　だいたいどこが雇われている身なのか。すでに武志は引退したようなもので、会社は達郎がいなくては動かないとまで言われているのに。


「何かありましたら、まずはこちらの高城にご連絡を」


「その、享くんには……」


「私が取り次がせていただきます。お話も私が伺うかがいますよ」


「高城、タクシーを呼んで差し上げてくれ」


「はい」


　いつにも増して義務的な高城が退室していこうとすると、田浦は慌てて腰こしを浮かせ、それを止めた。


「結構です。駅まで近いですから」


　呼ばれてはたまらないと思ったのか、田浦はそのまま立ち上がり、未練がましい視線を享に送りつつも帰る姿勢を見せた。諦あきらめたというよりは、今ここで食い下がっても無む駄だだと判断したのかもしれない。


　見送るために玄げん関かんまで行ったのは享と達郎で、門までは高城だけが送っていった。とりあえず表面上は客として扱あつかったが、誰だれ一人ひとりとして歓かん迎げいしていなかったことは、田浦にだってわかっているはずだった。


「お疲つかれさん」


「いえ、長谷部さんこそ。ありがとうございました。ご迷めい惑わくをおかけしました」


「ま、よくあることだからな。俺にもあったよ。後こう継けい者しやだなんだって言われ始めた頃に、何回かね」


　達郎はメイドを呼んで、リビングに四人分のコーヒーを運ぶように指示を出した。応接室の片づけは、わざわざ言わなくてもやるだろう。


　リビングには和希が一人でぽつんと座っていて、享たちの姿を見ると、安あん堵どの表情を浮かべて言った。


「帰った？」


「ああ」


「大だい丈じよう夫ぶそう？　また来るのかな」


「あれっきり、ってことはないだろうな。高城が調べたところによると、ご多た分ぶんに漏もれず借金があるようだ。しかも街金から借りてるらしいな」


　達郎は和希の隣となりに座り、甘い顔を惜おしげもなく披ひ露ろうする。それ以外の人間に出し惜しみしている分、唯ゆい一いつの存在には大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。


　しかしそうと知らない──というより、自覚のない和希は、そのありがたみを感じているふうもなかった。


「放ほうっておいて問題ないの？」


「支し払はらい能力がある親が生きているからな。本来は享くんのお母さんがもらうはずだった遺産が、そっくり田浦の母親のところに行ったんだ。それを手放せばいいだけだよ」


「ふぅん……あ、来た」


　高城が戻もどるのと、コーヒーが運ばれてきたのは、ほとんど同時だった。メイドが下がっていくと、高城はドアをしっかり閉めて、遠えん慮りよのない会話をするために備えた。


　それでも高城は、達郎のように恋人の隣に座ることはしない。和希が享たちの関係を知らないから考こう慮りよしたということではなく、単に高城のスタンスなのだろう。


「大いに不満そうに帰って行きましたよ」


「だろうな。それにしても、呆れたな。位い牌はいに線せん香こうの一本も上げようって気すらないらしい」


「普ふ通つう、亡くなったのを知ったばかりで遺児に会いに来たら、言い出しますよね。まして、お寺さんに聞いたそうですし」


「えー、何それ。金目当てにしたって、ひどくない？」


　和希は信じられないと叫さけび、自分のことのようにプンプン怒おこっていた。享が母親を亡くしたのは去年の夏で、その前の年の秋に、和希も母親を亡くしている。だからこの手の話になると、彼は自分も他人も関係なく感情的になるのだった。


「ほんとにやだよね。オレはそういうこと、なかったからよかったけど」


「そうだな」


　和希の頭を撫なでる達郎を見ていたら、ある考えが享の脳のう裏りに浮かんだ。達郎ですら何度もあったというのだから、母親の再さい婚こんによって笹本家の子供になった和希に、そういった話が一度もないのはかえって不自然だ。


　達郎が握にぎりつぶし、和希にまったく気づかせなかった。というほうがよほど納なつ得とく出来る。もちろん高城が協力していないはずがない。


「あの人、借金があるんですね」


「次々と儲もうけ話に手を出して、ことごとく失敗するというパターンらしいですよ。どうして懲こりないんでしょうね」


「もしかして、確実に返すって言ってたのは……」


「ええ。また何かに手を出そうとしているようですね。成功して返すつもりなんでしょうが、間違いなく失敗しますよ。賭かけてもいい」


「でもそれ、賭けになんないよ」


　まったく和希の言う通りで笑えない。亡なくなった母親が付き合いを遠慮したのか、向こうが母親を顧かえりみなかったのかは知らないが、親しくなくてよかったと思った。


「念のために、もう少し詳くわしく調べさせますよ。享さんも注意してください。会社に現れないとも限りませんからね」


「わかりました」


「田浦氏の報告書をお見せしますから、いらしてください」


「あ、はい」


　特に見たいとは思わなかったが、有う無むを言わせぬ口調で言われて、享は立ち上がった。高城のあとを歩いていくと、彼はまっすぐに自らの部屋に入り、享を招き入れた。


　滅めつ多たに入ることのない部屋だ。享の部屋ほどではないが充じゆう分ぶんな広さがあり、享の部屋以上に無駄なものがない。たかが一年しかいない享と違い、高城はここにもう十年以上いるというのに、この生活感のなさはなんだろう。


　椅い子すなどもないから、享は所在なげに立っているしかなかった。ベッドに腰かけることは、相手が恋人なだけに、気き恥はずかしくて出来なかった。


「どうしました？　座ってください」


「あ、はい……」


　考え過ぎかと反省し、言われるままにベッドの端はしに浅く腰かけた。


　てっきり報告書を手にすると思っていた高城は、しかしながら手ぶらで享の隣に座った。それも、身体からだが触ふれるくらいに近い場所だ。


　伸のばされた手が、襟えりの後ろあたりから何かを摘つまみ、享の目の前に持ってきた。


「枯かれた葉の茎くきですね」


「あ……」


「意外でした。和希さんは知っていましたが、あなたまであんなことをするとはね」


　高城はさもおかしそうに笑っていた。珍めずらしくはっきりと感情が見えていた。


「見てたんですか？　いつから？」


「バルコニーを飛び移るあたりですかね。和希さんはもう、手前に来ていましたよ。なかなか貴重なものを拝見しました」


　喉のどの奥で笑いながら、高城は享の頰ほおに手を添そえる。子供の脱だつ走そうみたいな場面を見られたことの恥はずかしさと、高城に見つめられることの胸の高鳴りとで、じっとしていられないほど気持ちが落ち着かなくなっている。


「まるで猫ねこが遊んでいるみたいでしたよ」


「猫って……」


「毛並みがよくて美しい猫ですから、迂う闊かつに外へ出て、攫さらわれないように気を付けないといけませんね」


　頰から首に、指先がゆっくりと伝い下りていく。ざわざわと肌はだが騒さわぐのは、高城に触れられることに身体が慣れてしまった証しよう拠こだ。以前だったらこんなふうに触さわられたところで、くすぐったいとしか感じなかった。


「ほ……報告書は？」


「無ぶ粋すいなことを言う方ですね。別に大したことは書いてませんから、あんなものは見る必要もないですよ」


「な……」


「あなたを誘さそい込む餌えさです」


　口の端はしを上げながら、高城は享の唇くちびるにキスをし、そのまま重なり合った身体を倒たおしてきた。背中をベッドに受け止められ、馴な染じんだ重みを感じながら、口こう腔こうを犯おかす高城の舌に絡からめ取られていく。


　舌先を吸われ、歯列の根本を舐なめられて、官能のスイッチが入ってしまう。だが今はまだ理性のほうが強かった。


　離はなれていった唇が今度は耳を嚙かみ、享の熱を煽あおり立てていても、状じよう況きようを考える余よ裕ゆうはまだ残っていた。


「いつまでも、いたら……変に思われる……っ」


「和希さんなら、とっくに長谷部が離れに連れて帰っていますよ」


「でも……」


「メイドたちは、私のすることをいちいち詮せん索さくしませんしね。また何か動いている……その程度の反応です」


　淡たん々たんと話している間にも、高城の手は服の裾すそから入り込んできて、享の素す肌はだをまさぐっていた。性欲なんて欠片かけらもないような顔をしているくせに、この男のすることは案外即そく物ぶつ的だ。


　そのまま身を任せそうになった享は、しかし次の瞬しゆん間かんにはっと息を呑のんだ。


「だめです……！」


　高城の両肩かたを押し返すと、ひどく不満そうな態度を取られた。だがそれは多分にポーズであり、本気で気分を害しているわけではないだろう。


「なんですか」


「お父さんが帰ってきたら、僕を呼ぶじゃないですか」


「まぁ、そうでしょうね」


「だから……すみません」


　乱れかけの着衣を直しながら、享は起き上がった。あっさりしたもので、高城はそれを黙だまって見ている。


　こんなだから、どこまで彼が自分を欲ほつしているのか。どこまでが本気なのか、わからなくなってしまうのだ。強ごう引いんさを求めているとか、こちらの意思を無視されたいというわけではないが、流されることも許されない状況ばかりが続くと、対等な関係というよりも、割り切った感情の上でのゲームのような気がしてきてしまう。


　錯さつ覚かくだということは、わかっているつもりなのだが──。


　高城は黙って茶ちや封ぶう筒とうを差し出してきた。


「これは？」


「見たがっていた報告書です。部屋でゆっくり、ご覧になってください」


　最初に高城が見ろと言ったから口にしただけで、別に享が見たかったわけではない。だがおとなしく受け取って、なんとなく気まずい思いを抱かかえながら部屋を出ていこうとした。


　ドアを半分ほど開けた享の背中に、いつもよりむしろ楽しげな声が掛かけられた。


「今日のお預け分は、貸しにしておきましょうね」


「貸し……？」


「私の利息は高いですから、覚かく悟ごしておいてくださいよ」


　あまりにもにこやかに微ほほ笑えまれて、享は背筋がぞくぞくするのを感じた。実は怒おこっているのだろうかと、足が竦すくんだ。


　いや、怒っているというよりは、かなり不ふ機き嫌げんというべきか。


　どうしたらいいのかわからずに立ち往生していると、玄げん関かんドアが大きな音を立てて閉じられ、賑にぎやかに将吾が帰ってきた。


「あ、じゃあ」


　逃にげるようにして部屋を出て、ドアを閉める。高城の部屋から出てきた享を見た将吾が、ひどく複雑そうな顔をしていたので、どうせ下品な想像をしているのだろうと、故意に茶封筒を動かしながら素っ気なく言った。


「おかえり」


「ああ……なんだよ、それ」


「僕の親しん戚せきに関する報告書」


「前から電話してきてたってやつか」


「そう。実は今日……」


　部屋に戻もどりながら、享は先ほどのことを手短に説明した。もちろん窓から外へ出たことや、直前までの高城とのやりとりは割愛したから、それほど時間は掛からなかったが、部屋の前で別れる雰ふん囲い気きでもなくなって、結局一いつ緒しよに将吾の部屋に入ることになった。


　高城が知ったら、また何か言うかもしれない。少しまずいかと思う一方で、何か言って欲しいと思う気持ちもあり、享はドアが閉められるのを黙って見ていた。


「それ、俺も見ていいか？」


「ああ」


　低いテーブルに書類を広げ、田浦光晴に関する報告書に目を通す。それ以外にも、把は握あく出来る限りの親類のことが、それぞれ一枚ずつの紙にプリントされていたが、その数はけっして多くはなかった。


「お前んとこ……極きよく端たんに人がいねぇな。つか、兄弟がいるの、お前の祖父じいさんだけじゃん」


「本当だ」


「なんだよ、お前の母方の一族って、一番若いのがお前じゃん。次が田浦で、そのあとはこいつの母親じゃねぇか。あとは……祖父さんと祖母ばあさんの従兄弟いとこと、その子供と孫……って、こんなのほとんど他人だよな」


　おまけに付き合いはまったくない。それどころか、もはや生死すら把握していないのではないだろうか。母親や享にいたっては、名前も知らないに違ちがいない。


「親戚がいないとは思ってたけど、本当にいなかったんだな」


「なんかあっさり血が絶えそうだよな。この田浦ってのも、離り婚こん歴あり子供なしだし。お前は産めねぇしな」


「う……産むって……」


「いや、なんとなく。顔だけ見てると、お前も和希も産めそうな気がするからさ」


「ふざけるな」


　趣しゆ味みの良くない冗じよう談だんだ。享は持っていた報告書で将吾の頭を叩たたいたが、それほど厚みはないので痛みはないだろう。


　気を取り直して紙面に目を落とそうとし、まだ将吾がじっと自分を見ていたことに気づいて、再び目を上げる。


「何？」


「最近、どうよ」


「どうって、普ふ通つうだけど」


「ふーん……なら、いいけどさ」


　それきり将吾は何も言わなかったから、享も彼に尋たずねたかったあることを言い出せなかった。




６







　近くに用事があるから。そう言って、高城は車で享を会社まで送ってくれた。享が使っている路線は、すし詰づめになるほどの壮そう絶ぜつな混み方はしないのだが、もちろん車の助手席ほど快適なわけでもなかったから、正直なところありがたい申し出だった。運転手付きの専用車は困るが、たまにこういう形で送ってもらえるのは、やはり嬉うれしい。


「ありがとうございました」


「いいえ。今日は戻れませんので、こうでもしないと、享さんの顔を見る時間もありませんからね」


「そ……そうですか」


　平然と、しかもいきなり恥はずかしいことを言われて、どう反応したらいいのかわからなくなる。高城はこの手の言葉を、慣れるほど言ってはくれないから、たまに繰くり出されると、享はひたすら困ることになるのだ。


　困こん惑わくする享を楽しむように眺ながめながら、高城はシートベルトを外そうとする手に、自分のそれを重ねた。


「金曜の夜からの予定を、いただいてもよろしいですか？」


「珍めずらしいですね。そういうこと、聞くなんて……」


「たまにはデートの約束をするのも、いいかと思いましてね。異存がなければ、食事する店を予約します。リクエストがあれば言ってください」


「お任せします」


「わかりました」


　享は軽く頭を下げて車外へ出ると、人目がないことを確かめて会社へと足を向けた。角を一つ曲がると、もう入り口が見えてくる。


　さすがに社内でも、享の話は飽あきてきたのか、ここ数日は不ぶ躾しつけな視線を感じることも少なくなった。


「おはようございます」


「おー」


　珍しく早く来ていた先せん輩ぱい社員は、広げた新聞から顔を上げることなく返事をした。


「早いですね」


「こっちで朝メシ食ったわけよ。河村、何座？」


「は？」


「星座占うらない」


　指先で叩いて示したところには、今日の運勢なる文字があった。突とつ拍ぴよう子しもない人だなと思いながら、享は紙面を覗のぞき込んだ。


「双ふた子ご座ざですけど」


「お、仕事運は星三つだぞ。金運は一つで、恋れん愛あい運が一つ……と。てことは、今日は頑がん張ばって仕事するぞ、って感じ？」


「そうですね」


　デートの約束をしたばかりなのだから悪くはないと思うのだが、所しよ詮せんは占いだと、深く考えることは放ほう棄きした。


　享は顔を上げようとしたが、ある文字列に反応して目を留めた。


「……門真幸三、亡なくなったんですか」


　今日の午前一時に、死因は脳のう梗こう塞そくだと書いてあった。


　武志や達郎は、通夜か告別式に出なければいけないのだろう。いくらなんでも、また和希に任せるということはないと信じたいところだ。


　そういえば先日の野の点だてのとき、幸三には会っていなかったなと思う。


「あれだけの家だと、遺産相続とか大変なんだろうな」


「そうかもしれませんね」


　あの広大な土地だけ考えても、かなり大変そうだ。


　気がつくと、上司の視線が享に向けられていた。相続という言葉で享のことを思い出したからだろう。目が合うとバツが悪そうな笑えみを浮うかべて顔を背そむけ、少しばかりわざとらしく仕事の話を別の人間と始めた。


　笹本家の内情を知らない者は、正式な息むす子こである和希や、もう一人の隠かくし子である将吾との間に、どろどろした争いがあるのでは、と考えてしまうらしい。


　確かに自分たちは特異なケースなのだろうと思った。もちろん門真家の人間のことは知らないので、あちらと自分たちは違うと決めつけることも出来ないのだが。


（孫が何人かいるんだったな）


　あのとき東屋の近くにいた青年も、今いま頃ごろは騒さわぎの渦か中ちゆうにあるのかもしれない。もちろん話したこともない相手なので、漠ばく然ぜんと大変そうだなと思うだけだった。


「あ……」


　小さく声を上げ、享は目を瞠みはった。


　そうだ、どうして今まで思い出さなかったのだろう。あのとき、孫だという青年の横にいた高校生くらいの少年──。


　あれは侑登ではなかったか。注意して見ていたわけではないし、近くで顔を見たわけでもないから、絶対だという自信はないが、享の中でその印象はぴたりと重なる。今までわからなかったのがうそのように、あのときの少年の姿は侑登になっていた。


　道理で見たことがあると思ったわけだ。てっきりテレビタレントか何かだと思っていたし、実際に雰ふん囲い気きが似た者もいるのだろうが、なんのことはない、実際に侑登を見たことがあっただけかもしれないのだ。


「どうした？」


「あ、いいえ。ちょっと、思い出したことがあって」


　適当にごまかして、享は無意識に携けい帯たい電話に目をやった。今すぐにでも、確かく認にんしたい。だが今は仕事中だし、高城だって忙いそがしいと言っていた。それに侑登のことを、高城にどう切り出したらいいものか。


　少し考え、享は終業後に将吾のところへ行こうと決めた。高城に遠えん慮りよしてここのところ顔を出していなかったが、今日はその高城が忙しくて帰宅もままならないらしいから、その間に兄と話すくらいはかまわないはずだ。


　これはいい機会なのだ。この間から訊ききたかったことも、これを切っ掛かけにして上手うまく切り出せるかもしれない。


（あとでメールを出して、店に入る時間を確認して……）


　メールで質問することも考えたが、やはり直接がいい。それに夕方まで時間があれば、訊きたいことや言いたいことが整理出来るだろう。


　そう思いながら、享は気持ちを落ち着かせて仕事に取り組んでいった。











　午後七時から店に入るという将吾と待ち合わせたのは、店から百メートルと離はなれていないカフェだった。


　オフィス用のビルだとしか思えない殺風景なビルで、エントランスと呼んでいいかどうかもわからない狭せまい入り口の奥に、古めかしいエレベータがある。テナント名が並ぶプレートを見る限り、ギャラリーカフェというものらしかった。


　ドアを開けた途と端たんに、ふわりとコーヒーの香かおりがした。ビルの印象とは打って変わり、カフェ自体は古めかしさのない、綺き麗れいで清潔感のある内装だ。可能な限り加工していない木を使い、ナチュラルな印象に仕上げてある。


　将吾はまだ来ていなかった。客は少なく、どこへでも座れという雰囲気だったので、享は入り口からよく見える席に座った。隣となりの席には若い会社員が一人で本を読んでいるが、ずいぶんと長居をしているらしく、灰皿に煙草たばこの吸い殻がらが相当数ある。客の数も回転もよくないところを見ると、道楽でやっている店なのだろう。


　享は店のオリジナルブレンドを注文し、時間を確かめた。頭の中では、もう訊くべきことが整理されていた。


　コーヒーを飲みながら待っていたのは、ほんの五分ほどだ。


　ドアを開ける前からガラス越ごしにこちらを見ていた将吾は、入って来るなり享と同じブレンドをカウンターの中のマスターらしき人物に注文し、享の向かいに椅い子すを引いた。


「そんなに待たせてねぇよな」


「ああ」


「お前と外で待ち合わせて、茶ちやー飲むってのも、なんか変な感じだな。あ、ていうか、あれだ。同どう伴はん出勤」


　楽しげに将吾が言った途と端たん、隣で会社員が噎むせ始めた。どうもこちらの会話を聞いていたらしいと思いつつ、享は冷たく言い放った。


「バカじゃないのか」


「あ、久しぶりに来た。最近は可愛かわいかったのになぁ。お兄ちゃんお兄ちゃん、って懐なついてくれてさ」


「言ってない」


　確かに仲は良くなったし、懐いているという点でも否定は出来ないが、お兄ちゃんはないだろう。現にまた隣で会社員が噎せているではないか。


　かかなくていい恥はじをかいてしまった。しかも聞き耳を立てている客がいると知ったからには、迂う闊かつな話題も持ち出せない。


　仕方なく享は、なるべく小声で言った。


「この間の、侑登くん……なんだけど」


「どうかしたか？」


　将吾はさり気ないふうに返してきたが、身がまえているのはよくわかった。


「あの子……どこか、いいところのお坊ぼつちゃん？」


「たぶんな。はっきりしたことは総も言わねぇけど、全ぜん寮りよう制せいのお坊ちゃん学校をやめちまって、カテキョ付けてもらって、大検受けるんだってさ」


「ふーん……」


「あいつがどうかしたのか？」


　探さぐるような言い方で身を乗り出してくるのは当然だろう。先日の件は気づかれていないと思っているのだから、将吾にしてみれば、ここで何故なぜいきなり侑登の話になるのか、それが知りたいのだ。


「前に、和希に付き合って野の点だてに出ただろ？」


「ああ」


「あそこで、侑登くんを見た気がする」


「確か……あ、そういや今日……」


　かなり遠回しな言い方をしていたが、将吾の言いたいことはわかっていた。門真幸三の訃ふ報ほうについてだ。


「だから思い出したんだ。絶対そうだっていう自信はないけどね」


「ふーん……あいつがね。まぁ、お前と和希があの場にいたくらいなんだから、どっかのご令息だっていう侑登がいてもおかしくないな」


「あそこの孫と一いつ緒しよにいたみたいだ」


「はー……じゃ、そういう家のガキなのかもな」


　話している間に運ばれてきたコーヒーを飲みながら、将吾は何度か鼻を鳴らした。何か考えているふうなのは、侑登の意図を推し量っているのかもしれない。


「将吾は自分のことをどう話してるんだ？」


「客に説明してんのと同じレベル。もちろん親おや父じの名前は出してねぇよ。お互たがい知ってんのは携けい帯たい番号だけだしな。総も同じ」


　享は少し俯うつむいて目を閉じて、あのときのことを思い出そうと努力した。あの場に、総という青年の姿があったかどうかを考えてみた。だが記き憶おくがはっきりとしない。野点のときはもちろん、店で会ったときも、侑登のことばかりが印象に残っていて、ほとんどしゃべらずにいた青年のことは、顔も含ふくめてよく覚えていないのだ。


「何？　気になることでもあんのか？」


「……実はこの間の話、聞いてたんだ」


「この間って？」


「高城さんの部屋に回って、侑登くんの伝言を伝えてただろ」


「マジかよ……」


　将吾は大きな溜ため息をついて天を仰あおぐ。顔を戻もどしたときには渋しぶい顔で、そのまま伝票を摑つかんで立ち上がった。そろそろ出勤時間だった。


　呼び出したのは自分だからと、支し払はらいは享がして、すぐ近くの店へ移動した。店自体はもう始まっていたが、まだ客はそれほど入っていない。


　ドアの前で将吾とは別れた。客として入る享とは違ちがい、将吾は従業員用のドアから入るためだった。


　だが一緒に来たのは見えていたらしく、カウンターの中から、顔なじみのバーテンダーが、享を見てにやりと笑った。


「同伴？」


「なんでそうなるんですか」


「相変わらず、アヤシイ兄弟だなと思って」


　カウンター席に座ると、何も言わないのにグラスが出てきた。いつも将吾が享に出すものをわかっているのだ。


「またその話ですか」


「だって仲良すぎるよ」


　着き替がえて将吾がここに来るまで、延々とこの会話が続くのは目に見えている。異母兄弟という話を疑っているのではなく、その上でデキているんじゃないかと勘かんぐっているのだ。


　まだ客が少ないこともあり、彼は将吾と入れ替かわるようにしてカウンターを離れていった。


「なぁ、さっきの話なんだけどさ、高城には言ったのか？　お前が聞いてたって」


「いや」


「てことは、その後、高城と侑登が連れん絡らくを取り合ったのかどうかも、お前は知らないってことだよな？」


「ああ」


　将吾の言い方だと、どうやら彼はその是ぜ非ひを知っているらしい。事実、彼は少し黙だまり込んでから、溜め息まじりに言った。


「たぶん、話くらいはしたんだと思うぜ。高城に言われた通り、番号は伝えたからさ。それっきり、ってことはねぇだろ」


「そうだろうな」


　高城が侑登の身元を知らないとは思えない。ああいう形で接せつ触しよくを持とうとした相手を、あの男がまったく調べないはずはないのだ。だとしたら、また少し意味合いが変わってくる。今までは、特に何もないから侑登のことを黙っているのだと思っていたが、逆に何かあって隠かくしている可能性も否定出来ない。


「……あの子は、どうして高城さんと連絡を取りたがったんだろう……」


「さぁな。ただ、お前らが帰ったあと、やたら高城のことを訊きいてきたのは確かだ。年とか仕事とか、お前との関係とか」


　最後の一言に、享は過か剰じよう反応を示してしまった。


「そういう意味で、興味があるとか……？」


「まさか。ないない、絶対にない。あんな男に引っかかるような趣しゆ味みの悪いやつは、お前くらいだって」


　将吾が高城を悪く言うのはいつものことだから、享は無視してグラスを傾かたむけた。反論しないのは、すれば和希と同じだと呆あきれられるのがわかっているからだ。


　和希が達郎を、実際よりもよく見すぎているのは、本人以外は誰だれでも知っていることだ。当の達郎だって認めているくらいなのだ。過大評価というより、いいところしか意識していない、というのが正しいだろう。


　だが享は、自分はそうじゃないという自負があった。高城の欠点なんて、ちゃんとわかっている。いい人だなんて、口が裂さけても言えないし、盲もう目もく的になっているつもりもない。だが将吾が言うほど、ひどくないとも思っている。高城に惹ひかれる人間がいたとしても、不思議ではないだろう。


「お前の最大の欠点だよな。顔もいいし頭もいいし、性格だって悪くねぇのに、趣味は最悪。恋れん愛あいの相手を選ぶ目がなってねぇよ」


「余計なお世話だ」


「まぁ、仕方ねぇけどな。俺が兄貴だったんだもんな」


「……は？」


　意味がわからない。胡う乱ろんな目を向けると、にやにやと笑いながら、将吾は自信満々に自らを指さした。


「血が繫つながってなきゃ、俺に惚ほれてたろ？」


「自うぬ惚ぼれもそこまでひどいと感心するな」


「素す直なおじゃねぇなぁ」


　笑いながら新たに入ってきた客に挨あい拶さつしようとした将吾は、小さく「げ」と嫌いやそうな声を出し、仕事中にあるまじきしかめ面つらを晒さらした。


「なんだよ、ちゃんといらっしゃいませって、言えよな。あ、こんばんは」


　声の主──侑登は、一人で堂々と入ってくると、なんのためらいもなく享の隣となりに座り、邪じや気きのない顔で挨拶を寄よ越こした。一人で行動することを考こう慮りよしたのか、今日の侑登は黒の上下を身に着けている。同じ格好を将吾がしたら完かん璧ぺきにホストだろうが、侑登だとモード系になり損そこねたといった感じだ。


　戸と惑まどいながらも、享はぽつりと「こんばんは」を返す。


　カウンターの向こうでは、将吾が目くじらを立てていた。ポーズではなく、本気で迷めい惑わくがっているのだ。


「こんばんは、じゃねぇよ。一人なのか？　総は？」


「いないよ。一人」


「じゃ、四年後に来い」


「嫌だ。せっかく抜ぬけ出してきたんだからさ」


「抜け出す？」


　将吾の問いかけに、侑登はこくんと頷うなずいた。以前も思ったことだが、仕草はかなり子供っぽいようだ。


「今、母親の実家が大変でさ。目が行き届かないから」


　言い終わるか終わらないかのうちに、享と将吾は思わず目を合わせ、アイコンタクトで確かく認にんをしあった。


　いち早く行動に移したのは、もちろん将吾だ。


「まさか、祖父じいさんが死んだとかじゃねぇだろうな」


「あ……なんだ、やっぱバレちゃってたのか」


　侑登はぺろりと舌を出し、昨夜から大おお騒さわぎだったらしいと、まるで他人ひとごとのように言った。


　あっけらかんとしたものだった。バレたという割には気にしていた様子もないし、祖父が亡なくなったばかりだというのに、それに対する感情も見えない。


「マジかっ？　お前、門真幸三の孫なのか？」


「うん。だからほら、これは喪も服ふく」


　細い指先が、袖そでを少し摘つまみ上げた。


「いろんな意味で帰れ。祖父さん死んだのに、こんなとこで遊んでんなっ」


「ちゃんと帰るって。夜中に線せん香こうの番しろって言われてるしさ」


「そういう問題かよ」


「しょうがないじゃん。悲しいって思えるほど、近い人じゃなかったんだもん。祖父さんの顔を思い出そうとすると、選挙ポスターの顔になっちゃうくらいだし」


「だとしても、とりあえず帰っとけ」


　何度帰るように言っても、侑登はスツールに根が生えてしまったかと思うほど、そこから動こうとしなかった。


　他に客もいるから、摘み出すこともしたくないようだが、代わりに水一つ出す気配がない。


　膠こう着ちやく状態だった。


「こないだはコーラ出してくれたじゃん」


「あのときは総がいたから、仕方なくな」


「保護者がいればいいのかよ」


「いないよりはマシだ」


「じゃ、この人が保護者ってことで。ええと、享さん……だよな？」


　屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべられ、享の顔は引きつりそうになる。侑登が嫌きらいなわけではないが、今は複雑な感情が邪じや魔まをして、警けい戒かいと疑念しか抱いだけない。もしフラットな気持ちで出会っていたら、もっと素直に好意を向けられただろう。


「お前、ふざけるのも大たい概がいにしろよ」


「ふざけてないよ」


「どこがだよ。おい、享。絶対に相手にすんなよ」


　将吾にもまったく相手にされず、大いに不満そうな顔をした侑登だったが、やがてふと思いついたというように携けい帯たい電話を取り出した。指先が動くたび、小さく電子音が鳴る。


「高城さん、これから大だい丈じよう夫ぶかな」


　問いかけは享に向けられていた。将吾ではなく、享に尋たずねたということは、どちらが高城と近い関係なのかを彼が知っているという意味だ。


　享は剣けんを帯びないように気を付けて、なるべく平然として見えるように振ふる舞まった。


「今日は用事があって、帰宅出来ないくらいだって言ってたけど」


「なんだ、つまんないの」


「侑登」


　将吾の長い腕うでが伸のびて、侑登の手から携帯電話をさっと取り上げた。


「あっ！　返せってば！」


「今すぐ自主的に帰らないなら、家族に電話するぞ。祖父さん死んだ日に、さすがにマズいだろ？」


　将吾の手には侑登の携帯電話がある。当然そこには、家族と連れん絡らく可能な番号が入っているはずだった。


「別にいいよ」


「ああ？」


「とっくに俺がいないことには気づいてるみたいだしさ。さっきから、何回も掛かけてきてる」


　言ったそばから、将吾の手の中で携帯電話が震ふるえた。それを見つめる侑登は、平然と「六回目」と呟つぶやいた。


「出ないの？」


「いかにも出て欲しそうな顔だな」


　チッと舌を打って、将吾は携帯電話を侑登に返した。効果がないとなれば、持っていても仕方がない。


　少し考えて、将吾は自分の携帯電話を取り出した。


「通報してやる」


「え？」


「知り合いに生活安全課の刑けい事じがいるから、呼んでやる」


「そんなことしたら、将吾さんだってヤバいだろ？」


「酒飲ませてねぇし、俺は善意の通報者。つか、知り合いだしなぁ」


　本当なのかハッタリなのか、将吾を見ている限りでは判断出来ない。だがやたらと知り合いが多いらしい彼のことなので、そういう知人がいても不思議ではないし、侑登を帰したいと思っているのも確かだ。


　黙だまって選せん択たくを迫せまると、将吾から本気の気配を感じ取ったのか、侑登はふっと息を漏もらして肩かたから力を抜いた。


「わかった。帰る」


「本当だな？」


「さすがに警察沙ざ汰たはヤバいよ。身内にどう思われたっていいけど、外に出ちゃうと、いろいろとね」


　まんざら演技でもなさそうな大きな溜ため息をついて、侑登は不承不承、店を出ていくことにしたようだ。ただし、「また来るね」などと口にし、将吾の眉まゆをぴくりと釣つり上げさせることも忘れなかった。


「よその店に行くほどバカじゃねぇって信じてるからな」


「うん、ありがと」


　そして、カウンターから離はなれるときに、侑登はとても自然に、そうするのが当たり前だと言わんばかりに、余計な一言を口にした。


「享さんも、またね。直征さんによろしく言っといて」


「っ……」


　言いながらすでに歩き出していた侑登は、享の反応を気にした様子もなかった。


　悪意は感じなかった。挑ちよう発はつの意味は含ふくまれていなかったと思うし、もちろん嫌いやがらせでもなかった。あったのは、ちょっとしたイタズラ程度の他意だけだ。


　だからといって、享が心穏おだやかでいられるわけじゃない。大きな困こん惑わくと不快感を同時に味わいながら、微び発はつ泡ぽうするグラスの中を見つめていると、将吾はやれやれと言わんばかりの溜め息をついた。


「まったく……どういうつもりだ、あいつ。なんで祖父さんが死んだ日にあんなことしてんのか知らねぇけど、わざとやってんのは確かだな。ま、そんな質たちの悪いガキでもねぇから、気にすることないし」


　オーダーが入ったカクテルを作りながら、将吾はなんとか享を宥なだめようとしていた。こちらを気にしながらも、仕事の手は休めていない。


　グラスがどこかの客に運ばれていくと、享は自分でも驚おどろくほど不ふ機き嫌げんな声で言った。


「将吾」


「あ？」


「今のと同じのを僕にも」


　カクテルの名前も、何が入っているのかも知らないが、そんなことはどうでもよかった。とにかく、そういう気分だった。


「いや、あれはちょっと強めでさ」


「いいから、同じの」


　じっと見み据すえて繰くり返すと、将吾は黙って同じ工程を繰り返した。




７







　うるさい目覚まし時計の二重奏に叩たたき起こされ、享の寝ね覚ざめは最悪だった。


　手を伸ばして時計を止めたが、ありえないことにまだ鳴っていて、そこで初めて享は時計がもう一つ騒さわいでいることに気づいたのだ。本来ならこの部屋にはないはずの、キャラクターものの時計だった。


「どうして……」


　まだ上手うまく回転しない頭で考えながら、もう一つの時計も黙らせる。起き上がってよく見ると、隣となりの部屋で見たことがあるものだとわかった。


　将吾が持ってきたということか──。


「あ……」


　そういえば昨晩は、帰ってきたという記き憶おくがない。以前にも一度あったことだが、またあの店で潰つぶれ、将吾の世話になったということだろう。


　自己嫌けん悪おに、享は溜め息をついた。


　むしゃくしゃした気持ちのまま、明らかに許容以上のアルコールを入れてしまった。何度か止められたことは覚えているが、そのたびに享は、じゃあ他ほかの店ほかへ行くと言って押し切ったのだ。とんでもなく面めん倒どうをかけてしまった。


　コンコン、とノックする音が聞こえ、返事をする間もなくドアが開いた。驚いて見ていると、将吾が顔を覗のぞかせた。


「おす」


「お、おはよう……」


　ドアは開けたまま足で押さえ、将吾は壁かべに凭もたれた。生あくびをし、ずいぶんと眠ねむそうな顔をしていた。


「昨夜は、その……ごめん」


「謝るより、礼を言え、礼」


「あ……ありがとう」


「よし。で、二ふつ日か酔よいってわけじゃないんだな？」


　問われて初めて、享は自らの具合というものを考えてみた。要するに意識しなかったくらい、普ふ段だん通りだったということだ。


「ああ」


「立派。じゃ、しっかり働いてこい。ああ、それで念のために説明するとだな。お前がやけ酒飲んで潰れたんで、俺が連れて帰ってベッドに放ほうり込んだ。そのまま放置したら、絶対に遅ち刻こくすると思って、目覚ましを追加してみた。以上」


「それはお手数をお掛かけいたしましたね」


　いきなり聞こえてきた声に固まったのは、背後に立たれた将吾だけでなく、後ろめたい気分を抱かかえた享も同様だった。


「か……帰ってたのかよ」


「ええ、たった今」


「足音くらいさせろ。てか、こっそり近づくな！　陰いん険けん野や郎ろう！」


「そういうつもりはなかったんですけどね。普ふ通つうですよ。将吾さんが鈍にぶくてらっしゃるんじゃないですか」


　辛しんらつな言葉の応おう酬しゆうに、享は口を挟はさめない。そこまで口は達者じゃないし、そもそも切り込んでいく気き概がいもない。


「お疲つかれさまでした。時計はあとでお届けしますので、どうぞお引きとりください」


「てめぇの部屋じゃねぇだろ」


「当てられたいなら、かまいませんよ」


　高城は将吾の横をすり抜ぬけ、享に近づいてきた。ベッドに腰こしかけ、将吾がまだドアのところにいるのを無視して、享の頰ほおに触ふれてくる。


「おはようございます。顔色は悪くないようですね」


「ええ、まぁ……」


「では、着き替がえのお手伝いを」


「い、いえっ」


　まるで普段から手伝っているような言い方はやめて欲しいものだ。とんでもない誤解を受けかねないし、現に将吾は目を瞠みはり、胡う乱ろんな目をしていた。あとできちんと説明しなくては、間ま違ちがった認にん識しきを抱いだかれてしまう。


「シャワーを浴びますから」


「でしたら、その間に朝食を運ばせましょうか。服は用意しておきますので、どうぞ」


　送り出されるように部屋の中にあるシャワールームへ行くとき、ちらりと将吾と目が合った。呆あきれたような、あるいは諦あきらめたような顔をされたのは、当然だと思った。


　静かにドアが閉まる音を聞きながら脱だつ衣い所じよに入り、手早くシャワーを浴びて、濡ぬれた髪かみを乾かわかした。バスローブに身を包くるんで出ていくと、すでに朝食が載のったワゴンテーブルが運び込まれていた。


「食事をしながらでいいので、質問をよろしいですか？」


「……はい」


　頷うなずきながらも、享は椅い子すに座らなかった。気分は悪くないが、食欲はない。昨晩の話を持ち出され、余計に食べる気がなくなってしまったのだ。


　しかし逆に、高城に言いたいという気持ちは強くなっていた。


「先ほど、やけ酒と聞こえたんですが、どういったことで？」


「将吾の店で、侑登くんに会いました」


「昨晩ですか？」


　さすがに意外だったらしく、高城にしては珍めずらしく、驚きの色をはっきりと滲にじませた。


「お通夜を抜け出して来たそうです」


「自分でそう言ったんですか？」


「最初は、家が慌あわただしいという言い方だったんですけど、こっちで指し摘てきしたら、簡単に認めました」


「なるほど……。いつ、気づいたんですか？」


「直前に」


　あのときのだいたいのやりとりを説明すると、高城は納なつ得とくした様子で頷いた。ただの確認という印象を受けたが、それは間違いではなかったようだ。


　実は、と前置いて、高城は言う。


「侑登も、野の点だてのときにあなたを見て覚えていたそうです。和希さんの顔も知っていたそうで、そのときに、噂うわさの隠かくし子ではないかと思った……と言っていました」


　自然に「侑登」と口にしたことが、さらに享を不快な気分に落とし込んでくれた。話の内容が二の次になってしまいそうだった。


「その享さんと将吾さんが、異母兄弟だという話を聞いて、確信したそうです」


「……彼には、何か目的があるんですか？」


「いいえ。単なる興味です。私に連れん絡らくを寄よ越こしたのも、そうだと言っていました。他意はないと、わざわざ言うあたりが、かえって信しん憑ぴよう性せいを薄うすくしているんですがね」


　くすりと笑って、ここにはいない少年を笑う。親しみより、本当にただ面おも白しろいだけといった様子だった。


「直征さんによろしく……って、言ってましたけど」


「不ふ機き嫌げんの理由は、それですか？」


「否定はしません」


「それは嬉うれしいですね。そろそろ可哀かわい想そうになってきたので、種明かしをしますよ」


　腰に回った手に抱き寄せられ、正面から身体が密着する。朝っぱらから取るには近すぎる距きよ離りだと思った。出勤前じゃなかったら、このまま脱ぬがされていたかもしれない。


「種明かし……？」


「ええ、侑登は私の顔を見て興味を持ったんですよ」


「はい……？」


「いいカンだと、感心しました。それほど似ていないと思っていたんですが、どうやら若い頃ころは、そうでもなかったようです」


　高城は肝かん心じんな単語を故意に抜かして話している。おかげで理解するのに、少し時間が必要になってしまった。いくらシャワーを浴びたとはいえ、起き抜けの頭では、これが精せい一いつ杯ぱいだったようだ。


「それ……前に高城さんが言ってた、父親の話ですか？」


「ええ」


　実にあっさりと高城は頷いた。享がその結論に辿たどり着くのを心待ちにしていたように。


　すべてが腑ふに落ちた、という気がした。もちろん感情的な部分では、まだ引っかかるところはたくさんあったが。


「……どっち、ですか？」


「どちらだと思います？」


　ここまで来て出し惜おしみすることはないだろうと思うが、それが高城という男だ。早々に諦めて、享は必死で頭を働かせる。


　高城には父親がいない。当然、どこかにいるのだが、会ったことは一度もないし、戸こ籍せき上でもそこは空くう欄らんだという。母親は生前、ずっとある男の愛人で、家と手当を与あたえられてはいたが、高城にすら父親の話はしなかった。ここまでは、享や将吾と同じだ。違うのは、高城が父親の名前をずっと前から知っていたことだった。細かい経けい緯いは教えられていないが、それは達郎によってもたらされた情報だという。そして父親である男は、高城が自分のことを知らないままだと思っているらしいのだ。


　かなりの資産家なのだろうと思っていた。軽かる井い沢ざわに家を持たせ、生活の面めん倒どうを見られるような男だということは、享も知っていたから──。


「恒行氏のほうですか？」


「そうです」


「やっぱり……」


　隠さなければいけないとなれば、幸三ではなく、婿むこ養よう子しだという恒行のほうが納得出来る。もし幸三が父親だったなら、引き取られて後こう継けい者しやとして扱あつかわれていてもおかしくないのだ。


「つまり、侑登くんとは……」


「従兄弟いとこになるんですかね。血の繫つながりは、まったくありませんが」


「はぁ……」


「写真を見せられましたが、確かに三十年前の恒行氏とはよく似ていましたよ。多少は眼め鏡がねでごまかせていますがね」


　門真の家では、恒行氏が愛人を囲っていたことを知っていたらしい。子供がいるんじゃないかと疑ってもいるそうだが、確証はなかったという。一生隠したままにしておくならば、それでいいという考えのようだ。


「侑登くんは、家の人に言う気はないんですか？」


「どうでしょうね。先ほども言いましたが、単なる好こう奇き心しんだとは思えないんですよ。ま、あの家も、いろいろあるんでしょうしね。ですから、黙だまっているかどうかは、わかりません」


「もし話したら、どうなりますか」


「愛妻家で売っている男ですからね。支持層には婦人団体も多いそうですし、それなりに荒あれるんじゃないですか」


　突つき放した言い方だった。このあたりも、おそらく享や将吾とは違う部分なのだ。


　享にしても将吾にしても、それを表にどう出すかはそれぞれだったが、父親に対する感情というものが確かにあった。名前も知らないとか、とっくに亡なくなっているというならばまだしも、相手のことを知っていて、しかもテレビなどを通じて肉声まで聞けるような相手に、どうしてこうも無関心でいられるのか。関心のない振ふりをしているのではなく、高城は本当にどうでもいいと思っているらしい。


「でも、それだけで済みますか？」


「どういう意味です？」


「野点のとき、恒行氏には子供がいないから、外孫を養子にするか、孫まご娘むすめを有望な人物と結けつ婚こんさせる話があるって聞きました。侑登くんは、そのあたりを考えてるんじゃないですか？」


　何を考え、どう動こうとしているのかは知れないが、侑登にとって高城の存在が有効なカードになっている可能性はある。そのくらいのことは高城にだって考えつくだろうが、彼はまったく気にした様子もなかった。


「まぁ、可能性はありそうですね。それより、ご機嫌は直りましたか？」


「あ……それは、まぁ……」


「では、そろそろ着き替がえをなさったほうがいいですよ。お手伝いしましょうか」


「いいです！」


　享は高城の腕うでを擦すり抜ぬける──というより、放してもらう──と、用意してもらった着替えを摑つかんで再び脱だつ衣い所じよに入った。着替えるところを見られたくないという気持ちもあったが、何より、邪じや推すいをして一人で悶もん々もんとしていた自分が恥はずかしかったせいもあった。


　目的が知れないから、安心しきることは出来ないが、少なくとも侑登は高城に特別な感情があるわけではなさそうだ。


　それにしても、高城が門真恒行の息子だったとは──。


（でも、そんなに驚おどろかなかったな）


　おそらくそれは、自分の父親が笹本武志だと聞かされたときの衝しよう撃げきが、あまりにも大きかったからだ。あのときと比べれば、今回は自分のことではない分、冷静に受け止められた。それに笹本家で暮らすようになってから、今まで遠かった世界が以前より近くなったせいか、世界がかけ離はなれているという感覚もない。


「そうか……」


　高城が享の認にん知ちに対してあんなにも冷静だったのは、彼自身の感覚が基準になっているからなのだ。


　父親に対して、欠片かけらほどの情もない。たとえ向こうがどう動こうと、高城の中で揺ゆらぐものなどないのだろう。


　懸け念ねんするところがあるとすれば、義父である幸三氏の顔色を窺うかがわなくてよくなった恒行氏が、実の息むす子こを担かつぎ出そうとしやしないか、という点だ。これはもう向こうの考え次し第だいなので、いくら高城に尋たずねても答えは返ってこないはずだ。


　享は服を身に着けると、鏡の中の自分をじっと見つめた。


　さっきよりも、ずっと晴れ晴れとした顔をしている。思っていたより現金な自分に気づかされ、享は苦く笑しようしながら脱衣所を出ていった。











　週末へ向けての毎日は、ここ最近では一番気楽に過ごせたと思う。


　もしかしたら残業があるかもしれないからと、待ち合わせはかなりの余よ裕ゆうを持って決めておいたが、実際は三十分もなく、逆に一時間近くも一人で時間を潰つぶさなくてはならなくなった。


「お疲つかれさまでした」


　享はゆっくりと早く帰り支度をして廊ろう下かへ出た。時間までは、近くのカフェで本でも読みながら潰せばいい。近くとはいっても、駅とは反対方向に五分ほどは歩く場所で、近くにパーキングがあって都合がいいのだ。


　浮うき立った気分は、しかしながら会社を出た途と端たんに、がらりと変わることになった。


　人待ち顔だった田浦は、享の姿を見た途端にほっとした顔をしたが、逆に享の顔は強こわばってしまった。


「ちょっと話したいことがあるんだよ」


「困ります」


　話すこと自体も困るし、会社の前で声を掛かけてくることも困る。立ち止まることなく歩き始めると、田浦は横に並んでついてきた。


「この間は、話せなかったことなんだ」


「高城さんを通してください」


「直接、話したいんだよ。真由美ちゃんのことだし、他人にはあまり聞かせないほうがいいと思ったんだ」


「母がなんだっていうんですか」


「実は、真由美ちゃんに金を貸してたんだ」


　一体何を言い出すのかと、享はきつい視線を田浦に向けた。だが足は止めなかった。こんなところで立ち話をする気なんて、なかった。


　それに母親が、自分の借金の返済にも苦しんでいるこの男に金を借りていたなんて信じられない。彼女は浪ろう費ひ家ではなく、きちんと働いてもいたし、享の養育費は武志から支し払はらわれていた。借りる理由がないし、もし何か纏まとまった金が必要だったにしても、ろくに付き合いもなかった相手に母親が金を借りるとは思えなかった。


「先日はそんなことおっしゃってませんでしたよね」


「だから、彼らがいる前では言えなかったんだよ。やはりその、あまり聞こえがいい話じゃないだろう？」


「信じられません」


　足早に会社から離れ、最初の角を曲がる。少なくともこれで、社の人間に目もく撃げきされることはないはずだ。


「借用書だってあるんだ」


「持ってきてるんですか？」


「ああ」


　さすがに享は足を止めた。田浦の言葉を信用したわけではないが、借用書とやらを見てみようと思ったのだ。


「見せてください」


「車の中に置いてきたんだ。すぐそこだ」


「……そんな大事なものを、車に置いてきたんですか？」


　行かないほうがいいと、警けい鐘しようが鳴る。いきなり借金の話が出てきたことといい、借用書のことといい、何か企たくらんでいるような気がしてならない。


　何よりも田浦の挙動が不ふ審しんなのだ。


「持ってきてくれませんか。ここで待ってますから」


「いや、しかし……」


「都合が悪いようでしたら、日を改めてご相談させてください。母のためのお気き遣づかいありがとうございます。でも僕は知られても構わないと思いますので、父に話そうと思います。その上でお約束させていただいて、借用書はそのときにでも」


「ま、待ってくれ。今、持ってくるから、五分だけ待ってくれないか」


「……わかりました」


　享は道の端はしへ寄り、走り去っていく田浦を見ながら携けい帯たい電話を取り出した。高城との約束の時間はまだ先だし、こちらの件が長引くことはないだろうが、念のために事態を教えておこうと思ったのだ。


『どうしました？』


「あ、実は……」


　説明には一分と掛からなかった。


『現在地を教えてください』


「会社を出て、駅と反対方向の最初の角を右に曲がった通りです。ちょうど郵便局の前にいますから」


『わかりました。絶対に、そこを動かないでくださいよ。電話もこのまま切らないようにお願いします。そのまま持っていてください』


「あ、はい」


　享は高城の指示通り、通話状態にしたままにした。点てん滅めつが外から見えないように、その部分を手の中に握にぎり込むことも忘れない。


　電話回線で高城と繫つながっていると思うだけで、ずいぶんと心強かった。


　そろそろ五分になるが、田浦の姿は一向に見えない。代わりに享に向かって歩いてくる一人の男が見えた。スーツを身に着けた若い男だが、金きん髪ぱつに近い長めの髪かみは、とても会社員とは思えない。それだけなら将吾も同じだし、水商売ふうといえばそうなのだが、目つきの悪さが決定的に違ちがっていた。


　男はまっすぐにこちらを見ているが、関かかわり合いになりたくないので、気づかない振ふりを決め込んだ。


　だが男は享の目の前で足を止めた。両手を後ろに回し、立っている。


「河村享さん？」


　見たこともない顔だったが、相手は享を知っているらしい。享は黙だまって男を見返した。


　じろじろと、まるで品定めでもするように、男は享の顔を見て、それから上から下まで視線を行き来させた。


　ふーん、と鼻を鳴らすのが聞こえる。


「驚おどろいたな、えらい美人だ。もったいねぇ……」


　享はムッとし、質問を無視して自分から尋ねた。


「どちら様ですか？」


「ああ、俺は善意の第三者」


　男は名めい刺しを取り出し、享の手に押しつけてきた。そしてまた、両手を後ろへと回す。


　なるほど、金きん融ゆう会社の社員ということになるようだ。肩かた書がきは営業で、名前は古こ嶋じまというらしい。


「あんた、ろくでもねぇ親しん戚せき持っちまって、運が悪かったな」


　古嶋は視線を自分の背後に流し、いつの間にか近くまで来て停とまっていた車を顎あごでしゃくった。黒いメルセデスの後部シートの窓ガラスがするすると下り、先ほど見送ったばかりの田浦の顔が見えた。


　なんでそんな車に、と思い、田浦の顔がひどく引きつっていることに気がついた。隣となりには、享の前にいる男とは比べものにならないほど柄がらが悪く、厳いかつい男がいる。


　彼は乗っているのではなく、乗せられているらしいと悟さとった。


「あれ、あんたの親戚で間違いない？」


　肯こう定ていしたくはなかったが、知らないと言っても通用しないだろう。縋すがるような目をする田浦から顔を背そむけ、享は溜ため息まじりに言った。


「そうみたいですね」


「困ってるんだってさ。あんたの母親に貸した金さえあれば、こっちにも全部返せるって言うんだよ」


「そんな話、さっき初めて聞いたんです」


　暗にうそだろうと言うと、古嶋はひょいと肩かたを竦すくめた。どうやら彼も、それが出任せだということくらい承知しているようだ。だからといって、ここで同意する気がないことも享にはわかっている。


「これが預かった借用書ってやつだ」


　古嶋は懐ふところから三つ折りにした便せんを取り出してきた。証文というよりは、手紙といった感じだ。事実、広げた紙には、パソコンで数行の文書と数字が打ってあり、下のほうに手紙の署名と捺なつ印いんがあるだけだった。日付は今より、三年ほど前になっていた。


　享は河村真由美という文字をじっくり見つめてみる。母親の字に似ているとは思ったが、もちろん納なつ得とくしたわけじゃない。


「どうだ？　かーちゃんの字に間違いないだろ？」


「わかりません。似ているかもしれませんけど」


「おいおい、よく見ろよ。親の字だよ。河村真由美って、これそうだろ？　金伍ご百萬まん円えん也なりって、書いてあんだろうが」


　先ほどまでよりも少し強い口調で畳たたみかけてくる。だが脅おどし文句ではない。どうやらそのあたりのラインは踏ふむまいとしているらしい。おそらく両手を後ろに回しているのも、手が当たることによって、暴行したと言われないように注意しているのだろう。


　そこまで気を遣つかっているならば、暴力を振るわれる可能性は低いはずだ。


　享は冷静でいるように、自らに何度も言い聞かせる。付け入る隙すきを見せてはいけない。怯おびえたり、気が動転していると思われたら、きっと言葉巧たくみに金を払はらわせる方向へと持って行くに違いない。


「借りた金は、返さねぇといけないんじゃないか？　ん？」


「本当に借りた事実があるなら、もちろんお返しします」


　少なくとも危害を加えられることはなさそうだと思ったら、余よ裕ゆうが出てきた。


「俺がうそついてるってのか？」


「あなたがついていなくても、あの人がついているかもしれない」


　後部シートの田浦を見ると、彼は逃にげるようにして目を逸そらした。


　借用書が本物である可能性は極きわめて低い。そして目の前の男はそれを知っていて、返済を迫せまっている。おそらくこのでっち上げの尻しり馬うまに乗ろうとしているのだ。


「あの男は本物だって言ってる。こっちはそれを信じるだけだ」


　そう言うしかない男に、享は何も返事をしなかった。


　うそだとわかっていて取り立てたら、それは完全な犯罪だ。だが信じているのならば、彼もまた騙だまされたという言い訳が出来る。


　茶番だと思った。


「この程度の金は、あんた一人でなんとでもなるはずだ、って、あいつは言うわけよ。母親の遺産もあるって？」


「そちらが思っているほどありません」


「だったらパパに頼たのんで、可哀かわい想そうな親戚を助けてやんなよ。親おや父じさん、どっかの社長さんなんだろ？」


　古嶋は空とぼけて言っているわけではなさそうだった。おそらく田浦がササモトの名前を出さなかったのは、あまりにも現実味が薄うすいと思ったからだろう。あそこで青い顔をしている男と、誰だれもが知っているような企き業ぎようであるササモトでは、どうやっても接点などなさそうに見える。かつては享もそうで、それこそ商品とコマーシャルでしか関わることがないものだと思っていた。いや、自分との繫がりなど、考えもしなかった。


　漠ばく然ぜんと社長と言っておくのが、無難と言えば無難なのだろう。


　黙り込んだ享をじろじろと眺ながめ、古嶋はぐっと顔を近づけてきた。思わず享は身体からだを少し後ろに逸そらしてしまう。


「なぁ、あんた、女兄弟いねぇの？」


「いません」


「なんだ……いたら紹しよう介かいしてもらったのにな。好みのツラなんだよなぁ」


　ニヤニヤと笑い、男は相変わらず享の顔を見ていた。


　この手のことは珍めずらしくもない。性格や考え方にまで言げん及きゆうしてくれた人は、それほど多くなかったが、見た目だけならば飽あきるほど言われている。純じゆん粋すいな褒ほめ言葉だけではなく、欲を伴ともなったものも何度か投げつけられた。そして、実際に口く説どいたり誘さそったりするよりも、ただ黙って下げ卑びた視線を送ってくるほうが遥はるかに多いことも経験で知っている。


「とりあえず、立ち話もなんだから移動しないか」


　車を示されて、享は表情を硬かたくした。その場を動くなといった高城の言葉の意味が、よくわかった。


「いえ。今から人が来るので、困るんです」


「友達か？」


　問いかけに答えようとして、言葉に詰つまった。人に高城のことを、どう言ったらいいのだろうか。


　答えが出るよりも、その本人がやってくるほうが早かった。


「あ……」


　高城は携けい帯たい電話を耳に当て、こちらの会話を聞きながら近づいてくる。そして肉声が届くほど近くなってから、ようやく携帯電話を下ろした。


　古嶋は怪け訝げんそうに高城を見ていた。


「遅おそくなって申し訳ありませんでした。こちらは？」


　高城がちらりと古嶋に向けた目は、口調ほど穏おだやかなものではなかった。きちんとした身なりに、ピンと伸のびた背筋に、丁てい寧ねいな物もの腰ごし。品もよく、穏やかな雰ふん囲い気きすら漂ただよわせているのに、この威い圧あつ感はなんだろう。


　古嶋は探さぐるような目をして黙っていたから、享は手にしていた名刺を高城に渡わたした。


「なるほど。あちらの田浦さんの、お知り合いというわけですね」


「やつが、こっちの死んだお袋ふくろさんに金を貸したと言ってるんでね」


「それで、わざわざ職場の近くで待ち伏ぶせるような真似まねを？」


「俺は一言も脅おどしたりはしてねぇぞ。会社の前で待ってたのは、俺じゃなくてあいつだ」


　古嶋は胸を張らんばかりに堂々と言い放った。やはりこの会社は、かなり対応に気を遣っているようだ。迂う闊かつに脅し文句を吐はいたり手を出したりすれば、訴うつたえられて借金の取り立てが出来なくなるどころか、逆に賠ばい償しよう金きんを払わされることもあるからだった。


　高城は鷹おう揚ように頷うなずき、享の手にあった携帯電話のボタンを押して通話を終わらせた。


「そのようですね。ずっと聞いていましたから」


「お前……ていうか、何もんだよ」


「ああ、申し遅おくれました。私は、享さんのお父様に仕えております、高城と申します。まぁ、執しつ事じと思ってくだされば」


　すべてが本当のことではなかったが、妥だ当とうな説明だ。誰に雇やとわれているかまで正しく言ったら、ややこしくて仕方ない。


「執事……？」


　啞あ然ぜんとする古嶋に構うことなく、高城は続けた。


「賢けん明めいな判断が出来る会社の方とお見受けして、申し上げますよ。それはただの紙切れに過ぎない。後生大事に持っていらっしゃるのは構いませんが、一円の価値もありません」


「払わねぇってのか？」


「とんでもない。本物だとわかったら、責任を持ってお払いいたします。ただし、筆ひつ跡せき鑑かん定ていもしますし、その紙とインクの検査をして、印刷された時期を特定させていただいた上で、ということになります」


「ま、待て。ちょっと待て……！」


　古嶋は車までとって返し、後部シートの人相の悪い男に何ごとか耳打ちした。こちらの会話までは聞こえていないらしいから、いちいち説明しなくてはならないようで、戻もどってくるまでに少し時間が掛かかった。


「享さんが一人のときを狙ねらって強く言えば、動どう揺ようして金を出すとでも思ったんでしょう」


「みたいですね」


「享さんは、おとなしくて世間知らずに見えますから。まぁ、その通りですけど、冷静に状じよう況きよう判断が出来る人でもありますよね」


　そこが向こうの読み違ちがいだったと高城は笑った。


「しかし困った男ですね、あの田浦というのは」


「どうしたらいいですか？」


「少し灸きゆうを据すえましょう。路頭に迷うことはないですから、安心していいですよ」


「はぁ……」


　何をするんだろうと思いながら、ちらりと高城の顔を見ていると、古嶋が勢い込んで戻ってきた。


「田浦は本物だって言い張ってる。もちろん、俺も本物だって信じてるけどな」


「そちらは、田浦さんに貸した金さえ戻ればいいんですよね？」


「当然じゃねぇか」


「だったら払はらわせればいい」


「やつには支払い能力がねぇんだよ。身体を壊こわして働けねぇのも確かだしな」


　苛いら立だった口調だが、凄すごんでいるわけではなかった。


「支払い能力はありますよ」


　くすりと笑って、高城は茶ちや封ぶう筒とうを内ポケットから取り出した。普ふ通つうの手紙サイズの、封もしていない封筒だ。


　受け取った古嶋は怪訝そうな顔をしていた。


「享さんのお母様が勘かん当どうされていた話はご存じですか？」


「いや……」


「では、田浦さんのお母様が、代わりに遺産を受け取っていることもご存じありませんか。享さんのお祖父じい様が亡なくなる前にすべての預金を解約していますので、受け取ったとされる額面より多いと思いますよ。私が調べた限りでは、少なくとも三千万はあると思うんですが。ああ、脱だつ税ぜいした分も込みですがね」


「資産ゼロで、年金暮らしじゃなかったのか……！」


「三年間で食いつぶした可能性もありますがね。ただ、慎つつましやかに暮らしていらっしゃるようですから、それはないでしょう」


　どうやら田浦の母親は、不動産も手放して、借家暮らしをしているらしい。遺産はすべて息子の返済でなくなった、と嘯うそぶいているようだったが、高城の調べによると、がっちりと貯ため込んでいるそうだ。


　古嶋は封筒の中の書類に目を通し、小さく舌打ちした。


「ふざけやがって……」


「差し上げますよ。代わりに、そちらの借用書をいただけませんか」


「ああ？」


「詐さ欺ぎの証しよう拠こですからね。もちろん田浦の、です。あなた方もあやうく騙だまされるところだったんですよね？」


　にっこりと笑うと、古嶋はバツが悪そうに「まぁな」と呟つぶやいた。それから逡しゆん巡じゆんし、黙だまって借用書を突つき出してくる。これがまったく意味のないものであることは、古嶋だって嫌いやというほど知っているのだ。


「もう少し田浦さんに詳くわしくお聞きになってみたらどうですか。ああ、これは私の連れん絡らく先ですので、何かありましたら、どうぞ」


　名めい刺しを渡すと、受け取った古嶋は大きく目を瞠みはって高城をまじまじと見て、それから享の顔を見た。


　構うことなく高城は享に目を向けてきた。


「行きましょうか」


「あ、はい……」


　背中を軽く押されて歩き出した背後で、古嶋が慌あわただしく車に駆かけ寄っている気配がした。何か話しているのは聞こえてくるが、内容まではわからなかった。


　そのうちに、その声すらも聞こえなくなる。


「あの名刺にはなんて書いてあったんですか？」


「ああ、たまに必要なことがあるので、ササモトの名前が入ったものも持っているんですよ。肩かた書がきは、秘書室長補ほ佐さという、あってもなくてもいいようなものなんですけどね」


　実際、高城が社に足を踏ふみ入れることはまったくと言っていいほどないらしいが、そんなことは古嶋たちには関係ないだろう。


　振ふり返ろうとしたが、思っただけでやめた。


「結局、どうなるんですか？」


「田浦が、借りた金を返すだけですよ。親が金を持っているのを知っていて、あなたから取ろうとしたのか、知らずに縋すがってきたのかは知りませんけどね。ま、二度と関かかわってこないように、あとで釘を刺さしておきませんとね」


　高城は笑いながら、受け取った借用書を示した。そのために、なんの役にも立たないものを受け取ったのかと、享は今さらながら納なつ得とくした。


　だがもう一つ、懸け念ねんがあった。


「さっきの会社は、問題ないんですか？」


「一言、上のほうから言ってもらいますので、まったく問題ありません。ああいった会社はどこかの末まつ端たんですし、元を辿たどれば政財界の力が及およびます。どこの干かん渉しようも受けない団体なんて、そうあるもんじゃありませんよ。オツムが真っ当ならね」


「そういうものなんですか？」


　高城は路上駐ちゆう車しやした車に享を乗せた。いつもきちんとパーキングに停とめる彼にしては、珍めずらしかった。


　それだけ、急いで来たということだろうか。


　享はほんの少し口元を緩ゆるめたが、暗がりの中では目に見えることはなかっただろうし、高城は変わった様子もなく、淡たん々たんと説明を続けた。


「干渉と影えい響きようを受けておかないと、いざというときに頼たよれないでしょう。お目こぼしのためにもね」


「長谷部さんが、誰だれかに頼たのむってことですか？」


「この場合は旦だん那な様のほうがいいと思いますよ。人脈の豊富さと付き合いの長さは、長谷部の比ではありませんからね」


　舵かじ取りは達郎に任せていても、ササモトという船の持ち主はまだ武志だ。事実だし、外から見ればその印象は強固なのだろう。


　普ふ段だんの武志を見ていると、とても信じられないのだが。


「デートの前につまらないことがあったものですが、忘れましょう」


「あ、はい」


「二人でゆっくり過ごすのは、久しぶりですから」


　暗がりの中で、享は高城の横顔を見た。外灯の明かりではあまりよく見えなかったが、少しだけ高城が笑えみを浮うかべているような気がした。


　そう、せっかくの「デート」だ。自分たちにこの言葉が似合うかどうかはともかく、一いつ緒しよの時間は楽しみたいと思った。
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　日付はとっくに変わっていた。


　バスルームの壁かべにはめ込まれた液えき晶しようパネルは、正確に今の時間を知らせてくる。


　もう金曜日が終わってしまった。今はもう土曜日になっていて、休みはあともう一日しかなくなった。


　享は金曜の夜が一番好きだ。そうなったのはさほど昔のことではなく、社会人になってからだった。


　身体からだに残る気け怠だるさをバスタブに張った湯の中に溶とかし込み、享は目を閉じて縁ふちに頰ほおを預けた。


　高城の指や唇くちびる、そして舌の感かん触しよくが、まだ身体のあちこちにあるようだし、脚あしの間の深い部分は、異物感と快楽がないまぜになった余よ韻いんが強く残っている。


　高城は先にバスルームを出ていってしまい、享だけがしばらくぼんやりとしていた。


　このまま眠ねむってしまいたいと思ったが、いつまでもここにいたら、高城が様子を見に来てしまうだろう。


　ふう、とバスルーム内に響ひびく溜ため息をついて、享は湯の中から上がった。そしてバスローブを身に着けると、リビングへ出ていった。


「わざわざ出ていってやるほどの間あいだ柄がらではないと思うが？」


　口調が違ちがうな、と思いながら、享は冷蔵庫からペットボトルを取り出した。初めて聞く話し方に、思わず意識がそちらに向かってしまった。


　じっと見ていると、高城は享に視線を返してきて、ふと笑みを浮かべた。


「私は構わないよ。あの家の力関係くらいは把は握あくしている。これでも私は忙いそがしいんで、くだらない電話は掛かけて来ないでくれ」


　素っ気なく言って電話を切ると、着信拒きよ否ひの設定をした。手元は見えないが、本人がしたというのだから間違いない。


「珍しいですね」


「侑登が、飲みに行きたいから保護者になれと言ってきましてね。まったく冗じよう談だんじゃありませんよ」


　またあの子か、と享は苦く笑しようをこぼした。


「懐なついてますよね」


「とんでもない。あれは、利用したがっているだけです」


　高城はやれやれと大きな溜め息をつき、隣となりに座った享の腰こしを抱だき寄せた。うんざりした様子は、彼の本心であるようだった。


「利用って……遊びに行きたいなんて、可愛かわいいものじゃないですか」


「それはついでに過ぎません。先日も言ったでしょう、何か目的があるようだと」


「ああ……」


「どうやら養子に望まれているのは侑登らしいんですよ。まだ決定してはいないそうですが、その場合は私のことを持ち出して、引っかき回すつもりなんでしょうね」


「そ……そうなんですか？」


　脳のう裏りには侑登の顔が浮かんでいた。可愛らしくて、少し生意気そうな顔には、育ちの良さと同時に、和希とは違う目の色があったように思う。だがそう言われれば納得出来ることもいくつかあった。たとえば祖父の亡なくなった日に黙だまって抜ぬけ出していたこと。あれは故意に問題行動を起こしていたわけだ。


「高城さんが門真家に戻もどることは、ありうるんですか……？」


「ないですよ」


「望まれても？　今までは、幸三氏の目を気にして高城さんを隠かくしていただけかもしれない。でも……」


「その心配なら、ありませんよ。状じよう況きようは変わっていませんから」


　くすりと笑って、高城は享の濡ぬれた髪かみを指先で弄もてあそぶ。


「どうして言い切れるんですか」


「あの家は、どうやら夫人の発言力が強いらしい。実は幸三氏も婿むこ養よう子しなんですよ。だから、相変わらず目は光っているわけです」


　つまり幸三の死そのものに、高城は影響を受けないということだ。口くち振ぶりからして、侑登に聞いたわけではなさそうだ。おそらく以前から、彼は門真家の内情を、それなりに摑つかんでいたのだろう。


「どうしてそれ……今まで黙っていたんですか？」


「放ほうっておけば、あれこれ考えすぎて悩なやむだろうと思いましてね」


「な……」


　啞あ然ぜんとして開いた唇が、軽い憤いきどおりに形を変える前に、高城はこちらを煙けむに巻くようなキスを軽く仕し掛かけてきた。


「嬉うれしかったですよ。私のことで、悩んでくださるんですからね。それに、相変わらず将吾さんによく懐いておいでなので、意地悪をしてやろうかと」


　声も出なかった。この男はこうだと承知してはいたし、諦あきらめてもいたが、突つきつけられたら平然としていられない。


「そんな……」


「これでも結構、気にしているんですよ。享さんは私のことを誤解していらっしゃるようなので、おわかりいただけないでしょうけどね」


「してるつもり……です」


　困こん惑わくが激しくて享は目を逸そらす。


　面おも白しろくないと言われても、兄弟なのだから仕方ないではないか。そう思いはしたが、口には出さなかった。


「そうですか？」


　自分だけが振り回されているような気分になりながらも、享は溜め息をつくと、気がかりなことを一つ一つ出していくことにした。


「あの、聞きたいことがあるんです。侑登くんがしゃべる可能性はどのくらい……？」


「さぁ。でも問題はないですよ。表おもて沙ざ汰たにはしないでしょうし、せいぜい意思確かく認にんのために呼び出される程度でしょうが、私はあの男に会う気はありません」


　温度を感じさせない言い方だった。実の父親だというのに、高城にとってそれはなんら特別なことではないのだ。


　無言で見つめる享に、高城は笑みさえ浮かべて言った。


「こちらに余計な火の粉が降りかからなければ、それでいい」


「でも……」


「あの男は、私の人生には必要のない人間だ」


　享の腰を抱く腕うでに、力が込こめられる。胸がぴたりと重なり合うほどに抱きしめられ、鼓こ動どうが速まっていくのがわかる。


　頰に手が触ふれ、親指の腹が唇をなぞる。


　冷たいと思うことの多い高城の顔は、父親のことを話していたときはこれ以上もないほど冷ややかだったのに、今は違って見えた。


「必要なのは、あなただけです」


「ぁ……」


　享は背中を抱き返していた手で、高城のバスローブを摑んだ。


　総毛立つような感覚に全身が包まれていた。気のきいた言葉なんて出てこないし、顔を上げることも出来ない。だからぎゅっと高城の背中にしがみついた。


　滅めつ多たに言ってもらえない言葉は、こんなにも享の心を震ふるわせる。内側から揺ゆさぶられ、感情があふれ出しているのがわかる。


「あなたがいれば、それでいい」


「高城さん……」


　ようやく出た声は、相手の名前を告げるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　視線が絡からんだのは一いつ瞬しゆんで、すぐにどちらからともなく唇を結び合う。いつもはどこかためらいがちな享も、貪むさぼるようにして夢中で高城の舌を吸った。


「それと、今日は寝ねかせませんよ」


　キスの合間に囁ささやかれ、返事の代わりに指先に力を込める。


　高城は自然に享をベッドルームまで連れて行き、何ごともなかったようにまたキスの続きをした。感情の高ぶりが途と切ぎれることはなく、確かに自分の足で歩いていたのに、我に返る間もなかった。


　バスローブが床ゆかに落ちる音がした。火ほ照てった身体からだに、高城の冷たい手が心地よくて、自然と小さな息が漏もれた。


　少し前まで抱かれていた身体は、普ふ段だんよりもずっとたやすく愛あい撫ぶに反応する。軽く肌はだを撫なでられ、キスされるだけで、たちまち息が乱れてくる。


　心の喜びは、快感と無関係ではないのだ。


「あっ……」


　尖とがらされたままになっていた乳首に指先が軽く触れるだけで、甘い痺しびれが走り、びくっと身体が竦すくみ上がった。


　燻くすぶっていた官能の火種が、内側から享を焦こがすようになるのは、すぐだった。


　こうこうと明かりが降り注ぐ中で抱かれることにも、もう慣れて、今さら恥はずかしいと思うことは、そう多くない。それでも、俯うつぶせになって腰を上げるように言われると、ためらいが先に立ってしまう。


　もっと理性が溶とかされたあとならば、抵てい抗こうはなかったのだろうが、まだそこまで享は欲望に支配されていなかった。


「いいですね。卑ひ猥わいで、美しいですよ」


　きつく目を閉じた享は、その言葉にカッと頰ほおを染め上げる。享の羞しゆう恥ち心しんを煽あおろうと、故意に言っているのだとわかっていても、反応することは止められなかった。


　尻しりに手を掛かけられて、身体が強こわばってしまう。


　自分ですら見たことがない場所に視線を、そして吐と息いきを感じ、平然としていられるほうが理解出来なかった。


「背中まで赤いですよ」


　笑えみを含ふくんだ声がした。享がこの体勢に抵抗感があると知っていて、この男はわざとこうさせるのだ。


　従ういわれはないはずだが、どうしても逆らえない。不興を買いたいわけではなくて、高城の言葉には逆らいがたい何かがあるのだった。


「ぁあ……」


　ぴちゃり、と舌が濡れた音を立てて触れてくる。


　温度と湿しめり気を帯びた、弾だん力りよくのある舌の感かん触しよくに、身体がぐずぐずと溶けていくのがわかった。身体だけでなく、理性も意地も、形をなくしていく。


　享は無意識にシーツへ爪つめを立てようとしていたが、笑えるくらいに力が入らなかった。


　窄つぼまった入り口に舌先が柔やわらかに触れ、さんざん這はい回ったあとで、少しずつ中へと入り込んでくる。


「やっ……い……や、ぁ……」


　腰こしを捩よじって逃のがれようとするのは無意識だったし、高城も承知していることだから、やめようという素そ振ぶりさえ見せなかった。いやらしい音を故意に大きく響ひびかせ、身体を内側から舐なめてくる。


　鼻に抜ぬけるような甘い声で、享は意味のない「いや」を繰くり返す。


　実際はそんなに奥まで入っているわけじゃないのに、深いところまで犯おかされているという気がしてしょうがない。


　指先が入り口を広げ、指と指の間から唾だ液えきを送り込むようにして舌が動いた。


「ひぁ…っ、あ……ん……」


　ざわざわと鳥とり肌はだが立った。気持ち悪いようでいて、そうじゃない感覚は、享を内側からあっけなく崩くずしていった。


　指がゆっくりと入ってきて、すぐにそれが増やされる。舌先で広がった入り口の皮ひ膚ふを舐められながら、指で中をかき回された。


　上げる声は、もう泣き声に近かった。


　二本の指がぐちゃぐちゃと淫いん猥わいな音を立て、激しく前後に動かされていく。それに合わせるようにして、享の細い腰も揺れていた。


「ひぁっ……ああ……！」


「いい眺ながめですね」


　楽しげな声も、今は遠く聞こえる。それよりも享の耳には、自分の後ろと指が作り出す濡ぬれた音が大きく聞こえてしまうのだ。


　深く差し込まれた指が、ぐるりと円を描えがくように回される。もう一本、また指を増やされて、もっと激しく突つき込まれた。


「あ、あっ……！　ん……ぁう……っ」


　この身体を知り尽つくしている男は、どこをどうすれば享が感じ、よがり泣くかを心得ていて、容よう赦しやのない動きで追いつめてくる。


　高まった熱が、身体の中で出口を求めて荒あれ狂くるっていた。


　前に触れられてもいないし、後ろだって指で弄いじられているだけなのに、絶頂はもうすぐそこまで来ていた。


「ぅ……あっ、も……イ、ク……」


「指だけで？」


　くすり、と笑う気配も、今は気にしていられない。それに高城は揶や揄ゆするようなことを言いながら、中に入れた指を小刻みに揺らしたあと、抉えぐるようにして深々と突き上げてきた。


「ああぁっ……！」


　仰のけ反る背中に、キスが落ちた。


　絶頂と共に放ったものは、本当ならばシーツを汚よごしてしまうはずだったのに、高城の手にすべて受け止められる。享を仰あお向むけにしたあと、濡れた指はその滑ぬめりを塗ぬりつけるようにして、再び中に戻もどってきた。


「んんっ……」


「気持ちよさそうでしたよ。享さんは、指だけでも満足出来るんですね」


　蠢うごめく指はそのままで高城は耳元まで顔を寄せ、ぞろりと耳の中に舌を差し入れてきた。


　いつもならばもう身体を繫つないでいるはずなのに、高城はまたゆるゆると指を動かし、再び享を喘あえがせようとする。


「あ、ぁ……た……かぎ、さん……」


「こうされるの、好きでしょう？」


「ひぁっ……！　や、いやぁ……っ」


　弱いところを指先で抉られて、享はシーツの上でのたうった。


　腰を捩り立て、悲鳴じみた懇こん願がんを口にしながら、享は高城の言葉と仕草に戸と惑まどってもいた。けっして甘い男ではないし、普段から優やさしいことをしてくれたり言ってくれたりするわけじゃないが、こんなふうに故意に意地悪をするようなこともあまりなかったのだ。


「ど……して……」


　酸素が足りなくて、くらくらする。ようやく声を発したものの、喘ぐような小さな声でしかなかった。


　腕うでで半分隠かくされている顔は、涙なみだでぐしゃぐしゃになってしまっていた。


　指が一息に引き出されて、享は嬌きよう声せいでしかない声を上げた。こんなふうにされても、身体は高城に感じてしまうのだ。


　顔を覆おおった腕が、高城によって外される。顔の両側で手を縫ぬい止められ、間近から優しげに微ほほ笑えまれた。


「私の利息は高いと言いましたよね」


　うっすらと口の端はしを上げて、高城は唇くちびるにキスしてきた。


　なんのことだか、すぐには思い出せなかった。頭の中がぼうっとして、必死になって考えているつもりでも、考えがちっとも纏まとまらない。


　はぁはぁと乱れた息を繰り返しながら、享は懇願するように高城を見つめる。その視線が、さらに相手を煽るなどとは考えてもいなかった。


「私にお預けを食くらわせたでしょう」


「あ……」


　享は濡れた目を大きく瞠みはった。あれは高城の部屋でのことだ。武志が帰ってくるからと、高城の誘さそいを振ふり切ったのだ。


「それに、私のところから出ていった足で、将吾さんの部屋に行ったようですしね。しかも酔よいつぶれて介かい抱ほうされてもいましたし」


「あれは……」


「だから今日は覚かく悟ごするように言ったんです。しっかり取り立てますから、泣いても許してあげませんよ」


「んん……っ」


　開き掛けた口は、高城のキスに塞ふさがれる。お預けを食らわせた代だい償しようや、嫉しつ妬とさせた仕返しがこんなことだなんて納なつ得とく出来るはずもないが、それを訴うつたえても無意味だし、第一言わせてももらえない。高城は享の口こう腔こうを思うまま蹂じゆう躙りんしながら、再び指を中に入れてきた。


「く、ふ……ん、んぅ！」


　高城はねっとりとしたキスをし、舌先に軽く歯を立てる。享が腕の中で悶もだえるのを楽しんでいるかのようだった。


　やがて指が引き出されていくと同時に唇を離はなれていった。身体からだを深く折られるような体勢を取らされ、ようやく高城が挿そう入にゆうを始めると、誘い込むようにして享の腰は揺ゆれた。


「ぁう……っ」


　一気に最後まで突き入れられて、がくんと喉のどが反る。だがとろとろに溶とかされていたそこは、さほどの苦痛もなく高城を受け入れていた。開かされることへの抵てい抗こうはあったが、大きなものにはならなかった。


　享が目を開けて高城の顔を見ると、いつもは温度を感じさせない表情が、少し柔らかくなっていた。


　怒おこっているわけではないのだと知って、ほっと息がこぼれた。


「どうして欲しいですか？」


　高城は耳元に唇を寄せ、まるで甘い囁ささやきを吹ふき込むようにして、享の耳じ朶だをくすぐった。


　それだけで、肌はだが粟あわ立だつ。そして自分がこれから口にする言葉を思い、ぞくんと身体が震ふるえてしまった。


　こくりと喉を鳴らし、享は目を閉じた。


「う……動いて……」


「ゆっくり……？」


　言いながら高城は、言葉通りに緩ゆるやかに享を突いてきた。


　引き出され、そして突き上げられる感かん触しよくに、身体はたちまち快感の渦うずの中へと放ほうり込まれていく。


　気持ちがよくて、乱れた息は甘い喘ぎになっているが、単調にされるともの足りなくなってしまう。だが、そう口にするのは、どれだけ恥はずかしいことか。


　享の好むようにすることなんて、高城には簡単なことだ。尋たずねる必要などないはずなのだ。なのに、すべて承知で高城は言葉を求めた。


　言葉以外でなんとか誘おうと、享は自分の中にあるものを締しめつけたが、高城は気づかないように涼すずしい顔で、ゆっくりと内ない壁へきを擦こすり上げてくる。それは突き上げるというには弱く、そして浅い動作だった。


「う……んっ、ぁ……あっ……」


　自らの下腹部に伸のばそうとした手は、その前に摑つかまれてしまった。


「悪戯いたずらはいけませんよ」


　指先を口に含ふくまれて、舌を絡からめられる。指先から生まれた快感は身体の芯しんにまで響ひびくようで、享は喘ぎながら、小さくかぶりを振った。


「もっと触さわって欲しい？」


　享の手を放し、高城は指先で胸の突とつ起きを爪つま弾びいた。


「あっ……！」


「相変わらず敏びん感かんですね。面おも白しろいように反応する」


「ち、が……」


「なんです？」


　意地の悪い顔を近づけて、高城は指の腹で乳首を強く擦り合わせる。痛みに近い、けれども快感でしかないものが、ビリビリと全身を駆かけ抜ぬけた。


　濡ぬれた悲鳴が、部屋に響く。


　弾はじける寸前まで身体は追いつめられているのに、登り詰つめることを許してもらえない。


　緩やかな刺し激げきに煽あおられて、どうにもならなかった。どろりとした密の中に落ちて、もがくことさえ出来なくなったみたいだ。このまま溺おぼれて、二度と抜け出せなくなってしまうんじゃないかという不安さえ覚えた。


　両腕うででしがみついたのは無意識の行動だった。そして、熱に浮うかされたような目をして高城を見つめ、呟つぶやいたことも。


「あ……ぁ、も……、っと……」


「もっと……なんですか？」


　高城の舌先が、先を促うながすために享の唇を舐なめた。


「し、て……強く……突つい…て……っ」


「それから？」


「ふ……深…く……」


　そう、浅く緩やかなだけではなく、もっと深く、強く突いても欲しかった。もちろん高城には、わかりきっていることだろうが。


　唇を舐めていた高城が、軽く唇を触ふれてきて、離れた。


　もどかしいほど緩やかだった動きが、速まっていく。浅くしか突いてこなかったのがうそのように高城は深く享を穿うがち、そして強く腰こしを押しつけてきた。


「あぁっ……ん、ぁん……っ！」


　律動に揺さぶられて、享は嵐あらしの中の小こ舟ぶねのように翻ほん弄ろうされる。鼓こ動どうがこれ以上もないほど速まり、どうにかなってしまいそうだ。


　奥深く抉えぐってくる高城は、そのまま中をかき回し、享が甘い悲鳴を上げるのを満足そうに見つめる。生身の温かさを感じさせない容よう貌ぼうは、今は官能に染まって、確かに彼が息を乱しもすれば、汗あせもかく人間であることを教えてくる。


　そう、高城は欲も感情もある、当たり前の人間だ。独どく占せん欲よくだって嫉妬心だってあり、それを享にだけ向けてくれる。


　わかっていたのに、どうして不安になってしまったのだろう。


　恥ずかしいことを言わせるのも、高城がささやかな満足を得るためだ。抵抗が強い言葉を口にするほど、享が強く高城を求めていると確かく認にんしたいのだろう。


　快感に支配され、ろくにものが考えられないはずの中、こんなふうに高城を理解した自分が不思議だった。


　気がつけば、享は柔やわらかな笑えみを浮かべていた。


「余よ裕ゆう……じゃないですか」


　そんなことはない、と言おうとしたのに、上手うまく声にならなかった。口を開くと、突いて出るのは、意味のない喘あえぎ声になってしまうのだ。


　事実、それからすぐに享は本当に何も考えられなくなって、悲鳴を上げながら何度目かの絶頂を迎むかえた。


　薄うすくなった意識の中で、痙けい攣れんするように震える自分を感じた。きつく抱だきしめられて、胸が潰つぶれるような幸福感に満たされる。


　意識が軽く飛んでしまっていた享は、高城が身体を離していったときに現実に立ち戻もどった。


　ざわり、と背筋を甘く撫なでられたような感覚が走り、小さく声を上げていた。うっすらと目を開けると、高城が享を抱きしめようとしていた。


　名前を呼ぼうとしたのに、声が掠かすれて音にならなかった。息みたいな音で、何を言おうとしたのかはわかったようだったけれども。


「ああ、声が嗄かれてしまいましたね」


　気の毒そうな声こわ音ねは、きっと本心ではなかっただろうが、喉に触れてくる指先の優やさしさは本物だと思う。喘ぎすぎて喉をおかしくしたことに、この男は労いたわりよりも満足を覚えるはずだった。


　腕うでに抱かれて喉のあたりを撫でられていると、このまま眠ねむってしまいたくなる。実際に、意識は半分沈しずみ掛かけていた。


「本当に、猫ねこのようですね」


　声だって子守歌代わりにしかならなかった。


　喉を撫でていた指先が、つうっと鎖さ骨こつまで滑すべり、骨に反って何度か行き来をしたあと、まっすぐに胸まで下ろされる。


　尖とがった粒つぶは、さんざん弄いじられて赤くなっていて、指はためらいもなくそこに触れると、周囲をぐるりとなぞった。


「ぁ……ん……」


「まだ眠るには早いですよ」


　耳元で囁かれた言葉はかなり遠くて、意味を摑むまでには至らない。ただやわやわと触れられることに、気持ちよさを感じるばかりだった。


　胸から腹へと滑っていった手は、腰こし骨ぼねのあたりを撫でさすってから、尻しりの間へと忍しのび込んでいく。


「ぅ、んんっ……」


　びくっ、と体を震わせて、享はようやく目を開いた。問うような目で高城を見つめると、耳に寄せられた唇くちびるが、そっと言葉を囁いた。


「早いと言ったでしょう」


「あっ……」


　たやすく中に潜もぐり込んできた指に、享はうろたえたような声を上げてしまった。中に出されているもののせいで、指が入ると恥ずかしいくらい濡れた音がした。


「取り立ては厳しいですよ」


　うっすらと笑う唇にキスをされて、享の喘ぎ声は呑のみ込まれていった。




９







「そうだ、享」


　武志の声が、部屋へと立ち上がり掛けていた享の動きを止めさせた。夕食後の、全員がまだダイニングにいるときのことだった。珍めずらしく将吾も休みだからと揃そろっていた。


「この間のことだがね。知り合いに言っておいてもらったから、もう心配はいらないよ」


「あ……ありがとうございます」


　ぎこちない笑え顔がおの享に対し、武志はにこにこ笑うばかりだ。特別なことをしたという雰ふん囲い気きはなかった。


「この間のことって？」


　きょとん、としている和希に、すかさず達郎が当たり障さわりのない、けれどもけっしてうそではない説明をしていた。なるほど、昔からああやって事実を伝えながらも与あたえる情報をコントロールしてきたわけだと感心してしまった。


　このまま立ち去る雰囲気ではなくなり、享は椅い子すに掛け直した。


「大変だったんだ……」


　ふーんと鼻を鳴らし、和希は気き遣づかわしげに享を見つめてきた。


　将吾にも訊きかれるまま話してあったので、この場で知らないのは和希だけだった。その事実が、本人は不満らしかった。


「そんなに大変でもなかったよ」


「でもさ、享さんの親しん戚せきの人、それからどうなったんだろ。借金取りに連れて行かれちゃったんだよね？」


「連れて行かれたというほどでもないと思うけど……」


　たぶん、と口の中で小さく付け足して、享はちらりと高城の顔を見やった。そのあたりの判断は享には付けられないので、これは高城に言われたままの認識だった。


　高城はいつもの取り澄すました顔で、軽く頷うなずいた。


「無事に完済出来たようですよ。つい先ほど、そういった情報が入りました」


「やっぱり資産はあったんですか」


「ええ。ついでに、あの借用書は詐さ欺ぎを働こうとした証しよう拠ことして保管すると言いましたから、少なくとも当分はおとなしいでしょう」


「当分？」


「詐欺にも時効がありますからね」


　だからそれが成立するまでは動くまい、というのが高城の考えらしかった。その後のことは、相手が動き出すようならばまた考えるそうだ。


　一番神しん妙みように説明を聞いているのはやはり和希だった。街金の取り立てだの詐欺だのという単語は、彼の人生で初めて登場したのだろうから、やや緊きん張ちようしているのも無理はない。もちろん享にしても初めての経験だったが、実際に接したあとだから、話だけ聞いている和希と違ちがい、大おお仰ぎように受け止めずに済んでいるのだ。


　会話が途と切ぎれたところで、武志は「ところで」と切り出した。


「今回のようなことがあると、ますます二の足を踏ふまれそうなんだが、久しぶりに揃ったところで、保留になっていた返事を聞かせてくれないか。もちろん、まだ考えたいというならば、それでもいい」


　思わず将吾と視線を合わせていた。言葉は交かわさなかったが、将吾が返事をしろと言っているのがわかり、享は武志に視線を向ける。


　答えはもう決まっていた。


「あの、どう言ったらいいのかわからないんですけど……よろしくお願いします」


　ぺこりと頭を下げると、隣となりで将吾が続いた。


「右へ倣ならえで、俺も」


「そうかそうか」


　武志は目め尻じりを下げて、何度も頷いた。本当に嬉うれしそうな顔を見ていたら、もっと早く返事をしていればよかったと、少しだけ後こう悔かいした。


　向かいの席からは和希がはしゃいだ声を上げた。


「お祝いしようよ。ほら、シャンパンとか」


「ああ、そうだな。高城」


「はい」


　高城が一度、ダイニングルームから消え、グラスとシャンパンを携たずさえて戻もどってくるまでの間、和希は嬉しそうに享や将吾に話しかけ、ときおり隣にいる達郎に目をやっては、視線で何か言葉を交わし合っていた。このあたりはもう他者が入り込む余地はない、恋こい人びと同士の会話というやつだ。


　自分のことのように喜ぶ和希につられて、自然と享も微ほほ笑えんでいた。


　やがて配られた五つのフルートグラスには、ササモトが輸入販はん売ばいをしているフランスのシャンパンが注つがれていた。


「高城。もう一つグラスを持って来させなさい。君も一いつ緒しよにね」


「はい」


　武志の指示に従い、高城はメイドにグラスを持ってこさせると、そこに同じようにシャンパンを注いだ。着席はやんわりと辞退したが、享がいる隣の椅子の後ろに、背筋を伸のばして立っていた。


「では、正式に家族となる二人に、乾かん杯ぱい」


　武志の音頭で、次々と乾杯の声が上がる。


　傾かたむけたグラスから口の中に入ってきた酒は、少し甘く舌の上で弾はじけた。


　将吾はありがたみもなく一息に飲んでしまい、お代わりを要求して高城に無視されていたし、外で飲酒することを達郎によって禁止されている和希は、嬉しそうにシャンパンを飲んでいて微笑ましい。


　そんな中、享は肩かた越ごしに高城に目をやった。


　武志が高城にグラスを持たせたのは、単にこの場にいたからというわけではないだろう。それならば、彼は家にいるすべての者を呼んだはずだ。


　それに気づいて享が目を細めると、高城は執しつ事じの顔をして言った。


「おめでとうございます」


「ありがとう……ございます。いろいろ、お世話掛けました」


「とんでもない」


　恋人としての会話は交わせないが、それはあとでもいいだろう。軽くグラスを合わせると、細い音が涼すずやかに鳴った。


　隣の席から、将吾がそれをじっと見ていて、やれやれと言わんばかりの溜ため息をついた。


「いろいろ、ねぇ……」


「し……親戚のことで、いろいろと」


「ふーん……。まぁ、いいや。俺んとこにも、そういうのが来んのかね」


　当てつけがましく空のグラスを揺ゆらしながら呟つぶやいた将吾に、享は多少、高城の目を意識しながら問いを向けた。


「そういえば、将吾の親戚は？」


「いるけどさ。普ふ通つうに何人かやりとりがあるぜ」


「意外なことに、将吾さんのご親戚の方は、真っ当な方々のようですよ」


　どこか険のある言葉が、享の斜ななめ後ろから飛んでくる。


「なんだよ、意外ってのはよ」


「いえ、別に。大変よろしいことだと思いまして。ご親戚の中で、一番問題があるのは将吾さんのようですから、あなたが面めん倒どうを掛かけることはあっても、逆はなさそうじゃないですか」


「てめーなぁ……っ」


　今にも椅子から立ち上がりそうだった将吾は、その寸前でちらりと享を見て、何を思ったかおとなしく座り直した。


　そして何かしらの意図をもって、享に身体からだごと向き直った。


「まったく口が悪いよなぁ？」


「え、ああ……いや……」


　うんと言えるほどの度胸もなく、曖あい昧まいにごまかしていると、向かいの席では和希がうんうんと大きく頷いていた。


「それはとにかく、お疲つかれさん」


「どうも」


「お前、親戚運はなかったみたいだけど、兄弟運はあったよな」


「は……？」


　話がいきなり飛ひ躍やくしているように思えて、享は訝いぶかって将吾を見やる。それを待っていたように、長い腕うでが首に回された。


「照れるなって」


　将吾のスキンシップが過か剰じようなのは誰だれもが知っていることだから、抱だきついてきても誰も不思議に思わない。だがそこに意図があることを見る者は一部にいたし、不ふ機き嫌げんになっている者も一名ほどいた。


　振ふり返らなくても、気配でわかってしまった。高城のことだから、こういう場では平然と振る舞まうものだと思っていたのに、そうじゃなかった。


　和希が怪け訝げんそうに、享の背後を見ている。和希ですら──というのも失礼な話だが──気づいたのだから、武志にわからないはずがない。


　享は内心、冷や冷やしていた。


「将吾さん」


「ああ？」


　挑ちよう発はつ的な目を向けて、将吾は薄うすく笑えみを浮うかべた。高城の反応を引き出したことが嬉しくてならないようだ。


「気安く触さわらないでください」


「な……」


　焦あせる享をよそに、将吾はふんと鼻で笑った。


「弟とスキンシップはかってどこが悪い」


「私の気分が悪いんですよ」


　繰くり広げられる会話を、和希は目を丸くして聞いている。


　恐おそる恐おそる享が武志に目をやると、武志はこちらを見ておらず、達郎に話しかけていた。気づいていないわけではなく、見ないようにしているのだ。


（見て見ぬ振り……ってことか）


　あるいは、もっと消極的に「見なかったことにしている」だけかもしれない。そちらのほうが、ありそうな気がした。見てしまったら、あるいは聞いてしまったら、何か反応をしなくてはならないが、そうでなければ何も言わなくても済む。


　武志らしいと言えば、あまりにもらしかった。さすがに、丸投げして何ヶ月も家を空けていた男だと、妙みようなことで感心してしまった。


　だが和希のほうは、そうもいかないようだった。相変わらず、大きな目をさらに大きくして、もの言いたげにこちらを見ているのだ。


　享は視線を合わせて、苦く笑しようをこぼした。


「そ……そういうことになっちゃってたの？」


　和希の言葉に、全員の注意が集まった。しんと静まりかえった中、誰が最初に何を言うのかと固かた唾ずを呑のんでいたら、またも享の後ろから声がした。


「ええ。そういうことに」


「信じられない……ていうか、信じたくない」


「だろ？　だよなっ？」


　将吾が勢い込んで叫さけび、耳元でそうされた享は顔をしかめて腕の中から抜ぬけ出した。


「享さん、冷静にならなきゃ」


「いや、冷静だけど……」


「もっといい人がいると思うんだ。享さんだったら、むしろそうでなきゃだめだよ。なんで高城さん？」


「まったくだ」


　切々と訴うつたえてくる和希は真しん剣けんそのものだし、同意している将吾も態度こそ冗じよう談だんめかしているが、本心からそう思っているらしい。


　どうしたものかと、享は高城に目をやった。


「言わせておけばいいんです」


　鼻で笑わんばかりに言い放ち、高城は背後から享の肩かたに手を置いた。いや、肩というよりも首に触っているという感じだ。


「ま、ブラコンの将吾さんは仕方ないとして、和希さんは長谷部とよろしくやっていればいいんです。こちらのことには口を出さないでもらいましょうか」


「誰がブラコンだ」


「自覚がないんですか？　相当なものだと思いますがね。まぁ、いいですよ。かなり目め障ざわりですが、我が慢まんします」


「はぁっ？　何が我慢だよ！」


　すっかり将吾はけんか腰ごしだし、高城はどう見てもけんかを売っている。これはどうやったら収まるのかと、救いを求めて視線を走らせた。


　和希は控ひかえめに将吾を応おう援えんしつつも、高城の報復が怖こわいせいか口を挟はさめないでいるし、達郎は面おも白しろそうに見ているだけで関かかわろうという気配がないし、武志に至ってはどこから出したのか新聞を読み始めていた。


「妥だ協きようしているんですよ。いろいろとね」


「してるようには見えねぇぞ」


　嚙かみつく将吾を綺き麗れいに無視し、高城は傍ぼう観かんしている達郎に目を向けた。


　自分たちがすっかり安定しているせいか、達郎の態度は余よ裕ゆうたっぷりだ。しかし彼だって、ここまでくるにはかなり足あ搔がいていたのだ。


「ようやく、あんたの気持ちがわかりましたよ」


「へぇ？」


　達郎の目が興味深げに輝かがやいた。彼でなくても、高城の言葉の意味には、興味をそそられるだろう。もちろん享もそうだった。


「確かに不便ですよ。連れて出ていきたくなりますよね」


「だろう？」


「それは認めん」


　バサリ、と新聞が下ろされ、武志が断言した。せっかく聞いていないように振る舞っていたのに、これで台無しだ。


　どう反応するべきなのか困っている享をよそに、高城は実に堂々としていた。


「では、関係そのものは認めてくださるということですね。ありがとうございます。ご子息のことはお任せください」


　高城は肩に手を置いたまま、もう一方の手で享の腕を摑つかんで椅い子すから立ち上がらせる。そしてそのまま享を引っ張って歩き出した。


「た……高城さん？」


「おい、どこ行く気だよ！」


「とりあえず、私の部屋ですよ。ああ、ご心配には及およびません。連れて出ていったりはしませんから」


　邪じや魔ましたら出ていくぞ、と言ったも同然だった。高城は軽く脅おどしを入れ、享を抱くようにしてダイニングルームを出ていく。将吾が悪態をついていたが、引き留めるまでには至らず、ダイニングのドアが閉められた。


　向かった先は宣言した通り、高城の私室だ。


　中に入り、ドアが閉じられるのを待って、享は口を開いた。


「なんであんなこと言ったんですか……！」


「隠かくしておく必要はないでしょう。旦だん那な様はあの通りですし、和希さんも私への不満があるだけです」


「それはそうなんですけど……」


「これで、旦那様や和希さんの目を気にする必要もなくなりましたよ」


　抱だかれた腰こしが、強く引き寄せられる。直接的な言葉ではなかったが、彼が言いたいことはわかっていた。


　思っていた通りと言おうか、ある意味で意外と言おうか、かなり根に持つ性格のようだ。


「もう問題は何もありませんね？」


「いや、でもあからさまなのは、ちょっと……」


「そんなことを言っていると、本当にこの家から連れ出しますよ。私は長谷部とは違ちがいますから離はなれ程度で妥協はしませんが、いいですか？」


　息が掛かかるほどの近さで、やんわりと脅される。この家にいたい気持ちが強いのは確かだから、ここは享が折れるべきなんだろう。


　返事の代わりに目を閉じると、唇くちびるがキスで塞ふさがれた。


　キスにはシャンパンの香かおりが残っていて、乾かん杯ぱいの続きをしているような気分になる。


　今度は二人きりで祝おうと、キスの合間に享は囁ささやいた。
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　正直なところを言えば、将吾は大変面おも白しろくなかった。


　生まれてからこの方、どこへ行っても彼は異性にもてた。同性にも、それなりにもてた。だから相手に不自由したことなどなかったし、フリーでいてもそれはあくまで将吾の意思だったから、寂さびしいと思うこともなかった。


　まったく、なかった。


　だが一年前から、調子は狂くるいっぱなしだ。


　どこの誰だれだかわからなかった父親が、あのササモトの社長だと聞かされたときは、驚おどろくより先に腹が立った。しかも実際に会いに行ってみれば、当の父親は世界一周の船旅だかなんだかで不在で、代わりに血の繫つながらない息むす子こだの、腹はら違ちがいの弟だの、赤の他人の後こう継けい者しやだの、得体の知れない執しつ事じがいた。


　美しい三つ下の弟は、出会った頃ころはいろいろ当たりもきつかったが、今ではなんだかんだ言いながら自分を頼たより、慕したってくれている。六つ下の血の繫がらない弟は、最初から将吾に懐なついてくれていて、こちらも文句なく可愛かわいい。父親はいろいろ言いたいことが多い人物だが、とりあえず、過去のことは水に流してやろうと思わされてしまう男で、今では結構、上手うまくやっていると思う。


　目下、一番の問題は、目の前にいるこの執事だ。性格の悪い後継者も虫は好かないが、面と向かって何か言ってくるわけではないから、とりあえず置いておく。


　リビングでくつろいでいたら、珍めずらしく高城が入ってきた。そして何をするでもなく、ソファの一いつ端たんに腰を下ろしたのだ。


　睨にらむように見ていたら、感情の籠こもらない目を向けられた。


「なんですか。あなたに見られても迷めい惑わくなだけなんですけどね」


　今にもブリザードが吹ふいてきそうな、冷れい淡たんな声こわ音ねだ。口も悪いが、性格はもっと悪い。何を考えているかわからない、感情さえあるかどうかも怪あやしいこんな男に、可愛い弟が摑まってしまった。


　最初はどうあれ、将吾は腹違いの弟を掛け値なしで可愛いと思っていた。もともと一度懐ふところに入れてしまった相手には、とことん情が湧わくのが将吾という人間なのだ。


「お前、最近、俺を目の敵かたきにしてねぇか？　いや、してるだろ」


　前はこれほど態度が悪くはなかったはずだ。むしろ高城は和希を楽しそうに弄いじって遊んでいた。いや、それは今も同じだった。単に将吾に対する当たりがきつくなったというだけで。


　そう、きつくなったのだ。和希に対する口の悪さには、まだ好意を元にした意地悪という説明で納なつ得とく出来るのだが、将吾の場合は完全に悪意なのだ。


　理由はわかっているつもりだった。


「お、享」


　リビングに顔を出した弟こそが理由だということくらい、わかっている。


「珍しいな、二人で……」


「いたくていたわけじゃありません。さ、行きましょうか」


　高城はさっさと立ち上がり、享の傍かたわらに立った。


「どっか行くのかよ」


「行くって言ってるじゃないですか」


　小バカにしたような目に、また腹が立った。だが将吾が嚙かみついていくよりも早く、享が間に割って入ってきた。


「ちょっと食事に」


「今日は戻もどりませんので」


「えっ？」


　初めて聞いたという顔で見上げる享に構うことなく、高城はその薄うすい肩かたを抱いて歩き出そうとする。


「こら待て。お前、勝手に決めてんじゃねぇのか？」


「嫌いやですか？」


　高城は将吾の問いかけに対し、享に尋たずねるという態度に出た。


　享の目が困こん惑わくを示しているのは、将吾の反応を気にしているからにほかならない。つまり、気持ちは、嫌ではないのだ。


　それがわかってしまって、将吾は溜ため息をつきたくなる。


「誑たぶらかされてる……」


「人聞きの悪い」


「お前からは誠意ってもんを感じねぇんだよ！」


「当然でしょう。将吾さんに向ける誠意など持ち合わせていませんからね。享さんに伝わっていればいいんですよ」


　抱いた肩を引き寄せ、高城は享の髪かみにキスをする。うんざりするような甘いしぐさだが、斜ななめに見すぎているせいか、この男がやると空々しく見えて仕方がない。


　それにしても、ほんの少し目元を赤くしている享は、兄の贔屓ひいき目めを抜ぬきにしても綺き麗れいだった。兄弟じゃなかったら、間ま違ちがいなく食っていた。


「そういうわけですので、そろそろ無ぶ粋すいな真似まねはやめてくれませんかね」


「なんだと？」


「人の恋こい路じにケチばかりつけないで、弟の幸せを願ったらどうですか。ああ、それとも一人で寂しくて、やっかんでいるんですか？」


　挑ちよう発はつを多分に含ふくんだ視線に、ますます将吾はムッとした。


　高城の腕うでの中で、享はひたすら困惑している。下手に口を挟はさんで火に油を注ぐことになっては……と思っているのかもしれない。現状ではどちらに味方しても、事態は悪化するに決まっているから賢けん明めいな判断だと言える。


　そのうちに、高城はふっと口の端はしに笑えみを浮うかべた。


「寂しいのでしたら、何か飼ったらどうですか」


「ああ？」


「犬がいいでしょうね。きっと懐なついてくれますよ。知り合いにブリーダーがいますから、紹しよう介かいしましょうか？」


「余計なお世話だ！」


「そうですね。では、行ってきますよ」


　高城は将吾の剣けん幕まくをさらりとかわし、享を連れて出ていった。リビングルームから出ていくときに、肩かた越ごしに振ふり返った享がすまなそうに苦く笑しようしていたから、将吾は手を払はらうようにして送り出した。


　なんとか、あれの目を覚ますことは出来ないものだろうか。


　恋こい人びとが同性なのはともかく、相手があの男なのは問題ではないだろうか。和希の意見ではないが、もっといい男はいるはずなのに。


「親おや父じも親父だ。もっと強く出ろってんだよ」


　あの及および腰ごしはなんとかならないものだろうか。いや、そもそもの問題は、武志が高城という男を家族として認めてしまっていることだ。あれが赤の他人だったら、もしかしたらもう少し違う反応だったのかもしれない。


　ブツブツと口の中で呟つぶやきながら、将吾は窓の外へ目をやった。


　離はなれの建物から、和希と達郎が出かけていくところだった。あの二人も外で食事でもするらしい。


「おいおい……」


　何をあんなにくっついているのか。というより、腕にしがみつくこともないだろう和希、と心の中でつっこみを入れる。


　啞あ然ぜんとして見ていると、視線に気づいたらしく、達郎がちらりとこちらを向いた。


　そして確かに、口の端を上げてから、和希の肩を抱だき寄せた。


「ああ、くそっ、イチャイチャすんじゃねぇ！」


　将吾の叫さけびは虚むなしくリビングに響ひびき渡わたる。


　やがて二人の姿も見えなくなって、将吾はぽつんと残されることになった。


「てか、家の中にツーカップルいるってのはどうなんだよ」


　しかも男同士のカップルが。いくら同性間の恋れん愛あいやセックスに抵てい抗こうがない、というよりも、垣かき根ねがない将吾だとて、これはいかがなものかと思う。


　いや、問題はそっちではない。


「……俺、あぶれてるじゃねぇかよ……」


　虚しくなってきて、再び視線を窓の外へと向ける。


　やっぱり犬でも飼おうかな、と思ったことは、とりあえず誰だれにも言わないでおこうと心に誓ちかう将吾だった。




情じよう欲よくと視し線せんのベクトル





きたざわ尋じん子こ
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